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1 序論 
1.1 研究の背景と目的 
1.1.1 発展途上国における図書館 
 発展途上国における公共図書館には、識字教育や基礎的な計算、職業訓練、コンピュー
タリテラシ、持続可能な環境利用などについての学校外教育・成人教育の場としての機能
が期待されている。なぜならば、教育水準の向上は国家の発展において重要な要素であり、
識字能力をはじめとした基礎的なリテラシは、人間の根源的な権利であり、社会参画への
基本的な条件であるとされているからである。成人識字率は、一人当たりの国民総所得や
平均寿命と相関関係があり、また成人女性の識字率は、５歳以下の幼児死亡率や初等教育
に就学する児童における女児の比率、初等教育入学者における第５学年までの在籍率など
との相関関係があり、世代を超えた負の連鎖を断ち切る鍵と考えられている。 
その一方で、発展途上国においては社会インフラの不足や慢性的な貧困によって、教育
を受ける機会を得られない国民が存在することも事実である。このような問題を解決する
ために、学校以外の教育の場として、公共図書館の普及と発展が望まれる。 
 しかし、発展途上国においては図書館政策が積極的に取られていない。例えばナミビア
の場合、2010 年の時点で国内の公共図書館は 60 館１（約 37 万人に１館）であり、マラウ
ィの場合は同じく 2010 年の時点で国内に少なくとも 16 館２（約 93 万人に１館）が確認
されているのみである。 
ネパールにおいても政府による具体的な図書館政策は取られておらず、公共図書館の数
は約 100 館３（約 26万人に１館）とされている。また、図書館に関する法整備もなされて
いない。その一方で、ネパールにおいては、図書館設置支援活動を主な目的とする２つの
国際的な NGO、READ（Rural Education And Development）や Room to Read によっ
て、組織的かつ継続的に地域図書館及び学校図書館の設置が行われている。そのため、他
の発展途上諸国と比較した場合、図書館の普及は徐々に進んでいると言える。 
 
1.1.2 図書館設置支援の現状 
現在、発展途上国への支援活動は、政府、企業、NGO、民間団体などにより様々な分野
で行われている。本稿で扱うネパールを例に見た場合、各国政府による ODA の総額にお
いて、社会インフラ、サービス部門への支援額が最も大きく、その中でも教育への支援額
は最大である。主要な援助のうち、英国や国連開発計画（United Nations Development 
Program）、北欧諸国などは、政治的不安定を克服するための平和構築、民主化、和平プ
ロセス、ガバナンス強化を重視している。これは、政治的不安定の解決が、ネパール最大
の問題とも言える貧困削減の障害となっているためである。下記に示した「表 1: ネパー
ルへの援助構成比（2009-2011 年度）」は、2009 年度から 2011 年度にかけての、全ての
ODA 提供国からのネパールへの支援金額を実質支出額でまとめたものである。 
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表 1: ネパールへの援助構成比（2009-2011 年度） 
分野 
年度 合計 
（百万ドル） 
構成比 
 （%） 2009 2010 2011 
社会インフラ・サービス 455.2 487.7 552.8 1495.7 54.6 
 
教育 171.8 132.5 170.8 475.1 17.3 
 
保健 55.3 104.1 76.7 236.1 8.6 
 
水・衛生 11.5 44.0 40.4 95.9 3.5 
 
政府・市民社会 132.4 131.5 177.6 441.5 16.1 
経済インフラサービス 124.3 196.7 200.6 521.6 19.0 
 
運輸・道路 48.5 89.9 118.4 256.8 9.4 
 
通信 1.5 1.4 2.4 5.3 0.2 
 
エネルギー 69.0 68.3 68.0 205.3 7.5 
生産セクター 29.7 54.7 77.8 162.2 5.9 
 
農林水産業 25.6 46.6 65.5 137.7 5.0 
 
工・鉱・建設業 3.4 5.9 4.9 14.2 0.5 
マルチセクター援助 51.4 114.9 98.4 264.7 9.7 
 
一般環境保護 7.8 22.5 15.2 45.5 1.7 
食糧援助／一般プログラム支援 24.6 58.8 35.2 118.6 4.3 
 
食糧援助 24.6 9.7 35.2 69.5 2.5 
債務関連 5.5 5.8 6.2 17.5 0.6 
 
債務免除 0.6 0.6 0.6 1.8 0.1 
その他 68.0 27.7 62.9 158.6 5.8 
合計 758.7 946.3 1033.9 2738.9 100 
 
出典: 外務省, “第３章: ネパールの概況と開発動向”. 外務省: Ministry of Foreign Affairs 
of Japan. 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/hyouka/kunibetu/gai/nepal/pdfs/kn12_03
_01.pdf,（2013-8-23）. 
 
 表を見てみると、「教育」への支援は、「政府・市民社会」と並んで重点的に支援されて
いる分野であることが分かる。また、教育分野については、個人による学校の寄付といっ
た支援活動も行われている。なお、個人によって設置された学校が必ずしもうまく機能し
ているとは限らず、設置後すぐに廃校となったり、既に学校が設置されている地域に更に
設置してしまうといった例も確認されている。また、現地のコーディネーターに寄付金を
着服されるといった例もある４。 
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 一方で、図書館に対する支援としては、例えば日本においては、国立国会図書館による
資料保存協力などがある５。しかし、図書館の設置を目的とした国家レベルでの支援など
は行われていない。民間での活動に目を向けると、Room to Read や本研究において扱う
READ（Rural Education And Development）をいった国際的な NGO が、ネパールにお
ける図書館の設置支援を担っている。国際的な NGO による支援においては、支援地域の
選定から資金管理、人材の配置、住民・自治体との各種調整などが行われている。また、
READやRoom to ReadといったNGOは、寄付金によってその活動資金を得ているため、
出資者に対する活動報告として、年次報告書なども作成している。 
しかしこれらの支援活動においては、２つの問題が考えられる。第一に活動規模の拡大
に伴って支援内容が現地の需要・状況から乖離する可能性。第二に出資者の出資意欲の促
進のために、効率を重視した支援に重点が置かれる可能性である。第一の問題については
後述の「1.3.3 途上国に対する支援に関する先行研究」に詳しい。支援活動が規模の拡大
と共に画一的になれば、地域の抱える問題や価値観からの乖離を招き、結果として支援活
動そのものが機能不全に陥るばかりか、価値観や生活様式の押しつけになりかねない。 
 第二の問題は、NGO の活動が寄付金によって行われていることに起因する。特に Room 
to Read について言えることであるが、資金の効率的な運用を重視した場合、都市部や人
口密集地域での活動が中心となる。結果として、識字率や教育機会、金銭的な収入に乏し
い農村地域や山岳部などが、支援から取り残される危険性がある。 
 
1.1.3 研究目的 
 本研究は、ネパールの農村部における公共図書館の設置と利用の現状を明らかにするこ
とを目的としている。農村部における教育施設の普及は、ネパールの発展にとって不可欠
である。特に、学齢期を過ぎた成人や、経済的な理由で学校に通えない人々を対象とした
学校外教育の場としての図書館は、経済格差の大きいネパールにおける教育の普及を考え
た場合に重要な役割を持っている。 
 特にネパールは、図書館設置を主な活動内容とする２つの国際的な NGO、READと
Room to Read が活動を開始した国であり、現在においてもその活動の中心である。加え
て、本研究で主に扱う組織である READが活動している国の中で、ネパールは最も識字率
が低い。これらの点から、本研究においては、発展途上国の中でもネパールを対象として、
農村地域における地域図書館の現状と課題を探っていく。 
 ネパールは 2011/12 年度の予算において、総予算の約 18%にあたる、約 632億ネパール
ルピー（１ネパールルピー≒１円）を教育分野に充てている。また、1990 年の時点で粗就
学率は 99%を記録しているとともに、小学校５年生までの教科書を無料で支給するなど、
基礎的な教育の普及に力を入れている。しかし、成人教育や留年・中途退学などへの対応
は充分になされておらず、学校教育を受けられなかった、あるいはドロップアウトした人々
が問題となっている。特に、経済的な発展が遅れている山岳地域の農村部などにおいて、
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この傾向は顕著である。学校教育は公用語であるネパール語によって主に行われているが、
国民の 55%はネパール語以外の言語を母語としている６。そのため、非ネパール語話者が
学校教育からドロップアウトしやすいという問題を抱えている。 
 これらの人々への教育の普及を考える際に、公共図書館は重要な役割を果たす。しかし
ながら、ネパールの農村地域における公共図書館に関する実証的な研究はあまり行われて
いない。NGO による図書館設置支援活動に関しては各組織によって報告書が作成されて
いるが、各図書館に関する報告はほとんど行われておらず、活動状況などは不明である。
これらの図書館を調査することは、ネパールにおける公共図書館の現状を知る上で重要で
あると共に、図書館政策の今後を考える上で重要な基礎的研究となる。 
 
1.2 研究の対象と方法 
1.2.1 研究対象 
 本研究は、南アジアの後発発展途上国であるネパールの、西部山岳地域にあるジョムソ
ン村を対象として訪問調査及びインタビュー調査を行う。また、ネパール全体及び発展途
上国一般に対する教育開発などに関する文献調査も並行して行う。 
 本研究の現地調査の対象となるジョムソン村は、西部山岳地域のダウラギリ県ムスタン
郡の村である。ポカラからのトレッキング経路である街道沿いに位置しており、観光客に
とっては高山地域へ向かう拠点として機能している。村には空港が設置されており、トレ
ッキングを目的とした観光客にとっての主要な拠点の一つであると共に、チベット系の文
化が色濃く残る北部ムスタン地域への玄関口でもある。村内には、図書館設置支援を行う
国際的な NGO、READ による図書館のほか、診療所や地元の女性団体による公共のシャ
ワールームや設置されている。 
 
 
図 1 ：ジョムソン村の地図 
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出典：“「地球の歩き方」編集室編. 地球の歩き方: ネパールとヒマラヤトレッキング. 第
16版. ダイヤモンド・ビッグ社, 2011, 373p. ”及び訪問調査を参考に筆者作成 
 
 上の「図 1 ：ジョムソン村の地図」は、ジョムソン村の概要を簡略化して示したもの
である。図の上が北であり、左下の目盛が約 400mに相当する。村内を通る主な道を白い
線で、村内の主な施設を赤い丸で示した。また、図中の青い線はカリ・ガンダキ河を示し、
灰色の線は空港の滑走路を示している。 
       ジョムソン村は主に、空港に面し 
た通り沿いの地域とその北部にある
ジョムソン村の本村からなる。上に
示した「図 2 ：ジョムソン村の空
港周辺地域」は、ジョムソン村の空
港周辺地域の写真であり、空港の周
辺には、銀行や飲食店、宿泊施設な
ど、観光客のための施設が揃ってお
り、現在のジョムソン村の中心的な
地域と言える。空港のすぐ近くには
小学校が設置されているが、詳細は 
不明である。上に示した地図におい 
   図 2 ：ジョムソン村の空港周辺地域  ては黒い四角で囲んだ部分が空港周
    筆者撮影   辺の宿泊施設が密集している地域で
      ある。 
 一方で、本村の街道沿いにも数件の宿泊施設や飲食
店がある。上に示した「図 3 ：ジョムソン村本村の
風景」が本村地位の写真である。しかし、こちらはネ
パール国内からの旅行者や地元の住民などが多く利用
している。本村には、公立と私立の学校がそれぞれ一
校ずつ設置されている。特に私立学校は、通学用のバ
スを運行しており、ジョムソン村以外の周辺の村から
も生徒が通学しているという。また、空港周辺地域と
本村を繋ぐ道沿いには長距離バスの停留所があり、ジ
ョムソン村を抜けて更に北に向かう人々がバスを待っ
ている。そのような人々を対象とした露店も出店され
ており、空港周辺地域とは異なる形でにぎわっている。 
図 3 ：ジョムソン村本村の風景 空港周辺に比べると伝統的な作りの建物が多く、街並 
     筆者撮影  みの古さが感じられる。なお、本村には文房具店兼ネ
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ットカフェを営む店があり、店内ではネパール人がインターネットを利用していた。 
       空港周辺地域と本村の中間地域に 
は郡庁舎や郵便局、病院といった公
共機関と共に、軍事施設も設置され
ている。街道沿いにはネパールの陸
軍登山学校が設置されており、その
周辺での写真撮影などは禁止されて
いる。「図 4 ：ジョムソン村の街道
沿い」に示したのは登山学校から本
村に向かう道筋であり、村の住民が
主に利用する食料品店などが数軒並
んでいる。また、診療所や地元の女 
 図 4 ：ジョムソン村の街道沿い     性団体によって設置されたシャワー 
   筆者撮影      ルームも存在する。このシャワールー
         ムを設置した女性団体は、プータン・
コミュニティ・ライブラリーの設置においても共同出資を行っている。 
 ジョムソン村の南端から北端までは徒歩で 20 分程度であり、村の中心を通る街道の大
部分は石畳で舗装されている。上に挙げた以外にも、村の南側の辺縁部には畑や果樹園、
牧草地などが広がっている。北側では広い河原を利用した小規模な放牧等が行われている
他、土木工事用の石材の採集などが行われている。 
 ネパールの行政単位である村落開発委員会（VDC: Village Development Committee。
県、郡に続く行政単位。日本における村に相当する）で見た場合、ジョムソン VDC には
430 世帯、1,370 名が居住している。男女比は男性 702 名、女性 668 名であり７、世帯数
ではムスタン郡第１位、人口では第２位である８。なお、ネパールの行政単位などについ
ては、「2.1 ネパールについて」において詳しく説明する。ジョムソン村が所属するムス
タン郡は、約 65%をモンゴロイド系民族が占めるが、ジョムソン村はその中でも非モンゴ
ロイド系の住民が比較的多い村である。 
 
1.2.2 研究方法 
（１） 文献調査 
 ネパール農村部の公共図書館についての調査に当たって、まずネパール全体と研究対象
とするジョムソン村及びネパールの公共図書館の概要を明らかにするために、文献調査を
行う。文献調査の対象としては、ネパールおよびネパールにおける社会教育に関する先行
研究、統計資料及び NGOなどによる報告書が挙げられる。 
先行研究としては、ネパールを含む発展途上国の公共図書館の歴史と現状についてはゲ
イブ・イグナトウらによる“Public Libraries and Democratization in Three Developing 
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Countries: Exploring the Role of Social Capital”を参考にする。 
統計資料及び報告書については、ネパール中央統計局（Central Bureau of Statistics）
や日本国外務省といった政府組織及び、UNESCO、READ、Room to Read などの組織が
発行したものを用いる。ネパールにおいても報告書の電子化は進展しており、ネパール政
府の省庁のウェブサイトから参照できるため、これらを用いてネパールの現状をある程度
調査することが可能である。 
 
（２） 訪問調査 
 ネパールでは訪問調査による情報収集も行う。調査は 2014 年 3 月 12 日から 4月 12 日
にかけて、ジョムソン村を対象として行った。調査対象とするジョムソン村については、
「1.2.1 研究対象」にて説明した他、「3 ジョムソン村の図書館に関する調査結果」にお
いて詳細な説明を加える。 
 
（３） インタビュー調査 
 ネパールでの訪問調査においては、インタビュー調査も行う。インタビュー調査の対象
としては、ジョムソン村における図書館の職員、図書館の利用者及び図書館を利用してい
ない住民である。図書館の職員及び利用者に対するインタビュー調査によって、図書館利
用やサービス提供の実態や認識を明らかにすることを目的としている。また、図書館を利
用していない住民に対するインタビュー調査は、利用しない理由等を調査することで、図
書館が抱える課題を考察する一助となると考えられる。なお、インタビューの質問項目及
び結果については、「8 付録資料」の「付録資料 3」から「付録資料 13」に添付した。 
 
1.3 先行研究 
1.3.1 ネパールの公共図書館の歴史に関する先行研究 
19世紀以降のネパールにおいては、王家及び将軍家による専制政治と、その打倒のため
に行われた２度の武装闘争、政府軍とマオイストによる内戦状態などの政治的不安定が続
いた。その後、ネパールに民主主義が本格的に普及したのは 1990 年のことである。同様
に、ネパールにおける図書館の設置も、その多くが 1990 年以降に始まっている。本項に
おいては、19 世紀から現在までの、ネパールにおける公共図書館の歴史的経緯を、ゲイブ・
イグナトウらによる “Public Libraries and Democratization in Three Developing 
Countries: Exploring the Role of Social Capital”（Libri. 2012, vol.62, no.3, p. 67-80）な
どに基づいて概観する。 
ネパールにおける近代公共図書館の始まりは、1901 年に公開された公文書館を除けば、
1915 年に東部開発地域のサガルマタ県シラハ郡に設立された Shri Gorkha Sharada 
Bhavan Pustakalaya である。この図書館は、修行僧であるダモダラナンダが、当時の総
理大臣チャンドラ・シャムシェル・ラナの許可を得て設立した、Chandramanik Pathshala
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という学校の一部である。この図書館は夕方のみ開館しており、学生を含む全てのネパー
ル人が利用可能であった。 
そののち、ビム・シャムシェル・ラナが政権を継いだ際には、変革を望む国民を炙り出
すために、イスティハル（広告・告知の意）と呼ばれる『国家の発展のためのアイディア
や指摘の募集』が行われた。この募集に対して、カトマンズの青年団体が公共図書館の設
置に関する提言を行うと共に、その実施に向けて打ち合わせを行った。しかしながら、公
共図書館設置の申請書に署名を行った50名近くの若者は逮捕され、治安妨害の嫌疑を受け
た。逮捕者の一部は投獄、２名は多額の罰金を科され、それ以外は、以後いかなる社会活
動も行わないという旨の書類に署名することとなった。1930年に起きたこの事件は、“図
書館事件”として知られている。 
その後、1945年から1946年に総理大臣を務めたチャンドラ・シャムシェルの治世におい
ては、図書館の設置は１館に留まったとされる。続く1947年から1948年のパドマ・シャム
シェルは社会変革に対して前向きな態度を取っていたが、すぐに、より保守的なモハン・
シャムシェルに道を譲った。モハン政権時には、一部の都市に20館余りの図書館が設置さ
れた。しかし一方で、サルラヒ郡やパルパ群では図書館が押収され、図書館関係者も投獄
されるなどの事件があった。 
1950年から1951年にかけて、インドに亡命していたトリブヴァン国王がネパールに帰還
し王政復古を行い、ネパール共産党による統治から立憲君主制に移行した。この革命によ
って政治システムが不安定となったが、同時に表現や言論の自由が国民に保障された。
1951年に始まった民主化によって、近代的な公教育や公共図書館というイデオロギーが導
入されたと言われている。 
1960年までにネパールに設置された図書館の数に関しては諸説あるが、少なくとも120
館以上であると推定される。例えばレグミは1960年までに設置された図書館の数を125館
であると推定している９。また、教育大学の主席図書館員プルナ・プラサド・アマチャに
よれば、1957年の時点で既に200の図書館が設置されており１０、全国教育委員会の1961
年の報告書には122の図書館が挙げられている１１。あるいは H. B. リードと M. J. リード
の研究に従えば、1960年の時点で国立図書館と大学図書館が合わせて18館あり、その蔵書
数は42,000冊に上り、更には146の公共図書館が、153,000冊の資料と10,000人の会員を抱
えていたとされている１２。 
 ネパールにおける組織的な図書館設置支援としては、READと Room to Read による活
動が挙げられる。READは、1991年にアントニア・ノイバウアーによって設立されたMyths 
& Mountainsがもととなった組織である。図書館と商業施設、公民館などの機能を併せ持
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つ、リソースセンターと呼ばれる複合公共施設を設置することで、村落の発展を目指して
いる。また、成人に対する社会教育活動なども行っている。1991 年の活動開始から６年で
10 のリソースセンターを設置し、現在ではネパール全体に 54 のリソースセンターが存在
する。その利用圏域には約 182 万人が含まれ、82 の事業が展開されている。なお READ
は現在、ネパール以外にインド、ブータンにおいても支援活動を行っている１３。一方で
Room to Read は、1998 年からネパールで活動を開始した NGOであり、ネパール中部・
西部の丘陵・テライ地域を中心に、学校及び学校図書館の設置と女子への奨学金給付など
を行っている。Room to Read は、現在までにネパール国内に 3,176の図書室と 918の学
校を設立すると共に、2,197 名の女子に対して奨学金を給付し、185 タイトルの現地語書
籍を出版している１４。 
 
1.3.2 カースト・ジェンダーと教育に関する先行研究 
マドウ・マヤ・アディカリ・アリヤル. ネパールにおけるカースト制度と女子教育問題: 低
カースト層「ダリット」女子を中心に. 名古屋大学大学院教育発達科学研究科紀要. 2010, 
no.57, vol.2, p.79-90. 
 
 本研究は、ネパールの低カースト層「ダリット」の女子に焦点を当てて、特にネパール
西部山岳地域、ゴルカ郡シンジュン地区でのフィールドワークを通じて、カースト制度が
女子の就学に与える影響を明らかにするものである。 
 ネパール社会をカーストによって分類すると、司祭（バラモン）、武士（チェットリ）、
商人（バイシャ）、そして最下層のシュードラの４つに分けることができる。このシュード
ラ層が、「ダリット」やアンタッチャブル（不可触民）と呼ばれる人々である。ダリットの
定義は難しいが、1854年から施行されていたネパール初の国内法典ムルキ・アインでは、
「社会的にアンタッチャブルであり、国家及び一般社会から、公共施設の使用の際に差別
され、あらゆる経済的機会へのアクセスを奪われ、職業的に差別され、また無視されてい
る人々」と定義づけられている。また 2001年には、地方開発省傘下の委員会が 23 のカー
ストを正式にダリットとして発表したが、これには不可触民と見なされないカーストも含
まれており、異論が唱えられた。この他、現地 NGOである FEDO（Feminist Dalit 
Organization）はダリットを「不可触の慣行に基づいた、非人道的な差別を受けているも
の」と定義付け、これに基づいて行った調査において、26 のダリット集団、約 303 万人
がネパール国内に存在しているとした。これらのカースト集団に対する差別は、1963年の
新民法典によって処罰の対象とされたが、実際には処罰が課されていないのが現状である。 
 このような状況において、UNESCOによる 2007年の調査では、５～16歳のダリット
女子の識字率は、自分の名前が書ける程度を識字者と見なした場合でも 23.4%であり、女
子全体の識字率 42.9%と比べると著しく低い。また、2007 年の国家高校卒業試験の合格者
は数学 33%、英語 56%、理科 45%であったが、ダリット女子の 90%がこれらの科目で不
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合格であったという。これらの点から、ダリット女子が教育の面において周縁化されてい
ると言える。国際協力分野においては、ジェンダー格差の是正を目標に、国際機関や各国
の国際協力機関、非政府組織など、幅広い協力体制で女子教育の推進が行われている。し
かし、これらはカースト問題には焦点を当てていないため、ダリット女子の教育問題の解
決については必ずしも成果を上げているとは言えない。 
 政府の取り組みとしては、中等教育段階の学校には、少なくとも１名のダリット層出身
の教師（特に女性）を採用するという政策が提案されたが、充分な実施には至っていない。
その後、EFA（Education For All）実施計画の枠組みに沿って、初等教育の普遍化と識字
率のカースト・ジェンダー格差をなくすことが決定されたが、ダリットに働きかける現実
的な施策が明らかでないため、効果が上がっているとは言えない。 
 政府による教育に対する取り組みとしては、公立学校における中期中等教育までの無料
化と共に、ネパール全国の中期中等教育までのダリット女子を対象として補助金を支給し、
食料不足のダリット家庭を対象に給食を提供し、学校への復学を促している。しかしなが
ら、90年代中頃からネパールで活動を活発化させているマオイストが、政府の施策に反発
し実施を妨げているため、効果を上げることが困難になっている。また、ダリット層の子
供達の初等教育における粗就学率は 100%を越えているものの、その就学を維持するには
至っておらず、退学を防止する取り組みが必要である。現状では、教育段階が進むほど教
育に必要となる費用も増大するため、経済力による教育格差が固定化している。結果、カ
ーストと貧困が連動し、教育機会からの脱落と社会的上昇からの排除が悪循環を繰り返す
結果となっている。2002 年にネパール政府と UNESCOの連携による就学キャンペーンが
展開され、ネパール全体における就学率は上昇した。しかし、ダリット層にはそれほどの
変化は見られなかった。また 2002 年から 2004 年にかけて、ネパール版 EFAに沿って就
学支援キャンペーンが実施された際には、ダリット男子の就学率はやや上昇したものの、
女子における就学率の上昇は見られなかった。 
 このような状況を招いている原因として、保護者の教育に対する意識と、学校における
差別的な待遇が考えられる。ネパールにおいては、将来的に他家に嫁ぐことになる女子へ
の教育は無駄な投資とする傾向があり、女子への教育に投資するよりも家事労働をさせた
方が効率が良いという認識がある。また、ダリットであることで、役人や教師といった職
業への就業が困難なため、教育によって将来経済的に豊かになるという認識が薄いことも
一つの要因である。なお、インタビュー調査において娘を学校に通わせない理由を 20 世
帯のダリット家庭に尋ねた結果、「学費の不足」が回答数５、「兄弟の世話」「家事の手伝い」
「教育が役に立たない」がそれぞれ回答数４、「学校が遠い」が回答数２、「その他」が１
であった。 
 一方で、学校における差別的な待遇としては、座席配置と教室内での不適切な呼称及び
飲料水の使用方法における問題が挙げられる。フィールドワークを行った学校においては、
教室における座席の位置は固定的ではなく、空いている席に各自座る形式であった。学習
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熱心な生徒は黒板に近い前方か中央付近に席を取るが、ダリット女子が前方の席を取ると
非難の目で見られるといった状況がある。室内には照明がないため端や後方の席は黒板を
見づらく、また教師の指導も行き届かない場合が多い。 
 またダリットに対しては、消費的性癖、保守的・伝統への固執、奴隷根性、近視眼的・
刹那的・享楽的、非衛生、横柄・粗暴、アルコール常飲者などといった侮蔑的な言葉が日
常的に用いられることが多いが、ダリット層の生徒に対しても、多くの教師及び高カース
ト層の生徒がこのような侮蔑的な言葉を用いた呼称で呼びかける。 
 そして、飲料水の使用方法については、ダリット層の生徒は教員や高カースト層の生徒
が使用しているのと同じ水差しや水飲み場を使用することは許されない。また、飲料水に
限りがある場合では、まず教員が使い、余ったものを高カースト層の生徒が使うという状
況が見られる。生徒間でも、高カースト層の生徒が持っている水に低カースト層の生徒が
触れた場合に、その罰としてお金などを請求され、教員はこれを無視している。このよう
な事情により、ダリット層の生徒は飲料水の確保のために遠方に出かけることによって授
業に遅刻、欠席していた。その結果として、学習の遅延や意欲の喪失からの留年、退学せ
ざるを得なくなっている。このような状況で生まれるダリット層の生徒の学習達成度の低
さを、教員は生徒自身の問題に帰結させ否定的なラベリングを行い、また非ダリット層の
生徒による忌避感の表明が、ダリット層の生徒を心理的に学校から遠ざける結果となって
いる。 
 上記を検討すると、ネパールにおける女子教育問題の特殊性は、カーストに対する偏見
や意識にあると言える。法律上、ないしは建前上ではカースト問題は解決しているが、人々
の間には習慣的に差別が残っており、学校教育の現場も例外ではない。これらカースト意
識とその偏見を改革しなければ、女子教育が抱える問題の解決は困難である。 
 最後に著者は、ダリット女子への教育について問題提起を行っている。第１に、両親を
はじめとした社会や人々が持つ、女子を巡る固定的な観念が問題である。またこのような
観念を内面化した女子が親となることで、女子自身に対する否定的な価値観が再生産され
ている。これを防ぐためには、価値観の変革が必要である。第２に、学校におけるカース
トへの偏見である。社会的な差別への理解の不足により、教員は低カースト層の学習達成
度の低さを、生徒や生徒の家庭に帰結させ、教育システムや学校側の問題を不問にしてい
る。このような無意識な教師の態度や行為を改めることが、学校内での偏見、タブー、格
差の解消には必要である。そして第３に、人権教育の不足が挙げられる。ネパール政府の
目指す、ダリットや女子を排除しない教育のためには、生徒に対する人権教育が必要であ
ると考える。 
 著者は、カースト問題への対応は困難であるため、国家の課題としてとりあげ、十分な
配慮と重点的な政策の実施により、ダリット女子教育改革を行うべきであるとしている。
具体的には、モデル地域を選定し、意欲的な生徒に対するより高い学歴の付与と経済的な
成功を実現させることで、教育への意欲を喚起させることが重要である。つまり、カース
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ト感の教育格差是正が、男女間の格差是正にも繋がると考えられる。 
 また基礎的な統計資料や基礎研究の不足を補い、ダリットに関する教育の現状を描き出
す必要がある。これによって、教育政策の効果を把握することが可能となり、今後の方向
性について新たに議論するための視座が提供できるであろうと結んでいる。 
 
1.3.3 途上国に対する支援に関する先行研究 
長岡智寿子. 開発途上国における識字教育の今日的課題. 神戸親和女子大学教育研究セン
ター紀要. 2005, no.1, p.59-65. 
 
 本研究において長岡は、現代社会における開発が本質的に力関係であり、かつての植民
地主義的な「支配ー被支配」関係の側面を持っていることを、玉置の研究を挙げて指摘し
ている。また、足立の研究から、欧米社会を「成長した樹」とし、それ以外の社会を「成
長途中の樹」あるいは「病んでいる樹」とする比喩的な認識が存在すると同時に、西欧の
「近代的な」知識や科学に基づいた、西欧社会を基準とした国民総生産や栄養状態、識字
率といった数値を提示し、非西欧社会の「遅れ」を可視化することで、非西欧の社会や人々
を西欧化に向かわせる政治システムの存在も指摘している。 
 貨幣経済成立以前の前近代社会においては、各地域に応じた固有の価値体系が人々を支
配しており、現代においてもその占める割合は大きい。しかし、「開発」や「発展」という、
先進諸国が求める基準によって、伝統社会に生きる人々を規格化する流れが強化されたこ
とに違いはない。結果、識字能力の有無が「力を持つ者と持たない者」という二項対立を
生じさせ、識字率などの評価軸の設定や数値化が、途上国の生活世界そのものを周辺化す
ることとなったとしている。 
 開発政策が抱えるこのような政治性を把握しつつ、近年の教育開発政策を見た場合に、
どのような意義を見いだすことができるだろうか。本来、教育とは極めて個人的なもので
あり、教育をどの程度受けるか、あるいは教育を受けるか否かは各家庭、各個人に委ねら
れていた。しかし、近代国民国家の成立と公教育制度の普及により、国家の教育観が前面
に現れるようになった。そして、多くの開発途上国においては、同じ領土内に住む人々に
対して、言語や文化的価値観の共有によって統合を図り、「近代化」という目的に適うよう
に基礎初等教育を通じた共通語の習得を進める政策がとられている。F. クルマスが説くよ
うに、近代国民国家体制は、識字能力の獲得がその前提条件となっている。その流れは口
承伝承を中心とする国や地域においても起こっており、識字は無条件に求められる課題と
なっている。 
 今日のグローバル化する社会において、基礎教育の普及政策に必要となる視点を挙げる
とすれば、社会的、経済的、政治的な理由から教育にアクセスできない人々と、日常的に
文字の読み書きを必要としない人々とを区別しなければならない。識字教育についても、
普及・拡大を目指すだけでなく、地域にどのように受容されていくのかに注目する必要が
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ある。長岡は、新しく提供される学習の機会が、それを受け取る個々人にとって、意味と
目的を持ちうるかという過程にも目を向けながら政策を展開することの必要性を説いてい
る。 
 開発途上国における成人に対する識字教育は、①1960年代におけるユネスコによる「実
験的世界識字プログラム」、②1970 年代のフレイレ流アプローチ（批判的識字）、③1980
年代以降の「多様な識字」に分けられる。 
 ①においては、非識字状態を能力の欠如と見なし、機能的識字能力の獲得によるその克
服を目指したアプローチがとられた。この時期において、識字を巡る教育政策は、国家の
経済発展の為の直接的な投資と見なされた。 
 しかし、②の 1970 年代には、識字教育は経済発展のみを目的とするのではなく、社会
的、文化的、政治的な改革と関連付けることで初めて意義を持つと考えられるようになっ
た。1970 年にブラジルの教育学者フレイレが「人間解放の実践としての教育」という識字
哲学を掲げ、1975年には「識字のための国際シンポジウム」において、識字は「単に、読
み、書き、算術の技能に止まらず、人間の解放とその全面的な発達に貢献するもの」とさ
れた。また識字は「人間解放に向けた唯一の手段ではないが、あらゆる社会変革にとって
の基本的条件である」と明文化された。 
 そして③の 1980 年代以降においては、識字は必ずしも開発政策に必要ではないとし、
学習者の生活基盤における多様な識字を考慮した「ニューリテラシ」というアプローチが
登場し始める。ニューリテラシ論は機能主義的な識字に対して批判的であり、一方で、多
様な社会において多言語状況下にある場合の識字活動の有用性に焦点を当てている。 
 このような識字観の変遷は、開発理論の変容に連動している。第一次世界大戦以降、社
会の復興や開発を目指す近代化論重視の政策の中で、経済発展に「役立つ」人材育成重視
した「人的資本論」が登場した。そして、その反省期を経て今日の「人間中心主義」に至
ったと言える。 
 現在の開発途上国における識字教育の政策の多くは、各国政府、国際援助機関、国際的
NGO の主導により行われており、特に女性を対象としている。その理由として、女性を
取り巻く政治的、文化的、社会的な力関係の構図を解きほぐす主な「鍵」として位置づけ
られているからである。しかし、国際的な規模で展開される識字プロジェクトによって、
実施される途上国の地域性や固有性が失われてしまうことの危険性を唱える研究も蓄積さ
れ始めている。 
 B. V. ストリートは、特定の社会の中には、社会・経済的な条件を背景に、多様な識字
活動が実践されており、決して単一に語ることはできないと述べている。また、多くの教
育学者や開発援助団体は、識字能力が、あらゆる地域において効果的な、中立的な技能で
あるという「自律性」を持っていることを疑わず、画一的な識字プログラムの普及を行っ
ていることに異議を唱えている。更に、社会の主流派による識字が優位性を伴って支配的
な立場を占めたとき、識字は自律的なものではなくなりイデオロギー性を持つと示唆し、
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外部から持ち込まれたままの形の識字プログラムが、抑圧的な側面を持つことへの自覚を
迫っている。マッキーも同様に、識字プログラムのイデオロギー性を唱えており、プログ
ラムの運営者の主旨が反映されるものであり、識字活動は文化的な側面と共に政治的な権
力の構造下にあることを認識すべきであるとしている。 
 西ネパールで調査を行ってきたロビンソン・パントは、識字プログラムのイデオロギー
性を明らかにする「イデオロギーアプローチ」の一方で、調査地域の村の女性が、外国の
援助団体が導入する識字プログラムに抵抗感を示した経緯から、「リサーチ・アプローチ」
も必要であると述べている。「リサーチ・アプローチ」とは、プログラムが実施される国や
地域の社会的、文化的、政治的文脈の中で実践される識字活動や、識字が用いられている
場や範囲などを含めた、識字の多様な側面に注目するアプローチである。各地域にはそれ
ぞれの識字観があり、女性を取り巻く社会構造が、いかに複合的な力関係の中で構造化さ
れているのかを、より質的に調査する必要がある。 
 以上を踏まえた上で長岡は、現在の識字プログラムは、現実には存在しない均質な集団
を想定して、制度化されたプログラムが実施されていると述べている。結果、あらゆる地
域や国においても効果的であるような識字教育政策の展開に対する異議申し立てが行われ
ることとなっている。長岡は、途上国における識字プログラムに代表されるノン・フォー
マルな学びにおいては、グローバルな開発戦略や課題に従うことではなく、人々の多様性
や差異に注目しながらローカルな文脈において意味をなす「知」を尊重する考えこそが必
要であると主張している。 
 
1.4 用語の説明 
1.4.1 図書館の種別 
（１） 公共図書館 
 公共図書館とは、広く様々な分野にわたって図書館資料を収集すると共に、一般に公開
して人々の利用に供する図書館をいう。特に近代公共図書館においては、法律に基づいて
設置・運営され、公費によって活動を維持され、無料で公開される、という原則に拠って
いる。必要な経費の全額または大部分が自治体から支出されるので、近代の公共図書館は
原則として公立図書館である。またユネスコ公共図書館宣言（1949年採択、1972年、1994
年改訂）においては、「すべての人々が平等に利用できる原則に基づいて提供される」存在
で、「原則として無料」であり、「特定の法令によって維持され、国および地方自治体によ
り経費が調達されなければならない」ことを公共図書館の要件として掲げている。公共図
書館には、狭義には公立図書館と私立図書館が含まれるが、一般には公立図書館と同義に
用いられることも多い１５。 
 本稿における“公共図書館”は、資料を収集し、地域住民に無料で公開し、教養、レク
リエーション、調査、研究のために提供することを目的とした図書館を指す。なお、運営
主体による区別は行わない。また図書館の設置が法律に基づいたものであるかは問わない。 
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（２） 公立図書館 
 公立図書館とは、都道府県、市町村その他地方公共団体が設立し、公費で運営する図書
館のことである。図書館法第２条の定義に従えば、公立図書館とは「図書、記録その他必
要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レ
クリエーション等に資することを目的とする施設」のうち、「地方公共団体の運営する図書
館」である１６。 
本稿においても公立図書館は上記の定義に従う。しかし、ネパールの行政区分を鑑み、
設立主体に都道府及び市町は含まない。また村落開発委員会によって設立された図書館も、
公立図書館に含むこととする。 
 
（３） 私立図書館 
 私立図書館とは、広義には、国立や公立でない個人・民間団体が運営する図書館である。
図書館法第２条２項によって定義される狭義においては、日本赤十字社、または民法第３
４条の法人（公益法人）の設置する図書館に限定して使用し、公共図書館の一つとなって
いる。そのため、日本赤十字社及び公益法人以外の個人及び民間団体によって設置された
図書館は、法的には私立図書館の範疇に含まれず、「図書館同種施設」と呼ばれる１７。 
 本稿においては、私立図書館を広義にとり、国立や公立でない、個人・民間団体が運営
する図書館とする。 
 
（４） 地域図書館 
 地域図書館とは、地域住民の一番身近なところにあって、地域に視点を合わせて機能す
る図書館サービスを行う第一線図書館である。一般的には市区町村立図書館を指すことが
多い。地域住民とは、地域社会に居住する人々である。地域社会とは、一定の地域の中で
利害を共通にし、その地域の人々の生活が他と区別される特徴を持ち、空間的に連続して
いる地域を指す。一般的には日常生活圏と同義の比較的小さな単位の地域を指すことが多
い。また第一線図書館とは、住民と直接に接し、住民の求める資料を提供し、レファレン
スサービス等を行う図書館である１８。 
 本稿においては、地域図書館は設置主体に関わらず、設置された村及びその近隣の村の
住民へのサービス提供を目的とした図書館全てを指す。 
 
1.4.2 識字 
UNESCO における識字率の定義においては、識字とは基礎的な計算を含む、日常的な
レベルでの文章の読み書きが可能な程度の能力１９とされている。これは、機能的識字と呼
ばれる識字能力であり、単に文字が読めるだけでなく、それが日常生活の様々な場面にお
いて、一つの能力として機能することを識字能力の前提とする考えである。本稿において
も、識字の定義は UNESCO によるものに従い、特に断りのない場合、識字能力とは機能
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的識字能力を指す。 
 
1.4.3 後発発展途上国 
 発展途上国を具体的な基準に基づいて定義する場合、OECD（経済協力開発機構）の開
発援助委員会による「援助受入国・地域リスト」に記載されている国や地域を示す場合が
多く、本稿においてもそれに従うこととする。2011年から 2013 年を対象とした援助受入
国・地域リストには、148 の国と地域が含まれている。これらの国と地域は、４つのグル
ープに分類される。第１に、「後発発展途上国（Least Developed Countries：LDC）」が
あり、これについては後述する。第２に、2010年の GNI（１人当たり国民総所得）が 1,005
ドル未満の「その他低所得国（Other Low Income Countries）」が６カ国。第３に、同じ
く GNI が 1,006～3,975 ドルの「下位中所得国（Lower Middle Income Countries and 
Territories）」が 40 カ国・地域。第４に、同じく GNI が 3,976～12,275 ドルの「上位中
所得国（Upper Middle Income Countries and Territories）」が 54カ国・地域である。 
 先に述べた LDC とは、（１）GNIの過去３年間の平均推定値が 992 ドル以下。（２）栄
養不良の人の割合、乳幼児死亡率、中学校への粗就学率、成人識字率などの人的資本が脆
弱。（３）人口規模、島嶼・内陸などの遠隔性、製品輸出比率、GDP に占める農林水産業
の割合、天災による避難、農業生産の不安定性、輸出の不安定性などの経済が脆弱という
３つの条件を備えた、人口 7,500 万人未満の国家を示す２０。現在、49 カ国の LDC の内、
アフリカに 34 カ国、アジアに９カ国、中南米に１カ国、太平洋に５カ国存在する。下記
に示した「表 2 ：LDC の内訳」は、LDC の地域ごとの内訳を示したものである２１。 
 
表 2 ：LDC の内訳 
地域 国名 
アフリカ アンゴラ、ベナン、ブルキナファソ、ブルンジ、中央アフリカ、 
チャド、コモロ、コンゴ民主共和国、ジブチ、赤道ギニア、 
エリトリア、エチオピア、ガンビア、ギニア、ギニアビサウ、 
レソト、リベリア、マダガスカル、マラウィ、マリ、モーリタニア、 
モザンビーク、ニジェール、ルワンダ、サントメ・プリンシペ、 
セネガル、シエラレオネ、ソマリア、南スーダン、スーダン、 
トーゴ、ウガンダ、タンザニア、ザンビア 
アジア アフガニスタン、バングラディシュ、ブータン、カンボジア、 
ラオス、ミャンマー、ネパール、イエメン、東ティモール 
太平洋 キリバス、サモア、ソロモン諸島、ツバル、バヌアツ 
中南米 ハイチ 
 
出典：外務省. “後発発展途上国”. 外務省, 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/ohrlls/ldc_teigi.html,（2013-2-3）. 
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1.4.4 READ 
 READ（Rural Education And Development）とは、ネパールをはじめとした南アジア
を拠点に、図書館設置支援活動を行っている国際的な NGO である。1991 年に Antonia 
Neubauer によって設立され、ネパール、インド、ブータンで図書館の設置、事業支援な
どを行っている。2007 年には READ の各国支部を統括する組織として READ Global が
設立された。 
 
表 3 ：READの活動地域と活動の概要 
  活動開始年 設置図書館数（館） 展開事業数 利用圏域内人口（人） 
READ Nepal 1,991  57  87  1,870,000  
READ Bhutan 2,008  6  3  28,205 
READ India 2,008  14  13  224,640  
 
出典：READ. “Our Work”. READ Global: Inspiring Rural Prosperity. 
http://www.readglobal.org/our-work, (参照 2014-12-04).  
 
上に示した「表 3 ：READ の活動地域と活動の概要」は、READ の活動国であるネパ
ール、ブータン、インドにおける、活動の概要を示したものである。表から分かるように、
READの活動はネパールに集中しており、設置図書館数、展開事業数、利用圏域内人口の
全てにおいて、他の活動国であるインド、ブータンを大きく上回っている。 
READ の支援は、リソースセンターと呼ばれる複合公共施設の設置を通して行われる。
リソースセンターは READセンターとも呼ばれ、図書館、保育所、貸店舗、体育館、会議
室などを含む複合公共施設である。READセンターの一部を商業施設として使用すること
で施設運営費を獲得し、設置後の自立的な運営を目指している。READは活動国全体で 77
のリソースセンターを設置しており、利用圏域に含まれる村の人口は 200 万人を超える２２。
またネパールは READ の中心的な支援地域であり、READ による最初の支援国である。
現在 54 のリソースセンターが設置されており、その利用圏域には 187 万人が含まれてい
る。 
 READセンターで行われている活動としては、一般的な図書館部門と児童部門（保育所）
を二つの大きな機能としつつ、子供の健康や、識字、女性の意識、家計管理などに関する
部門を企画運営している。また、READセンターを維持するための営利活動として、店舗
スペースや体育館、粉挽き臼の貸出などを行っている。 
 
1.4.5 Room to Read 
Room to Read は、ジョン・ウッドによって 2000 年に設立された NGO 団体であり、ア
ジア・アフリカの発展途上国で図書館設置、学校建設などの支援を行っている。Room to 
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Read は現在、バングラディシュ、カンボジア、インド、ラオス、ネパール、スリランカ、
南アフリカ、タンザニア、ヴェトナム、ザンビアの 10 カ国で活動しており、活動国全体
で 1,677の学校、15,119 の図書館・図書室を設置している２３。ネパールは Room to Read
が活動を開始した国であり、2011年の時点で 3,176の図書室を設置している。下に示した
「表 4 ：Room to Read の現在の活動状況」は、Room to Read が現在活動している、あ
るいは今後活動を予定している国々での活動状況をまとめたものである。 
 
表 4 ：Room to Read の現在の活動状況 
活動国 
プログラム実施実績 
図書館・図書室 
（室） 
現地語出版 
（タイトル数） 
学校建設 
（校） 
女子教育支援 
（人） 
バングラディシュ 275  15  - 546  
カンボジア 1,397  121  4  2,551  
インド 4,970  113  - 3,913  
ラオス 948  100  172  1,283  
ネパール 3,176  185  918  2,197  
スリランカ 1,212  92  342  2,269  
ベトナム 567  49  120  1,972  
南アフリカ 292  32  - - 
ザンビア 315  - - 657  
タンザニア - - - - 
 
出典：Room to Read. “わたしたちの活動について”. Room to Read. 
http://japan.roomtoread.org/our_programs/weherewework/index.html,（参照 
2014-12-08）.  
 
表を見ると、ネパールにおける Room to Read の活動は、図書館・図書室の設置数では
インドに次いで２番目に多い 3,176 室である。現地語出版及び学校建設においては全活動
国中で最も多く、それぞれ 185 タイトルの現地語書籍と、918 校の学校を建設している。
女子に対する教育支援は 2,197名に対して行っており、スリランカに次いで４番目である。 
Room to Read の主な支援活動は図書館・図書室プログラム、学校建設プログラム、現
地語出版プログラム、読み書き能力育成プログラム、女子教育支援プログラムの５つであ
る。またそれらのプログラムを監督・改善するためのモニタリングと評価を行っている。
これらの支援プログラムの中で、図書館・図書室プログラムは中心プログラムとなってい
る。現地語出版プログラムにおいては、現地の作家やイラストレーターを起用し、またそ
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の技術向上のための研究会などを開いている。女子教育支援プログラムは、途上国におい
て学習の機会を得ることの少ない女子を就学させることを目標としている。母親が教育を
受けている場合、乳幼児の死亡率を５～10%低下させ、その他の予防可能な疾病の拡散を
軽減する効果がある。また教育を受けた母親は、その子どもにも教育を受けさせる傾向が
あるため、教育格差の解消に有効である。 
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2 ネパールとネパールの図書館 
2.1 ネパールについて 
2.1.1 国土 
 ネパール（ネパール連邦民主共和国）は南アジアの内陸国であり、国土面積 14 万 7,000
平方 km、人口 2,649 万 4,504 人である。北は中国のチベット地域、南はインドのビハー
ル州とウッタル・プラデール州に挟まれている。ネパールはアジアに９カ国ある後発発展
途上国の一つであり、アジアにおける最貧国の一つとされている。その原因としては、ヒ
マラヤ山脈を含む険しい山岳地形による国内移動や施設整備の困難さや、内陸国ゆえの水
資源の制限と貿易の難しさなどが挙げられる。内陸国は自国に港湾がないため、貨物輸送
費用の低い海上輸送を自国内から利用できない。そのため、港湾へのアクセスは隣接する
通過国に依存しており、内陸国の国際貨物輸送における負担となっている２４。なお、世界
には現在、内陸国が 48 カ国存在し、そのうちの 17 カ国が後発発展途上国に認定されてい
る。 
 ネパールの国土は、地形別に、海抜 4,000m 以上の山岳地域、海抜 4,000m 以下の丘陵
地域、そして海抜 70m の最低標高点を含む、亜熱帯気候の平野部であるタライ地域（タラ
イ平野）の３つに分けられる。タライ地域という名称に関しては、ネパールの統計などに
おいてもタライ地域と記載されているため、本稿においてもそれに従う。 
 山岳地域には小規模の町や村が散在しており、全人口の 6.7%が居住している。中部ヒマ
ラヤ地域においてはトウモロコシなどが栽培されており、高山ヒマラヤ地域は耕作には適
さないがトレッキング客が多く訪れる。丘陵地域から低山ヒマラヤ地域にはカトマンズや
ポカラといった主要都市があり、全人口の 43%が居住している。そしてタライ地域には
50.2%が居住している。タライ地域は温暖な気候と肥沃な土壌により、ネパールの食糧生
産を支える穀倉地帯となっていると共に、南部には多くの自然保護区が設定されており、
多くの野生動物が生息している。 
 
2.1.2 歴史 
 現在のネパールの原型は、46 の王国・公国に分かれていた国々を、1769 年にシャハ王
家のプリトゥビ大王が統一したことに端を発する。国内の統一に成功したシャハ王家によ
り、19 世紀半ばにはゴルカ王国が樹立された。しかし、1846 年にネパールの初代総理大
臣に任命されたジャンガ・バハドゥール・ラナ（シャハ王家の子孫で将軍家）が実質的な
権力を掌握し、シャハ王朝は有名無実のものとなった。ラナ家は世襲制により専制政治を
行い、ヒンドゥ教を国教として導入し、カーストに基づいて国内の少数民族を支配した。
ラナ家の専制政治は 104 年に渡って続き、この間シャハ王家には実行権力はほとんど与え
られなかった。 
 しかし、ラナ家による専制政治は、当時の最大政党のコングレス党（ネパール会議派）
がラナ家による専制政治の打倒とネパールの民主化を掲げて武装闘争を開始したことによ
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り不安定化、1950年にはラナ家が追放された。この動きを後押ししていたシャハ王家のト
リブヴァン国王は、ラナ家追放と同時に最高実行権力者の地位に着いた。1959年には王位
を継いだ息子のマヘンドラ国王が新憲法を発布。国会議員選出のための最初の民主的選挙
が行われた。その結果、コングレス党が勝利し、党首ビシュウェシュワル・プラサッド・
コイララ内閣が発足し、同氏が首相に就任した。しかし、翌 1960 年にはマヘンドラ国王
が軍事クーデターによって議会を解散。国王主権を掲げた新憲法のもとで国王親政制度（パ
ンチャヤート）を定めた。シャハ王家によるパンチャヤートは 1990 年まで続けられたが、
その間も王政の打倒を目指すコングレス党などによる武装闘争は続けられた。 
 そして、1990 年にはネパール各地で民主化を求める大規模な人民運動が起こり、パンチ
ャヤート体制は崩壊した。一方で、王政の廃止と世俗国家の実現の掲げるマオイストの活
動が活発になり、1996年の武装闘争を開始すると共に、ネパールの広い範囲をその勢力下
に収めた。この間に王位にあったビレンドラ国王は民主化に前向きであったが、2001年６
月に王宮内で銃乱射事件が発生。ビレンドラ国王を始めとした王族 10 名が死亡し、犯人
とされたディペンドラ皇太子も自殺した。なおこの事件には不可解が点も多く、2009年に
改めて調査委員会が発足している。事件後、王位はビレンドラ国王の実弟ギャネンドラ皇
子に継がれたが、この事件によりマオイストの反発は更に強まった。 
 新たに王位に着いたギャネンドラ国王は、2002 年には下院を解散し首相を解任。自身を
首相に指名して事実上の国王親政を再開した。しかし、国王による内閣はいずれも短命で
あり、政治的に不安定な状態が続いた。一方で、マオイストによる人民解放軍（PLA）と
国軍の対立によって、ネパールの国土は政府支配地域とマオイスト支配地域に分断される
事態となった。そして 2005 年２月、ギャネンドラ国王による内閣の解散と直接的な政権
掌握が行われ、表現の自由などの基本的人権の一部制限、政党指導者らの拘束、報道検閲
などを含む緊急事態令を発令した。これに反発した政党とマオイストは、連携して全国規
模の抗議集会やストライキを展開した。これらの活動を受けて、2006 年４月、ギャネンド
ラ国王は解散した下院の復活をテレビ演説で宣言し、議会制が復活した。同年５月にはコ
ングレス党のコイララ首相率いる新政権が発足した。 
その後、2008 年５月 28 日、シャハ王家は政治・軍事に関する権力を剥奪され、国家元
首の地位を失った。同時に 240年続いたネパールの王政は廃止され、大統領を国家元首と
し、首相（内閣総理大臣）が内閣を統括する政治体制となった。これを境に反政府軍であ
ったマオイストと新政権の間で和平交渉が開始され、2006年 11 月には包括的和平合意が
成立し、10 年に及んだ内戦が終結した。2007 年１月には両者の合意による暫定憲法が公
布され、４月には暫定政府が発足した２５,２６。 
 
2.1.3 行政 
 ネパールの行政区分には、開発地域（Development Region）、県（Zone）、郡（District）、
市（Municipality）、村（Village Development Area）、区（ward）がある。 
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開発地域とは、ネパールの国土を地域開発・経済発展などの度合いから東部、中部、西
部、中西部、極西部の５つに分けたものである。 
県とはネパールの国土を 14 に分けた行政区分であり、県はそれぞれ、いくつかの郡か
ら構成される。 
郡とはネパールの国土を 75 に分けた行政単位であり、市や村から構成される。日本に
おける都道府県に相当し、郡議会（District Council）と郡開発委員会（District 
Development Committee：DDC）が設置されている。郡議会は郡行政の意思決定機関で
あり、DDCはその執行機関として、郡開発に関わる全ての行政を実施している。 
市はネパール全国に 58 設置されており、日本における市に相当する。各市に設置され
た市開発委員会と市議会によって市の行政は実施されている。後で説明する“区”が９つ
以上集まって市を構成する。 
村はネパール全国に 3,915設置されており、日本の村に相当する。各村に村落開発委員
会（Village Development Committee：VDC）が設置され。村議会の下で村行政を実施し
ている。下で述べる“区”が９つ集まって村を構成する。村に関しては、全国一律で人口
規模などに関係なく、９つの区によって構成される。 
区とは、厳密には地方自治体ではなく、市と村の補助単位である。３から５つの自然村
が集まって区となる２７。各自然村は、生活共同体として自然発生的に成立したものであり、
地方自治体ではない。 
統計資料においては、開発地域の下位分類及び郡の上位分類として、地形区分と開発地
域を合わせた地形別開発地域（Eco-development Region）という地域区分を用いることが
多い。地形別開発地域は、ネパールの５つの開発地域をそれぞれ山岳地域、丘陵地域、タ
ライ地域の３つに分けた 15 の地域区分であり、県の境界線とは別にいくつかの郡を結ん
で構成される。下記に示した「図 5 ：ネパールの地理区分」は、地形別開発地域を図示
したものである。 
図の上方が北であり、黄色で塗られた部分が山岳地域、黄緑色で塗られた部分が丘陵地
域、緑色で塗られた部分がタライ地域である。また、図中の右側から①②③が東部開発地
域、④⑤⑥が中部開発地域、⑦⑧⑨が西部開発地域、⑩⑪⑫が中西部開発地域、⑬⑭⑮が
極西部開発地域である。⑤中部丘陵地域に記された“●”は首都カトマンズを、⑧西部丘
陵地域に記された“◎”はネパール第二の都市であるポカラを、①東部山岳地域に記され
た“▲”は世界最高峰であるエヴェレスト（ネパール名：サーガルマータ）をそれぞれ示
している。 
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図 5 ：ネパールの地理区分 
出典：Central Bureau of Statistics. Population Monograph of Nepal : POPULATION 
SIZE, GROWTH AND DISTRIBUTION. Central Bureau of Statistics, 2002. 
 
2.1.4 民族／カースト 
（１） ネパールにおけるカーストの歴史 
ネパールにおけるカースト制度の成立は 1768 年にさかのぼる。シャハ王朝の開祖プリ
ティビ・ナラヤン・シャハ王がカトマンドゥ盆地に侵攻、ヒンドゥ教を国教とする王国を
建国したことが、ネパールにおけるカースト制度の始まりであると言われている。マヘン
ドラ国王によって 1963 年に制定された「新民法典（Naya Mulki Ain）」で、カースト制
度の廃止を目指す動きもあったものの、不完全であった２８。その後、1990 年にバンチャ
ヤート体制（一政党民主主義）から多政党民主主義に移行し、法的には身分の平等が明記
され、カーストによる差別的待遇が禁じられた。しかし、現在においてもカースト制度は
社会的な影響力を持ち続けている。 
 
（２） ネパールにおけるカーストの概要 
ネパールにおけるカーストは、ジャートと呼ばれる。ジャートというネパール語は、身
分としての「カースト」という意味と同時に、「民族」という意味も持つ。そして実際に、
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ネパールにおけるカーストには、「シェルパ」や「グルン」、「ネワール」といった民族その
ものを指す階級が存在すると共に、「バウン」や「チェットリ」、「カミ」といった職業や社
会的身分を指す階級も存在している。これは、ネパールを統治するにあたってヒンドゥ教
を導入した際に、モンゴロイド系の民族をはじめとした非ヒンドゥ系の住民を、民族ごと
カーストの制度の中に組み込んだためであると考えられる。なお、ネワール族内部には独
自のカーストが存在しており、後述のカースト分類の各カーストに散在している。民族を
「ジャート」、身分を「カースト」として区別する場合もあるが、本稿においては、一般に
より知られていると思われる「カースト」の語を用いる。また、民族や職業に特に注目す
る場合には、「民族カースト」や「職業カースト」といった語を用いる。なお、本項におい
て説明するカーストの概要は、1854年にジャンガ・バハトゥル・ラナが記した法典ムルキ
ー・エンによるものであり、あくまでもカーストの基本的な構造についての説明である。
従って、現在のネパールのカーストに対する認識が同様のものであるとは限らない。 
 ネパールにおけるカーストは、古代インドのヴァルナ制度（四姓制度）を基礎として、
ネパールの社会統合の要として導入された。バウン（バラモン：僧侶階級）を最上位とし
て、チェットリ（クシャトリア：武士階級）、マトワリ（モンゴロイド系民族集団）などが
続き、最下位にはダリットあるいはナチュネなどと呼ばれる人々がいる。ダリットは、接
触すること自体が不浄とみなされ、社会的に疎外されている。なお、これらのカーストは
更に細かく分類され、各カースト内でも序列が存在する。 
 ネパールのカーストは「浄」と「不浄」という観念に強く影響されている。カーストに
は「接触が不浄か否か」「水の共有が不浄か否か」という二つの大きな軸があり、「接触も
水の共有も可」、「接触は可だが水の共有は不可」、「接触も水の共有も不可」の３種類に分
けられる。法典ムルキー・エンにおけるカースト制度では、（１）聖紐を身につけた者（タ
ガダリ）、（２）奴隷化不可能な酒を飲む者（マトワリ）、（３）奴隷化可能な酒を飲む者（マ
トワリ）、（４）不浄だが可触のカースト、（５）不可触カーストの５つのカテゴリに分類さ
れる２９。「聖紐」とは、衣服の下の左肩から右脇の下にかけて、輪にして懸けた紐であり、
高位カーストの象徴として高位カーストの男性にのみ身につけることが許されていた。ま
た、（２）と（３）の「酒を飲む者」とは非ヒンドゥ文化を持つモンゴロイド系の民族を指
す。「酒を飲む」ことを強調しているのは、ヒンドゥ教において、飲酒が好ましくない行為
であるためであると思われる。上記の５つの分類では、（１）（２）（３）は「接触も水の共
有も可能」であり、（４）が「接触は可だが水の共有は不可」、そして（５）は「接触も水
の共有も不可」なカーストである。 
 「（１）聖紐を身につけた者（タガダリ）」には、バウンやチェトリ及び、ネワール族内
部の仏教の僧侶をはじめとした高位諸カーストが含まれる。なお、ネワール族内部には独
自のカーストが存在するため、ヒンドゥのカーストに組み込まれる際には、ネワールのカ
ーストに対応して各層に分類された。 
「（２）奴隷化不可能な酒を飲む者（マトワリ）」には、非チベット系のモンゴロイド系
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民族とネワールの中位諸カーストが含まれる。非チベット系のモンゴロイド系民族には、
中西部丘陵地域から山岳地域にかけて居住するグルン族やマガール族などが含まれる。な
お、山本と村中によるネパールの観光都市ポカラでの研究においては、日本人は主にこの
カーストに分類されたという３０。これは、顔立ちなどの類似性によるものであろうと両名
は述べている。 
「（３）奴隷化可能な酒を飲む者（マトワリ）」にはチベット系のモンゴロイド系民族や、
タライ地域の諸職業カーストなどが含まれる。 
「（４）不浄だが可触のカースト」には、主にネワール族の諸職業カーストが含まれ、
肉屋や楽士、洗濯屋、皮なめし職人などがこれにあたる。また、ムスリム及びヨーロッパ
人もこのカーストに分類される。 
そして、「（５）不可触カースト」にはネワール族を含む丘陵地域の職業カーストが含ま
れ、ネワール族では皮剥ぎ職人、漁師及び掃除人が、非ネワールの職業カーストでは鉄鍛
冶、皮なめし職人、仕立屋、楽士、吟遊詩人などがこれにあたる。 
先にも挙げたとおり、このムルキー・エンのカーストの特徴としては、民族カーストと
職業カーストが混在している点が挙げられる。この特徴は現在でも見られるものであり、
カトマンドゥ盆地を中心に分布し、独自のカースト体系を持つ「ネワール」や、東ネパー
ル、ライ北部に住む「シェルパ」は民族を示す民族カーストであるが、鍛冶を生業とする
「カミ」や皮なめしを生業とする「サルキ」は職業を示す職業カーストである。既に言及
したように、現在のネパールにおいて民族の平等は憲法に明記されている。しかし一方で、
カーストそのものは現在も存在している。国勢調査においても、前述のカーストの５つの
分類（聖紐を身につけた者、奴隷化不可能な酒を飲む者、奴隷化可能な酒を飲む者、不浄
だが可触のカースト、不可触カースト）は用いられることはないが、“Population by ethnic 
/ caste groups”などといったかたちでカーストに関する統計データが収集される。 
 
（３） カーストが及ぼす影響 
① 職業に及ぼす影響 
 ネパールにおいてカーストが影響を及ぼすものとしては、職業選択と婚姻関係が挙げら
れる。前述のように、ネパールには職業カーストと呼ばれるものが存在し、職業カースト
毎に就ける職業が伝統的に決められている。現在では、多くのカースト層は農業に従事し
ているが、掃除人や鍛冶屋、なめし工などは一部の職業カーストに属する人により占めら
れている。一方で、バウン（僧侶）やチェットリ（武士・王族）などの高位カーストの職
業は比較的多彩である。農村部においては他のカーストと同様に小規模な農家を営んでい
る場合がほとんどであるが、同時に裁判官や議員、教員といった職種において高い占有率
を示している。詳細は下に示した「表 5 ：主要機関における民族／カーストの構成」に
記した。 
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表 5 ：主要機関における民族／カーストの構成 
機関 
バウン／ 
チェトリ 
先住（モンゴル
系／キラート） 
マデシ ダリット ネワール 
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 
裁判所 181  77.02  4  1.70  18  7.66  0  0.00  32  13.62  
立憲組織 14  56.00  2  8.00  3  12.00  0  0.00  6  24.00  
内閣 20  62.50  4  12.50  5  15.63  0  0.00  3  9.38  
議会 159  60.00  36  13.58  46  17.36  4  1.51  20  7.55  
行政 190  77.55  3  1.22  9  3.67  0  0.00  43  17.55  
政党指導者 97  58.43  25  15.06  26  15.66  0  0.00  18  10.84  
地方自治体等 
責任者 
106  55.79  23  12.11  31  16.32  0  0.00  30  15.79  
工業／商業 
指導者 
7  16.67  0  0.00  15  35.71  0  0.00  20  47.62  
教育界指導者 75  77.32  2  2.06  7  7.22  1  1.03  11  11.34  
文化・学術的 
専門家 
85  75.22  6  5.31  0  0.00  0  0.00  22  19.47  
科学／技術 
専門家 
36  58.06  2  3.23  6  9.68  0  0.00  18  29.03  
市民社会 
指導者 
41  75.93  1  1.85  4  7.41  0  0.00  8  14.81  
合計 1011  66.25  108  7.08  170  11.14  5  0.33  231  15.14  
割合 66.25 7.08 11.14 0.33 15.14 
人口割合 31.60 22.20 30.90 8.70 5.60 
差（%） 34.65 -15.10 -19.76 -8.37 9.54 
 
出典：植木竜司. ネパールにおけるマイノリティとマオイスト運動. 
http://daigakuin.soka.ac.jp/assets/files/pdf/major/kiyou/18_syakai5.pdf, (参照 
2012-10-28).  
 
表中の数字を見ると、人口の 31.6%にあたるバウンとチェットリが、裁判所や議会、商
業・文化・教育などの各分野の指導者などに占める割合は約 66%にのぼる。なお、バウン・
チェットリに次いで高いのがネワールの 15.1%である。ネワールに続いて高い占有率を占
めるマデシは、タライ平野部に居住するインド系の民族集団である３１。ネパールの全人口
におけるマデシの割合は約 30%と、バウン・チェットリと同程度である。しかし、主要機
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関におけるマデシの割合は、約 11%に留まっている。そして、人口の約９%を占めるダリ
ットと呼ばれる低カースト集団のこれらの職業に占める割合は 0.3%である。 
 
② 婚姻関係に及ぼす影響 
 婚姻関係においては、同じカースト同士、あるいは花嫁が上位のカーストに嫁ぐという
かたちの結婚は認められているが、花嫁が下位のカーストに嫁ぐことは認められていない
３２。一方で、ヒンドゥ系高カースト層と、丘陵地域の先住民族であるネワールや、モンゴ
ロイド系民族のマトワリといった非ヒンドゥ系の中カースト層との婚姻については、厳し
い制限が設けられていない。 
 なお、これらの制限は 1950 年代に廃止された、ヒンドゥ教に基づいた法律ムルキー・
エンによるものであり、現在の法律においてはカーストによる婚姻関係の制限はなされて
おらず、法律上は平等に婚姻関係を結ぶことができる。 
 
③ 教育・生活水準への影響 
 教育・生活水準の格差にもカーストの影響は及ぶ。ネパールにおいては、前述のように
カースト毎に職業がある程度固定されている。そのため、収入においてもカースト毎に差
が現れる。収入の差は生活水準の格差につながると同時に、教育にかけられる費用と時間
にも影響する。貧しい家庭においては子供が重要な労働力となるため、学費以外にも、子
供の労働（家事・雑用を含む）の機会費用の問題が発生するため、子供の教育に消極的に
なるということが考えられる。また山岳地域においては農業以外の仕事がほとんどなく、
低カースト層は役人や教員に採用もされないため、教育を受ける・受けさせる意義を見い
だせないという事態が見られる。 
更には小学校・中学校においては、低カースト層に対する差別的な待遇３３や、授業がネ
パール語によって行われるため、非ネパール語話者の学習に負担が生じるといった状況が、
教育水準の格差を助長している。長岡智寿子による研究においても、カトマンズ南部の町、
パタンにおいてネワール族の低カースト層に対して行ったインタビューにおいて、学校に
行くと嫌がられ、先生に怒られたなど、低カースト層の人々が学校において差別的扱いを
受けたことを語っている３４。 
 
（４） カーストへの認識と意識の変容 
ネパールにおいて、ヒンドゥ教に基づいたカーストという制度は、法的に廃止された現
在においても生活に根強く残っている。しかし、カーストの序列に関する認識は一様では
ない。山本勇次と村中亮夫によって行われたポカラにおけるカーストの序列に対する認識
に関する研究では、ポカラの主要カーストであるバウン、チェットリ、マトワリ及びアン
タッチャブルであるナチュネにおいては、バウンを最高位として、チェットリ、マトワリ、
ナチュネと続く大枠については認識が一致している。しかし、マトワリ及びナチュネにお
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けるカースト内部の序列については認識の相違が見られたという。本来はヒンドゥ教の文
化を持たないマトワリ内部においては、カーストの序列に関する認識は多様である。マト
ワリ内部においては、それぞれが自身の所属するカーストを他の民族と同等以上であると
認識しており、またナチュネ内部のカースト序列に関しても異なる認識を持っていた３５。 
また、カーストへの認識は、都市部を中心に変容しつつある。都市部においては、従来
では見られなかった異なるカースト間の通婚も近年では見られるようになった。ラトナ・
ケサリ・プラジャパティの研究によれば、カトマンズの一部地域に居住するネワール族に
おいて、カーストによる住居への進入規制が緩和される傾向にあるという。従来であれば
高カースト層の住居への侵入を許されなかった一部のカーストが、住居のある区画までは
入ることが許されるようになるなど、伝統的なカースト制度の規制は変容しつつある。今
後も、カーストによる行動規制は、「けがれ」概念の緩和傾向と連動して、大きく変動して
いくだろうとラトナは述べている。 
 
2.1.5 言語 
 ネパールでは現在、分類されているだけで 123 の言語が用いられている。中でもネパー
ル語は人口の 44.6%が母語としていると共に公用語として定められており、教育や労働の
現場などで共通語として利用されている。しかしながら、ネパール語を母語としない民族
／カーストの出身者においては社会参加における障壁の一つとなっている。一方で、ネパ
ール語以外の言語としては、母語人口割合 11.7%のマイティリ語、同じく６%のボジュプ
ル語などがある。ネパール語とマイティリ語以外の諸言語の母語人口の割合は全て６%を
下回っており、数多くの少数言語が存在している。各民族は、それぞれの住む地域によっ
て数多くの地方語・方言を持っており、独自の文字を使用している言語３６や、書き文字を
持たない言語も存在する。 
 また、都市部では英語も広く用いられており、一部の学校では英語による教育も行われ
ている。英語は、ネパールの重要な外貨獲得資源である観光産業においても重要視されて
おり、首都カトマンズの商店や各地の宿泊施設、主要トレッキングコース周辺の農村部な
どにおいては、独学での英語話者も見受けられる。 
 ネパールで用いられている言語は、インド・ヨーロッパ語系とチベット・ビルマ語系に
大きく分けることができる。この２つ以外に、オーストロアジア系やドラヴィダ系の言語
も存在するが、ごく少数である。従来の言語分布においては、２つの言語グループのうち、
インド・ヨーロッパ語系は標高約 1,800m以下の中間山地低部とタライ地域に、チベット・
ビルマ語系は標高 2,500m 程度までの中間山地高部と、標高 2,500～4,000m のヒマラヤ
南・北面高地に分布してきた３７。 
 憲法第６条によって、ネパール語はネパールの公用語として指定されており、政府や公
的機関における使用言語とされている。一方で、ネパール国内で使用されているネパール
語以外の言語についても、全てネパールの国民語として定義されている。 
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2.1.6 教育 
（１） 学制 
ネパールにおける教育制度は、就学前教育（幼稚園）の２年、初等教育（小学校）の５
年（５歳から）、前期中等教育（中学校）の３年、中期中等教育（高等学校）の２年を終了
したのちに、全国共通卒業認定試験（School Leaving Certificates：以下 SLC と記載）を
受験し、合格者のみ高等教育を受けることができる。また SLC の成績は公務員の採用試
験の際にも必要とされる。しかし、初等教育、前期中等教育、中期中等教育の 10 年間で
は国際標準に２年間不足しているため、後期中等教育あるいは大学の教養課程（通称キャ
ンパス）に２年間通う。そののちに高等教育（大学）学士課程の３年（医学部は５年）、修
士課程の２年、博士課程の３年となっている。 
初等教育と前期中等教育は義務教育ではないが、1977年に初等教育無料制度を確立した。
初等教育低学年のみであった教科書の無料配布も、現在は初等教育の５年生にまで拡大し
ている。しかしながら、公立学校と私立学校の格差は大きく、設備や教員の待遇の差によ
る教育の質には大きな差がある。また、公立学校で図書館施設を持つものは少数であり、
児童生徒用の図書や教員用の資料などを利用できる学校は少ない。 
 
（２） 就学率 
ネパールにおける就学率は年々上昇しており、1990 年の時点で初等教育の粗就学率は
99%に達している。粗就学率とは、学校の在籍生徒数を学齢人口で割ったものであり、こ
の数値が高いほど学校に通っている人口が多いことになる。また、学齢に達せず、あるい
は留年などの理由で学齢を超えて在籍する生徒が多く存在する場合、粗就学率は 100%を
超えることもある。1995 年以降のネパールにおける初等教育の粗就学率は 100%を超えて
おり、適正な学齢以外の生徒が多くいることを示している。なお、粗就学率は総就学率と
呼ぶ場合もある。 
一方で純就学率は 1995 年の時点で 67.5%であった。純就学率とは学齢人口のうちの在
籍生徒数を学齢人口で割ったものである。純就学率は学齢人口のうちの何割が適正な学校
教育の段階に在籍しているかを示す数値である。2001年の段階において、ネパール全体の
初等教育の純就学率は 81.1%（男子 86.9%、女子 75.1%）である３８。しかし、学年が進む
ごとに就学率は低下していく。日本の外務省による 2012年の報告によれば、初等教育（小
学校１～５年）の就学率は 91.9%であるが、前期中等教育の就学率は 57.3%、中期中等教
育の就学率は 36.4%となっている３９。ネパールにおいて、粗就学率、純就学率は共に上昇
している。しかし、高い留年・中途退学率、男女・地域・民族／カースト間の就学率の格
差など、解決すべき問題は多い。その理由として、伝統的なジェンダー・カースト差別と
共に、公教育が全てネパール語で行われるという点が挙げられ、多民族・多言語国家とし
ての適切な対応が求められている。 
 ネパール全体における就学率については、下に示した「表 6 ：ネパールの男女別学校
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教育経験（2011 年国勢調査）」に記載した。下の表は、修了した教育段階について、５歳
以上の男女について調査した 2011 年のネパールの国勢調査の結果を表したものである。 
 
表 6 ：ネパールの男女別学校教育経験（2011年国勢調査） 
修了した 
教育段階 
ネパール全体 
男性（人） % 女性（人） % 
合計 12,849,041  100  13,645,463  100  
就学前教育 341,944  2.66  297,087  2.18  
初等教育 3,361,832  26.16  2,923,292  21.42  
前期中等教育 1,768,964  13.77  1,497,549  10.97  
中期中等教育 1,038,105  8.08  819,263  6.00  
SLC 932,103  7.25  704,056  5.16  
後期中等教育 605,011  4.71  431,437  3.16  
大学 306,772  2.39  150,972  1.11  
大学院以上 118,829  0.92  39,603  0.29  
その他 9,421  0.07  7,720  0.06  
学校外教育 308,647  2.40  359,470  2.63  
未回答 40,724  0.32  35,718  0.26  
就学経験なし 4,016,689  31.26  6,379,296  46.75  
 
出典：Central Bureau of Statistics. National Population and Housing Census 2011. 
Central Bureau of Statistics. 2011, 266p, 
http://cbs.gov.np/wp-content/uploads/2012/11/National%20Report.pdf, (2013-1-11).  
 
 表を見ると、初等教育の修了者のみを取り上げた場合でも、男性で約 26%、女性で約 21%
と、現在の就学率と比べて著しく低い。これは、学齢期の人口に限ることなく、５歳以上
のネパール人全てを対象としているためである。また、就学前教育から大学院以上の教育
段階の全てにおいて、修了者で女性が男性を上回っている項目はない。一方で、学校外教
育については、わずかに女性が男性を上回っている。これは、NGO や NPO、国際組織な
どが、女性に向けた健康や育児、家計維持等に関する様々なプログラムを行っているため
であると思われる。これらのプログラムは、必ずしも女性のみを対象としたものではない。
しかし、ジェンダーによる家庭内での役割分担が強いネパールにおいては、育児や家計維
持については女性の役割であるという認識が存在するため、これらのプログラムの参加者
が女性に偏り、結果として学校外教育における女性の割合が高まったのではないかと考え
られる。 
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 次に、下に示したの「表 7 ：ネパールの性別及び居住地域別学校教育経験（2011 年国
勢調査）」は、上の表を更に都市部と農村部よって分けたものである。 
 
表 7 ：ネパールの性別及び居住地域別学校教育経験（2011 年国勢調査） 
修了した 
教育段階 
都市部 農村部 
男性（人） % 女性（人） % 男性（人） % 女性（人） % 
就学前教育 59,805  2.6  49,884  2.3  282,139  2.7  247,203  2.2  
初等教育 467,191  20.3  412,957  18.6  2,894,641  27.5  2,510,335  22.0  
前期中等教育 322,875  14.0  278,317  12.6  1,446,089  13.7  1,219,232  10.7  
中期中等教育 233,884  10.1  199,408  9.0  804,221  7.6  619,855  5.4  
SLC 284,557  12.3  232,483  10.5  647,546  6.1  471,573  4.1  
後期中等教育 250,010  10.8  194,462  8.8  355,001  3.4  236,975  2.1  
大学 160,954  7.0  91,045  4.1  145,818  1.4  59,927  0.5  
大学院以上 72,068  3.1  27,694  1.3  46,761  0.4  11,909  0.1  
その他 1,868  0.1  1,437  0.1  7,553  0.1  6,283  0.1  
学校外教育 49,145  2.1  66,549  3.0  259,502  2.5  292,921  2.6  
未回答 8,085  0.4  7,085  0.3  32,639  0.3  28,633  0.3  
就学経験なし 395,607  17.2  656,450  29.6  3,621,082  34.4  5,722,846  50.1  
合計 2,306,049  100  2,217,771  100  10,542,992  100  11,427,692  100  
 
出典：Central Bureau of Statistics. National Population and Housing Census 2011. 
Central Bureau of Statistics. 2011, 266p.  
 
 この表においても、都市部と農村部を別々に見た場合、男女の間には「表 6 ：ネパー
ルの男女別学校教育経験（2011 年国勢調査）」と同様の関係が見て取れる。一方で、都市
部と農村部を比較してみた場合、いくつかの特徴が見られる。まず、最も顕著な差が出て
いるのは、「就学経験なし」の人口の割合であろう。都市部に比べて、農村部は「就学経験
なし」の人口割合が２倍近くあり、ネパール全国と比較した場合でも高い数値となってい
る。しかし一方で、初等教育に関してはわずかに農村部が都市部を上回っている。これに
ついては、明確な理由は定かではない。前期中等教育までは都市部女性よりも農村部男性
の方が修了率が高いが、中期中等教育以降は逆転し、都市部女性の方が修了率が高くなる。 
 中期中等教育の修了度認定試験である SLC 以降の教育段階においては、農村部と都市
部の差は大きくなる。特に、大学以降の高等教育においてその差は大きい。元々、農村部
と都市部では、居住している人口の差が大きく、農村部が約 2,200 万人に対して、都市部
は約 450 万人である。しかし大学以降の高等教育においては、修了者の人数、割合共に都
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市部の方が多いという調査結果となっている。 
 
（３） 識字率 
ネパールにおける識字率は、2011 年の National Population and Housing Census にお
いて調査されている。５歳以上の人口は 2,392 万 6,541人であり、そのうち、読み書きが
できる人口が 65.9%に当たる 1,577万 7,786人である。また、読むことのみできる人口は、
2.5%に当たる 60 万 2,777 人である。そして読むことも書くこともできない人口は 31.4%
に当たる 752 万 4,427人である。 
都市部と農村部でも識字率に差があり、都市部の識字率が 82.2%であるのに対し、農村
部では 62.5%であった４０。ネパールで使用される言語のうち、書き文字が存在する言語は
ネパール語、ネワール語、リンブー語などの言語だけである。そのため多くの国民は話し
言葉中心の生活を送っており、文字に触れる機会がほとんどないのが実情である。すなわ
ち、書き文字のない言語が主要言語となる地域においては、文字と言えば母語ではないネ
パール語などである。こういった要因が非都市部における識字率の低迷に繋がっていると
考えられる。なお、下記に示した「表 8 ：ネパールの識字率（2011） ネパール全体」、
「表 9 ：ネパールの識字率（2011） 都市部と農村部」「表 10 ：ムスタン郡の識字率
（2011）」は、それぞれネパール全体、ネパールの都市部と農村部、そしてムスタン郡に
ついての識字率を男女別で示したものである。 
 
表 8 ：ネパールの識字率（2011） ネパール全体 
  
ネパール全体 
男性 % 女性 % 合計 % 
五歳以上の人口 11,534,084  100  12,392,457  100  23,926,541  100  
識
字
状
態 
読み書き可能 8,666,282  75.1  7,111,504  57.4  15,777,786  65.9  
読むことのみ可能 283,708  2.5  319,069  2.6  602,777  2.5  
読み書き不可能 2,575,935  22.3  4,948,492  39.9  7,524,427  31.4  
無回答 8,159  0.1  13,392  0.1  21,551  0.1  
 
出典：Central Bureau of Statistics. National Population and Housing Census 2011. 
Central Bureau of Statistics. 2011, 266p, 
http://cbs.gov.np/wp-content/uploads/2012/11/National%20Report.pdf, (2013-1-11).  
 
 ネパール全体の識字率を見ると、読むことのみ可能な人口及びその割合は、性別による
大きな差は見られない。しかし、読み書き共に可能な人口の割合については男性が女性を
上回り、逆に読み書き共に不可能な人口の割合については女性が男性を上回っている。 
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表 9 ：ネパールの識字率（2011） 都市部と農村部 
 
都市部 農村部 
男性 % 女性 % 男性 % 女性 % 
五歳以上の人口 2,133,451  100  2,063,269  100  9,400,633  100  10,329,188  100  
識
字
状
態 
読み書き可能 1,899,135  89.0  1,551,539  75.2  6,767,147  72.0  5,559,965  53.8  
読むことのみ可能 31,888  1.5  39,388  1.9  251,820  2.7  279,681  2.7  
読み書き不可能 201,577  9.4  470,821  22.8  2,374,358  25.3  4,477,671  43.3  
無回答 851  0.04  1,521  0.1  7,308  0.1  11,871  0.1  
 
出典：Central Bureau of Statistics. National Population and Housing Census 2011. 
Central Bureau of Statistics. 2011, 266p, 
http://cbs.gov.np/wp-content/uploads/2012/11/National%20Report.pdf, (2013-1-11).  
 
 次に、都市部と農村部の識字率を見てみると、読み書き可能な女性の割合において、都
市部と農村部には大きな差があることが見て取れる。農村部の女性の約 2 人に 1人が読み
書き可能であるのに対して、都市部においては女性の４人に３人が読み書き可能である。
読み書き不可能な女性の割合については、農村部は都市部の約２倍の割合となっている。 
 女性に教育は必要ではなく、家庭の仕事をするべきであるというネパールにおける伝統
的な価値観が農村部ほど強く働くことに、その一因があると考えられる。 
 
表 10 ：ムスタン郡の識字率（2011） 
  
ムスタン郡 
合計 % 男性 % 女性 % 
五歳以上の人口 12,588  100  6,676  100  5,912  100  
識
字
状
態 
読み書き可能 8,334  66.2  5,034  75.4  3,300  55.8  
読むことのみ可能 305  2.4  139  2.0  166  2.8  
読み書き不可能 3,945  31.3  1,502  22.4  2,443  41.3  
無回答 4  0.03  1  0.01  3  0.05  
 
出典：Central Bureau of Statistics. National Population and Housing Census 2011. 
Central Bureau of Statistics. 2011, 266p, 
http://cbs.gov.np/wp-content/uploads/2012/11/National%20Report.pdf, (2013-1-11).  
 
 今回の研究対象であるジョムソン村が所属するムスタン郡の識字率を見てみると、男女
共に農村部の平均識字率をわずかに上回っており、読み書き不可能な人の割合は平均より
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も若干低い。しかし、概ね農村部の平均と一致した値であると言える。 
 ネパールにおける識字率は年代別でも差が見られる。下に示した「表 11 ：世代・性別・
居住地域別識字率（2001）」は、2001年のネパールにおける５歳毎に区切った世代ごとの
識字率を、男女と居住地域によって分けたものである。 
 
表 11 ：世代・性別・居住地域別識字率（2001） 
年齢 
識字率（%） 
農村部 都市部 
合計 男性 女性 合計 男性 女性 
全年齢（6歳以上） 51.0  62.6  39.6  71.9  81.2  61.9  
成人（15 歳以上） 45.0  59.4  31.2  68.3  80.0  55.8  
6～9 歳 52.0  55.4  48.5  74.6  76.3  72.8  
10-14歳 77.0  82.5  71.2  88.9  91.2  86.4  
15-19歳 71.7  80.8  63.1  87.1  90.8  82.9  
20-24歳 61.4  75.8  49.0  82.0  89.0  75.2  
15-24歳 76.0  78.6  56.5  84.7  90.0  79.1  
25-29歳 51.2  67.8  36.6  76.3  86.5  65.7  
30-34歳 45.1  63.9  27.8  71.7  84.4  57.7  
35-39歳 37.9  56.1  20.2  65.4  80.1  49.0  
40-44歳 33.2  51.4  15.7  60.9  77.0  42.4  
45-49歳 30.4  47.3  13.6  54.0  73.6  28.4  
50-54歳 26.6  42.5  10.1  42.8  63.9  18.4  
55-59歳 24.7  39.9  7.3  33.3  51.8  15.8  
60-64歳 18.5  31.6  4.9  24.2  40.4  11.0  
65歳以上 15.8  26.9  3.9  17.6  32.9  5.9  
 
出典：Central Breau of Statistics. A Perspective on Population Census 2001. 2003, 
P.239. 
 
 表において、都市部・農村部共に、10 歳から 14 歳の男性が最も識字率が高く、特に都
市部の方は表中で最高値である。女性においても、10 歳から 14 歳が最も高く、都市部で
86.4%、農村部で 71.2%である。また、年代が上がると共に識字率は低下し、都市部農村
部共に 65歳以上が最も低くなっている。全年代において女性は男性よりも識字率が低く、
農村部の女性においては、65 歳以上の識字率は 3.9%となっている。 
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2.1.7 経済 
（１） 主な産業 
 ネパールの主な産業は、農業や卸売業、運送業などである。産業別 GDP から見ると、
農業 34.8%、卸売業 14.2%、運送業 8.3%、不動産業 8.2%、建設業 6.7%、製造業 6.2%、
教育業 5.5%、金融業 4.7%、観光業 1.8%となっている。労働人口の 65.7%が農業に従事し
ており、次いで、製造業が 9.0%、商業（卸売・小売業）が 8.7%となっている。GDP 構成
比率及び産業別労働人口割合の詳細については、下記の「表 12 ：ネパール産業別 GDP
割合 （2011/12 年度）」、「表 13 ：ネパール産業別労働人口割合 （2001 年）」に示した。 
 
表 12 ：ネパール産業別 GDP 割合 （2011/12年度） 
産業 GDP割合 （%） 産業 GDP割合 （%） 
農林業 34.8  社会サービス業 2.1  
卸売業 14.2  ホテル・レストラ
ン業 
1.8  
運送業 8.3  
不動産業 8.2  医療・社会福祉行 1.5  
建設業 6.7  エネルギー業 1.1  
製造業 6.2  鉱業 0.6  
教育業 5.5  漁業 0.3  
金融業 4.7  その他 4.0  
 
出典：在ネパール日本国大使館. “図説 ネパール経済 2013”. 在ネパール日本国大使館. 
http://www.np.emb-japan.go.jp/jp/pdf/economy2013.pdf,（参照 2014-08-27）. 
 
表 13 ：ネパール産業別労働人口割合 （2001 年） 
産業 労働人口割合（%） 産業 労働人口割合（%） 
農林水産業 65.7  運輸・通信業 1.6  
製造業 9.0  エネルギー業 1.5  
商業 8.7  観光関連業 1.2  
社会サービス業 3.7  金融業 0.5  
政府関係 3.0  不動産業 0.3  
建設業 2.9  その他 1.9  
 
出典：在ネパール日本国大使館 . “図説ネパール経 2013”. 在ネパール日本国大使館 . 
http://www.np.emb-japan.go.jp/jp/pdf/economy2013.pdf,（参照 2014-08-27）. 
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 表にあるように、ネパールは GDP、労働人口の両面において、農林水産業、特に農業の
割合が高い。アジア開発銀行の統計によれば、ネパールの GDPにおける農業割合は 36.9%
であり、南アジア地域協力連合（SAARC: South Asian Association for Regional 
Cooperation）におけるブータンの 17.5%、インドの 17.2%、パキスタンの 21.6%、バン
グラディシュの 18.3%などと比較した場合、工業化の遅れが目立っている。 
2011/12年度の、物価上昇を考慮しない名目 GDPは 185億ドル、１人当たりの名目 GDP
は 735 ドルであった。外貨獲得の多くを海外出稼ぎ労働者の送金が担っており、2011/12
年度では、約 38万人が中東諸国やマレーシアなどに出稼ぎに行き、同期間の送金額は GDP
の 23.1%に相当する 3,595.5 億ルピーに達した４１。 
 
（２） 国内の経済格差 
 現在のネパールにおいては、貧富の格差の拡大が大きな社会的問題となっている。これ
らの経済的な格差をもたらす要素としては、カースト、民族、言語、地形などが挙げられ
る。これらの問題は密接に関係しあって、経済的な格差へと結びついている。特にカース
トによって用いる言語・主な居住地域が異なるため、教育や就職の機会は多くの場合にお
いてカーストによって規定されていると言える。従って、ここでは主にカーストに焦点を
当てて、ネパールにおける経済格差について説明する。 
「2.1.4 民族／カースト」で説明したように、ネパールでは、憲法上ではカースト間の
平等が記されているものの、現在でもカーストという文化が残っており、カーストによる
職業の固定化が、結果としてカースト間における経済水準の固定化にも繋がっている。現
在、農村部においてはカーストに関わらずほとんどの人が農業に従事している。しかし、
掃除人や鍛冶屋、皮なめし職人などは、一部の職業カーストに属する人々により占められ
ている。一方で、バウン（僧侶）やチェットリ（武士・王族）などの高位カーストの職業
は比較的多彩である。農村部においては他のカーストと同様に小規模な農家を営んでいる
場合がほとんどである。しかし同時に、裁判官や議員、教員といった職種において高い占
有率を示している。 
 次に、カーストが及ぼす間接的な影響としては、教育・生活水準の格差が挙げられる。
ネパールにおいては、前述のようにカースト毎に職業がある程度固定されている。そのた
め収入においてもカースト毎に差が現れる。収入の差は生活水準の格差につながると同時
に、教育にかけられる費用と時間にも影響する。貧しい家庭においては子供が重要な労働
力となるため、学費以外にも、子供の労働（家事・雑用を含む）の機会費用の問題が発生
する。そのため、子供の教育に消極的になるということが考えられる。また山岳地域にお
いては農業以外の仕事がほとんどなく、低カースト層は役人や教員に採用もされないため、
教育を受ける・受けさせる意義を見いだせないという事態が見られる。 
更には小学校・中学校においては、低カースト層に対する差別的な待遇４２や、授業がネ
パール語によって行われるため、非ネパール語話者の学習に負担が生じるといった状況が、
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教育水準の格差を助長している。 
 
2.2 ネパールにおける図書館 
 ネパールにおける図書館を考える際に留意しておかなければならない点は、ネパールに
は図書館に関する法律が存在せず、従って法的に定義された図書館が存在しないという点
である。これは国立図書館についても例外ではない４３。このことから、ユネスコ公共図書
館宣言や図書館情報学用語辞典の定義に従った場合、ネパールに「公共図書館」は存在し
ないことになる。しかし、「1.4.1 図書館の種別」で述べたように、本稿においては法令
に基づいて設置されたか否かを公共図書館の要件としない。そのため、一般に公開されて
いる図書館を公共図書館として扱う。 
 
2.2.1 国立図書館 
（１） 国立図書館本館 
 ネパール国立図書館はネパールの首都カトマンズにあるネパールの国立図書館である。
なお、納本制度は制定されていない。下記に示した「図 6 ：ネパール国立図書館」は、
ネパール国立図書館が入っている庁舎の写真である。 
 
 
図 6 ：ネパール国立図書館本館 
出典：Nepal National Library. SOURCE OF KNOWLEDGE AND PROGRESS：NEPAL 
NATIONAL LIBRARY, http://www.nnl.gov.np/index.php,（参照 2013-8-22） . 
 
ネパール国立図書館は、国王の教師であったヘム・ラジュ・パンデイ（当時既に死亡）
の蔵書を 1956 年にネパール政府が購入し、1957 年１月２日にカトマンズのシンハダルワ
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ールに設立されたが、その後ラリトプル郡プルチョーク市のハリハルバワンに移転した。
設立に際しては、中央事務局図書館（Central Secretariat Library）の蔵書も合わせて収
蔵され、当初の蔵書数は 43,000冊であった。現在、ネパール国立図書館の蔵書数は 82,000
点以上に及び、書籍、書類のほかに、雑誌などの定期刊行物も収蔵している。また蔵書の
言語もネパール語、英語、サンスクリット語など多岐に及んでいる。 
 ネパール国立図書館の提供サービスとしては、移動図書館、レファレンス、複写サービ
ス、資料配送、図書館員の訓練、ワークショップとセミナーなどが挙げられる４４。移動図
書館サービスは、カトマンズとバクタプル地域の５か所でサービスを提供している。レフ
ァレンスサービスは、国内外の利用者に対してサービスを提供しており、カウンターでの
直接利用や電話、ファックス、電子メールなどにより利用可能である。複写サービスでは、
利用者に対して利用料金を助成している。資料配送サービスは、国内外の利用者に対して
サービス提供している。図書館員の研修では、さまざまな組織や新人の図書館職員のため
の専門職助手レベル（paraprofessional level）での短期研修コースを開催しており、研修
は 35 日間の実践的な技術面を重視したコースと、１週間の地方の図書館向けの人材開発
を目的としたコースがある。ワークショップとセミナーでは、図書館に関連した様々なワ
ークショップやセミナーを開催している。 
 
（２） 国立図書館分館 
ネパールには東部、西部、中西部、極西部に１館ずつネパール国立図書館の分館が存在
する。各開発区の国立図書館の分館は、東部タライ地域スンサリ郡の Sarbajanik 
Vidyabhawan Library、西部丘陵地域カスキ郡の Pokhara Public Library。中西部タライ
地域バンケ郡のMahendra Libraryである。極西部タライ地域カイラリ郡の Kailali Public 
Libraryである４５。以下にそれぞれの概要を記す。 
 
① Sarbajanik Vidyabhawan Library 
Sarbajanik Vidyabhawan Library は 1947 年に設立され、1965 年に業務はダーラン市
に引き継がれた。1998年に東部地域の公立図書館として国立図書館の分館となった。貸出
サービスは現在再開されており、様々なプログラムが整備されている。また同じ建物の１
階ではユニセフからの支援を受けて児童図書館が運営されている４６。公費での運営が行わ
れている明記されている数少ない図書館である。 
 
② Pokhara Public Library 
Pokhara Public Libraryは1995年に初の国立図書館の分館となった公共図書館である。
現在約 4,000冊の蔵書を収蔵しており、65の新聞と雑誌を恒常的に購入している。利用者
は１日に 100 人ほどである。また、ユネスコを通じた DANIDA（Danish International 
Development Assistance: デンマーク国際開発庁）の支援を受けて周辺の５つの村落に対
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して移動図書館サービスを提供している４７。 
 
③ Mahendra Library 
Mahendra Library は 1947年に設立され、1998 年にネパール国立図書館の分館として
提携を開始した。10,000 冊以上の独自の蔵書を備えており、ネパルガンジ唯一の公共図書
館である。しかしながら現在では財政難に陥っている４８。 
 
④ Kailali Public Library 
Kailali Public Library は 1957年に地元の住民主導で設置され、1998年にネパール国
立図書館の分館となった図書館である。ネパール語、ヒンドゥ語、サンスクリット語、英
語などによる約 7,000 冊の蔵書と、82 の新聞や雑誌を恒常的に購入している。文学をテー
マにした講演や議論などのプログラムが月ごとに開催されている４９。 
 
2.2.2 公立図書館及び私立図書館 
（１） 公立図書館 
Public Access To Information & ACTs Phase II Report Nepal によれば、ネパールの公
共図書館部門に対する調査の不足により、ネパールにおける公共図書館の正確な数はこれ
まで明らかにされていない。しかしながら、図書館の専門家や図書館に関連する組織によ
り、国内の公共図書館（public library）が約 100 館に達したことが示された５０。しかし
これらの公共図書館が公費によって運営されている「公立図書館」であるかは不明である。 
 
 
図 7 ：Western Regional Public Library 
著者撮影 
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 たとえば、上に示した「図 7 ：Western Regional Public Library」は、ネパールの国
立大学であるトリブヴァン大学のポカラキャンパスの附属図書館であると同時に、ポカラ
周辺地域における公共図書館という立場にもある。そもそも、ネパールには図書館を規定
する法律が現在のところ存在していないため、公立図書館は存在しない可能性が高い。 
 
（２） 私立図書館 
 ネパールには約 800の私立図書館があり、その多くは地域に密着した活動をしていると
いう５１。特にネパール東部地域においては、イギリスをはじめとした海外で軍に所属して
いたネパール人帰還兵（元グルカ兵）によって私立図書館が設置されている。グルカ兵と
は、イギリス陸軍に雇用されているネパール人の兵士である５２。グルカ兵は、主にネパー
ル中西部の丘陵地域から山岳地域にかけて居住する、マガール族やグルン族からなる。帰
還兵の多くは、海外での滞在経験から教育に対する意識が高く、図書館設置に意欲的であ
る５３。 
しかし、「2.1.4 民族／カースト」で述べたように、ネパールにはカーストの差による
住居への進入制限が存在し、一部の低カースト層は、高カースト層の住居に侵入すること
ができない。また同様に、一部の低カースト層は高カースト層から接触自体を忌避される。
そして、本来カースト制度を持たないモンゴロイド系の民族においても、低カースト層に
対してはヒンドゥ系高カーストと同様の振る舞いをするケースが極めて多いという５４。マ
ガール族及びグルン族は、バウン、チェトリに次ぐ第三位のカースト層に分類される。こ
のことから、ネパール人帰還兵によって設置された私立図書館においても、たとえ無料で
開放されていたとしても、必ずしも「誰もが利用できる」とは限らないと考えられる。 
 
2.2.3 NGOによる図書館 
 政府や自治体による図書館の普及が積極的に行われていないネパールにおいては、NGO
による地域図書館の設置が、国内の主要な図書館サービスを担っている。特に、READと
Room to Read という二つの国際的な NGO は、ネパールにおいて図書館設置支援活動を
重点的に行っている。この二つの NGOによる図書館について以下で説明する。 
 
（１） READによる図書館 
ネパールは READ の中心的な支援地域であり、READ による最初の支援国である。現
在ネパールには 54 の READセンターが設置されており、その利用圏域には 182万人が含
まれている。首都カトマンズにも READセンターは設置されており、コンピュータや視聴
覚資料、児童用図書、ネパール語以外の言語による図書などが置かれている。 
 ネパールにおける READの活動は、組織が発足した 1991 年から始まっている。極西部
山岳地域サルクンブ郡ジュンベシ村に設置された Junbesi Community Library and 
Resource Center が READセンターの一号館である。ネパールの首都カトマンズに設置さ
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れた READセンターには、ネパール国内で用いられているいくつかの少数言語を用いて書
かれた、健康や衛生についての簡単な図書が置かれている。これらは READによって独自
に作られたものであり、公用語として定められているネパール語の読み書きができない利
用者に対する多言語・多文化サービスの一環である。READによる図書館は、日本におけ
る地域図書館に近い機能をもつことを想定されており、学校図書館の設置を主に行ってい
る後述の Room to Read と異なる点として挙げられる。 
 設置地域を地形別に見てみると、READ センターの約 25%が山岳地域に、約 45%が丘
陵地域に、そして 30%がタライ地域に設置されている。一方で開発地域別に見てみると、
東部開発地域が約 20%、中部開発地域が約 29%、西部開発地域が約 25%、中西部開発地
域が約 6%、極西部開発地域が約 20%となっている。詳細は、下に示した「図 8 ：ネパー
ルにおける READセンターの分布」及び「表 14 ：ネパールにおける READセンターの
分布」に示した。なお、READのウェブサイトによれば、現在ネパールには 54 の READ
センターが設置されていると記載されている。しかし、表６中の数字は同サイトの地図に
示されていた情報を元にしているため、READ センターの総数は 49館となっている。 
 
 
図 8 ：ネパールにおける READセンターの分布 
出典：READ Global. “READ Nepal”. READ Global, 
http://www.readglobal.org/our-work/read-nepal, （参照 2014-09-24）. 
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表 14 ：ネパールにおける READセンターの分布 
地域区分 
山岳地域 丘陵地域 タライ地域 合計 
館数（館） % 館数（館） % 館数（館） % 館数（館） % 
東部 1 2.0  6 12.2  3 6.1  10 20.4  
中部 1 2.0  5 10.2  8 16.3  14 28.6  
西部 4 8.2  6 12.2  2 4.1  12 24.5  
中西部 1 2.0  2 4.1  0 0.0  3 6.1  
極西部 5 10.2  3 6.1  2 4.1  10 20.4  
合計 12 24.5  22 44.9  15 30.6  49 100  
 
出典：READ Global. “READ Nepal”. READ Global, 
http://www.readglobal.org/our-work/read-nepal,（参照 2014-09-24）.  
 
（２） Room to Read による図書館 
Room to Read もまた READと同様に、ネパールにおいて活動を開始している。ネパー
ルの 4つの郡に現地オフィスを構え、19の郡で 3,176室の図書館・図書室を設置し、918
校の学校を建設している。現地語出版プログラムでは 185 タイトルの書籍を、現地の作家
やイラストレーターを起用して出版している。女子教育支援プログラムにおいては、現在
までに 2,197名に対して奨学金を給付している。 
READが図書館として独立した施設を設置しているのに対して、Room to Read は学校
図書館（図書室）を多く設置している。その対象として設定している利用者も、基本的に
は学校に通う生徒と教員である。この点において、READと Room to Read は異なる指向
性を持っていると言える。 
Room to Read の活動地域を郡単位で見てみると、中部から中西部にかけての丘陵地域
を中心に分布しており、特に西部丘陵地域は全体の約 40%が集中している。下の「表 15 ：
ネパールにおける Room to Read の活動地域」はネパールにおいて Room to Read が活動
している郡を、開発地域及び地形別に示したものである。 
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表 15 ：ネパールにおける Room to Read の活動地域 
  
山岳地域 丘陵地域 タライ地域 合計 
活動郡数 
割合
（%） 
活動郡数 
割合
（%） 
活動郡数 
割合
（%） 
活動郡数 
割合
（%） 
東部 0  0  0  0  0  0  0  0  
中部 1  5.3  5  26.3  0  0  6  31.6  
西部 0  0  8  42.1  2  10.5  10  52.6  
中西部 0  0  1  5.3  2  10.5  3  15.8  
極西部 0  0  0  0  0  0  0  0  
合計 1  5.3  14  73.7  4  21.1  19  100  
 
出典：Room to Read. “わたしたちの活動地域について：ネパール”. Room to Read, 
http://japan.roomtoread.org/our_programs/weherewework/nepal.html,（参照 
2014-09-27）.  
 
Room to Read の活動地域を見ると、READ以上に丘陵地域に集中していることがわか
る。丘陵地域に集中している理由は、支援の効率を向上させるためであると考えられる。
都市部及びその近郊に支援を行うことで、支援１件当たりの費用を抑えると共に、図書館・
図書室１館当たりの利用者数を可能な限り多く見積もることで支援の効率を挙げることが
できる。  
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3 ネパールの図書館に関する調査結果 
3.1 ジョムソン村の図書館に関する調査結果 
3.1.1 設立の経緯 
 本研究において研究対象としたジョムソン村の READ センターは、「Puthang 
CommunityLibrary & Information Center（以下プータン・コミュニティ・ライブラリー）」
という名称を持ち、READ Nepal によってムスタン郡ジョムソン村に設置された地域図書
館である。2000 年に設立され、2004 年から運営が開始されている。設置に際しては、READ 
Nepal、ジョムソン村、District Development Committee（郡開発委員会）、そして女性
支援団体である Woman Development Office による共同出資が行われた。このうち、ジョ
ムソン村と郡開発委員会は公的セクター、READ Nepal と Woman Development Office
は民間セクターである。各団体の資金提供の割合は、下記の「表 16 ：プータン・コミュ
ニティ・ライブラリーの設立出資団体と出資額の割合」に示した通りである。なお、提供
額を示すネパールルピー（Rs.）は、2014 年 8 月時点で、ほぼ Rs.1 = ¥1 で換算できる。 
 
表 16 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの設立出資団体と出資額の割合 
団体名 提供額（Rs.） 割合（%） 
READ Nepal 2,085,000 75.66  
Community 570,653 20.71  
District Development Committee 50,000 1.81  
Women Development Office 50,000 1.81  
合計 2,755,653 100 
 
出典：プータン・コミュニティ・ライブラリー内の掲示物を参考に筆者作成 
 
 表からわかるように、全費用の約 75%を READ Nepal が、約 20%を地域社会が、そし
て残りを地方自治体と現地の NGOが出資している。READは、このような共同出資の形
をとることで、利用者であり管理者・運営者ともなる地域住民に、所有者意識を持たせる
ことを狙っている。 
 なお、出資団体の一つである Women Development Office については、ジョムソン村に
おいて「プータン・コミュニティ・ライブラリーを設置した組織である」という発言が確
認された。このことから、提供金額は少ないものの、設置に際して主導的な役割を果たし
たのではないかと推測される。また、同組織は村内に共同のシャワールームを設置するな
どの活動を行っている。 
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3.1.2 所在と内部構造及び設備 
（１） 所在 
 プータン・コミュニティ・ライブラリーは、ジョムソン村の空港近くの３階建ての建造
物の２階に設置されている。同建造物内の１階部分には銀行と雑貨店が、３階にはミーテ
ィングホールが設置されている。また、２階には図書館と共に児童部門（Children Section）
と呼ばれる保育施設がある。 
下に示した写真「図 9 ：Puthang Community Library & Information Center の正面」、
「図 10 ：Puthang Community Library & Information Center の左方」、「図 11 ：
Puthang Community Library & Information Centerの右方」はそれぞれ、プータン・コ
ミュニティ・ライブラリーの入っている建物を正面の通りから撮影したものである。また、
「図 12 ：Puthang Community Library & Information Centerの外壁」は、プータン・
コミュニティ・ライブラリーの外壁に書かれた、図書館があることを示している案内を撮
影したものである。なお、「図 9 ：Puthang Community Library & Information Center
の正面」において、TOURIST BANKの左側にある両開きの水色の扉が図書館の入口であ
る。 
 
 
図 10 ：Puthang Community Library & 
Information Center の左方 
筆者撮影 
 
 
 
 
 図 9 ：Puthang Community Library &  
   Information Center の正面 
    筆者撮影 
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左）図 11 ：Puthang Community Library & Information Center の右方 
右）図 12 ：Puthang Community Library & Information Centerの外壁 
共に筆者撮影 
 
プータン・コミュニティ・ライブラリーが設置されているのは、ジョムソン村の中心を
通る街道である。この街道は、ネパール第二の都市ポカラから、仏教とヒンドゥ教の聖地
であるムクティナートなどを結ぶ道であり、かつてはチベットとの交易路として、現在は
トレッキングルートとして用いられている。近年の開発で自動車の通行が可能となった。
そのため、トレッキングを目的としたネパール国外からの観光客やインド・ネパールから
の巡礼者も多く通過し、ジョムソン村において最もにぎわいのある通りとなっている。 
「図 9 ：Puthang Community Library & Information Center の正面」のほぼ中央に
写っているピンクの文字が書かれた看板、その左下の黒い看板、そして図書館の入口の扉
の上に掛けられた、「WELL COME」と書かれた札が、プータン・コミュニティ・ライブ
ラリーの看板である。ピンクの文字はネパール語の文字であるデヴァナガリ文字を使用し
ているものの、「Puthan library and information center」の音をネパール語に翻字したも
のであり、黒い看板については、英語で「e-mail internet service available here」と書か
れている。扉の上の札については、前述の通り英語で「WELL COME」と書かれている。
また、「図 12 ：Puthang Community Library & Information Center の外壁」に示した
ように、この建物の壁面にも矢印と共に英語で「LIBRARY」と案内が表示されている。
すなわち、プータン・コミュニティ・ライブラリーについての案内は、全て英語か英語の
音を直接ネパール語の文字に置き換えた語しか用いられていない。 
 
（２） 内部構造 
建物内の各施設の大きさについては「表 17 ：プータン・コミュニティ・ライブラリー
の各施設の大きさ」に、図書館部門の内部については、その写真を「図 14 ：カウンター
から見た図書館内部（書架周辺）」、「図 15 ：カウンターから見た図書館内部（コンピュ
ータ周辺）」、「図 16 ：館内に設置されたコンピュータ」に、構造の詳細については「図 
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13 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの内部構造平面図」に示した。 
 
表 17 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの各施設の大きさ 
部門名 寸法 面積 
児童部門 457.2cm * 416.56cm 19.7m２ 
図書館部門 746.76cm * 477.52cm 35.3m2 
会議室 1163.32cm * 477.52cm 55.0m2 
 
出典：館内の掲示物を参考に筆者作成 
 
 「表 17 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの各施設の大きさ」にある通り、プ
ータン・コミュニティ・ライブラリーは、南北に約 7.5m、東西に約 4.8m の長方形の部屋
である。下に示した「図 13 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの内部構造平面図」
中の右側はジョムソン空港前の通りに面している。なお、館内は土足禁止であり図書館部
門の入口付近に下駄箱が設置されている。また児童部門内部も同様に土足禁止である。建
物一階部分の図書館部分に上がる階段の周囲は給湯施設となっており、ガスコンロなどが
設置されている。 
 
 
図 13 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの内部構造平面図 
調査を元に筆者作成  
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左）図 14 ：カウンターから見た館内（書架周辺） 
右）図 15 ：カウンターから見た館内（コンピュータ周辺） 
共に筆者撮影 
 
 上記の「図 14 ：カウンターから見た館内（書架周辺）」は、プータン・コミュニティ・
ライブラリーの入り口付近から、貸出カウンター及びその奥に設置された書架を撮影した
ものである。カウンター脇の壁面には、人物の肖像画が掛けられており、その下にはプー
タン・コミュニティ・ライブラリーの設立年や設立の目的、出資者など、センター設立の
経緯に関する掲示物が貼られている。蔵書貸出業務の際には、図書館関係者がカウンター
内部に座り、貸出手続きを行う。写真右側の青色の掲示物は、蔵書の分類番号をネパール
語で記載したものであり、デューイ十進分類法によって分類されている。なお、分類の詳
細については「3.1.3 サービス」において記す。 
また、その下に見える箱は募金箱であり、図書館を含む READセンターの運営資金を募
っていた。箱の中にはネパール・ルピーの紙幣及び硬貨が投入されていたが、箱の底が一
部露出する程度の量であった。また、写真の奥、カウンターと書架の間には、子供達によ
る工作物の展示がなされており、絵や折紙、粘土細工や木工作品などが置いてあった。 
 「図 15 ：カウンターから見た館内（コンピュータ周辺）」はカウンターの向こう側か
ら、「図 14 ：カウンターから見た図書館内部（書架周辺）」とは反対側を撮影したもので
ある。奥に見えるのがコンピュータであり、全４台が設置されている。また、左側に見え
る机には、各椅子の前にチベット語の冊子が置かれている。書架に排架されている蔵書に
は分類番号を記したシールが貼られていたが、この冊子には分類番号が与えられていなか
った。 
 写真内の奥の壁面には、プータン・コミュニティ・ライブラリーの活動内容などを記し
た掲示物が貼られている。また、その左側面の壁には来館者による識字・作文コンペティ
ションの優秀作品などが掲示されていた。 
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図 16 ：館内に設置されたコンピュータ 
筆者撮影 
 
 「図 16 ：館内に設置されたコンピュータ」は、コンピュータ周辺を撮影したものであ
る。窓際には固定電話が設置されており、図書館員や、児童部門に滞在している子供等が
電話に出る場面などが確認できた。 
 「3.1.3 サービス」において改めて述べるが、コンピュータは稼働可能な状態であるも
のの、インターネットには接続されていない。また、バッテリー内蔵のラップトップ型で
はなく、コンセントの接続が必要なデスクトップ型である。ネパールでは電力供給が不安
定であり、ジョムソン村も例外ではない。そのため、自家発電機などを備えていない場合、
停電の際にはコンセントから電力を供給する製品の使用は不可能になる。 
 また、自家発電機を保有している場合にも、電源の切り替えと発電機の起動にある程度
の時間を必要とするため、その間は電気が使用不可能になる。これらの環境は、デスクト
ップ型のコンピュータを利用するには際には大きな問題となることが予想される。なお、
プータン・コミュニティ・ライブラリーに自家発電機が備えられているかは不明である。 
 図書館部門は、全体としては「図 13 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの内部
構造平面図」に示したようになっている。なお、天井に蛍光灯は設置されているものの、
基本的に点灯させることはなく、主に窓から入る光によって明るさを確保している。 
 
（３） 設備 
① 書架など 
室内には７つの書架と４台の PC が設置されている。また、２つある４人掛けの机には、
各椅子の前にチベット語の小冊子が置かれている。書架近くに設置された長机及びベンチ
は非常に背の低い作りとなっており、子供用であると思われる。一方で、書架近くの窓際
に設置された６人掛けの丸机は、若干背は低めであるが、大人の来館者も利用していた。 
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図 17 ：館内に設置された書架 
筆者撮影 
 
上に示した「図 17 ：館内に設置された書架」は、図書館内に設置された書架の写真で
ある。書架は図書に用いられている言語ごとに、ネパール語、英語、ヒンドゥ語の３言語
に分けられている。また、図書の背には分類番号が書かれたシールが貼られており、番号
に従って排架されている。なお、ネパール語―英語、英語―ネパール語、ネパール語―日本
語などの辞書なども収蔵されていたが、他の図書と同じ書架に排架されており、禁帯出な
どに関する表示はなされていなかった。 
 
② 来館者帳 
 貸出カウンターの近くにはノートが設置されており、来館者はここにその日の何番目の
来館者であるかの番号や氏名、住所、性別、年齢層、機学校教育経験、利用目的などを記
帳する仕組みになっていたと思われる。しかし実際に記入されていたのは、2003 年の 12
名と 2006 年の 8 名、2013年の１名の記帳があるのみであった。また本稿においては、こ
のノートを「来館者帳」と呼称する。下に示した「図 18 ：プータン・コミュニティ・ラ
イブラリーの来館者帳の記入欄」は、来館者帳のページを撮影したものである。 
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図 18 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの来館者帳の記入欄 
筆者撮影 
 
来館者帳は、大きさが A3判の用紙程度、厚さは３cm 程度の紙製の帳面であり、表紙に
は厚紙による装丁がなされている。また、綴じ目が一部破れているなどの損傷が見受けら
れた。来館者帳は、利用目的の項で挙げられているサービスの種類がプータン・コミュニ
ティ・ライブラリーで提供されているサービスと同様であることから、市販のものではな
く、READによって作成されたものであることが推測できる。 
 下に示した「表 18 ：来館者帳に記入された来館者の属性」は、来館者帳に記入されて
いた内容のうち、来館者の属性に関わる部分を抜き出したものである。なお、来館者の氏
名については ID に置き換えて記載した。取り出した項目は性別、年齢、教育に関する状
態、職業、民族／カーストである。 
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表 18 ：来館者帳に記入された来館者の属性 
ID 
性別 年齢グループ 
教育に関する 
状態 
職業 民族／カースト 
女
性 
男
性 
1
2
歳
以
下 
1
3
‐1
9
歳 
2
0
‐4
0
歳 
4
1
‐6
0
歳 
6
1
歳
以
上 
未
就
学 
多
少
の
教
育
経
験
あ
り 
初
等
教
育 
前
期
中
等
教
育 
後
期
中
等
教
育 
大
学
／
大
学
院 
学
生 
サ
ラ
リ
ー
マ
ン 
農
業 
自
営
業 
そ
の
他 
ダ
リ
ッ
ト 
ジ
ャ
ナ
ジ
ャ
テ
ィ 
バ
ウ
ン
／
チ
ェ
ト
リ 
マ
デ
シ 
ム
ス
リ
ム 
そ
の
他 
1 
 
○ 
  
○ 
      
○ 
 
○ 
 
○ 
       
○ 
2 ○ 
   
○ 
      
○ 
  
○ 
   
○ 
     
3 
 
○ 
  
○ 
       
○ ○ 
      
○ 
   
4 
 
○ 
  
○ 
      
○ 
 
○ 
     
○ 
    
5 
 
○ 
  
○ 
     
○ 
    
○ 
  
○ 
     
6 ○ 
   
○ 
     
○ 
   
○ 
   
○ 
     
7 
 
○ 
   
○ 
     
○ 
     
○ ○ 
     
8 
 
○ 
    
○ 
  
○ 
     
○ 
   
○ 
    
9 
 
○ 
   
○ 
    
○ 
   
○ 
     
○ 
   
10 
 
○ 
   
○ 
        
○ 
     
○ 
   
11 
     
○ 
   
○ 
    
○ 
     
○ 
   
12 
     
○ 
   
○ 
    
○ 
     
○ 
   
13 
     
○ 
                  
14 
 
○ 
  
○ 
   
○ 
   
○ 
 
○ 
     
○ 
   
15 ○ 
   
○ 
   
○ 
 
○ 
  
○ 
      
○ 
   
16 
 
○ 
   
○ 
  
○ 
  
○ 
  
○ 
     
○ 
   
17 
 
○ 
   
○ 
  
○ 
     
○ 
     
○ 
   
18 ○ 
   
○ 
   
○ 
 
○ 
  
○ 
     
○ 
    
19 
 
○ 
   
○ 
  
○ 
     
○ 
     
○ 
   
20 ○ 
   
○ 
   
○ 
     
○ 
        
○ 
21 ○ 
                       
 
出典：プータン・コミュニティ・ライブラリーの来館者名簿を参考に筆者作成 
 
来館者 10、11、12 については、性別についての記入は元からなく、21については氏名
と性別以外の欄に記入はなかった。「教育に関する状態」の項目については、来館者 14、
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15、16、18 が「多少の教育経験あり」の他に「前期中等教育」や「後期中等教育」など
に記入しているが、どのような意図によるものかは定かではない。 
来館者帳の「民族／カースト」の項目には、ダリット、ジャナジャティ、ブラフマン・
クシャトリ、マデシ、ムスリム、その他とある。ダリットとは、接触すること自体が不浄
とみなされ、社会的に疎外されている人々である。しかしその定義は曖昧であり、様々な
カーストから構成されている。 
ジャナジャティとは、ネパールの国家人権委員会のレポートによれば「自身の領土区域、
母語、宗教、文化を持っているが、ヒンドゥーの４つの階級には入らず、カースト・ヒエ
ラルキーに結びつかないエスニック・グループの人びとのこと」であり、ダリットと同様
に定義付けが曖昧である。 
バウン／チェトリは、僧侶階級と武士階級である。ネパールのカースト制度では、バウ
ンを最上位、チェトリをその次に位置付けている。バウンはインドにおけるバラモンに相
当する。一方でチェトリはクシャトリとも言われ、インドにおけるクシャトリヤに相当す
る。チェトリは、ネパールの人口の 15.8%を占め、最大のカースト／民族グループである。 
マデシとは、タライ地域に居住するインド系の出自を持つ民族グループであり、独自の
言語や文化を持っている。また、ネパールの中心的機能を持つ丘陵地域の人々からは差別
的な扱いを受けている。そして、ムスリムとはネパールにおいてイスラム教を信仰する人々
である。ヒンドゥ教の勢力が非常に強いネパールにおけるムスリムのカーストは、「水の共
有はできないが、接触は不浄ではない」とされている。 
 記入内容を見てみると、自身の民族／カーストを記入した 19 名のうち、10 名が「バウ
ン／チェトリ」、４名が「ダリット」、３名が「ジャナジャティ」、２名が「その他」と回答
している。なお、2001年の調査において、ムスタン郡のカースト構成におけるチェトリの
割合は 5.9%である５５。 
 次に、来館者の利用目的についてまとめたのが、下に示した「表 19 ：来館者帳に記入
された利用目的」である。取り出した項目は「来館状況」及び「利用した部門及びサービ
ス」である。なお、表 18 と表 19 については、２つを合わせたものを付録資料として添
付した。また、表中の見出しはネパール語の内容を考慮した上で一部は意訳を行った。 
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表 19 ：来館者帳に記入された利用目的 
I
D 
来館 
状況 
利用した部門及びサービス 
女性部門 
コンピュータ 
部門 
音楽／ 
スポーツ／ 
音声資料部門 
図書館部門 
児
童
部
門 
初
回 
定
期
利
用
／
複
数
回
利
用 
学
習 
協
議 
談
話
／
集
会 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 
ウ
ィ
キ
リ
ー
ダ
ー 
音
楽 
娯
楽
／
視
覚
教
材 
音
声
資
料 
学
習 
図
書
の
貸
出
返
却 
新
聞
定
期
刊
行
物 
児
童
部
門 
1 
            
○ ○ 
 
2 
 
○ 
     
○ 
    
○ 
 
○ 
3 ○ 
      
○ 
   
○ 
   
4 
 
○ 
        
○ ○ ○ 
  
5 
 
○ 
         
○ ○ 
 
○ 
6 
 
○ 
         
○ 
  
○ 
7 
 
○ 
     
○ 
   
○ ○ 
  
8 ○ 
          
○ ○ 
  
9 
 
○ 
          
○ 
  
10 
 
○ 
          
○ 
  
11 
 
○ ○ 
         
○ 
  
12 
 
○ ○ 
         
○ 
  
13 
               
14 
 
○ 
   
○ 
     
○ 
  
○ 
15 ○ 
     
○ 
    
○ ○ 
 
○ 
16 
 
○ 
         
○ 
   
17 ○ 
    
○ 
     
○ 
  
○ 
18 ○ 
          
○ 
   
19 
 
○ 
         
○ ○ 
 
○ 
20 ○ 
     
○ 
       
○ 
21 
               
 
出典：プータン・コミュニティ・ライブラリーの来館者名簿を参考に筆者作成 
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 来館者 13 は氏名、住所、年齢のみ、21 は氏名、住所、性別のみの記入であったため、
来館状況や利用したサービスについては不明である。また、上記の２名と利用者 20 を除
いた 18 名が、図書館での学習や蔵書利用等を目的として挙げている。これは、来館者帳
が図書館内に設置されていることが一因であると考えられ、来館者帳の記入者以外にも、
児童部門に子供を預けに来るだけの利用者などは存在したと思われる。 
なお、「利用した部門及びサービス」の下位項目の「コンピュータ部門」内にある「ウ
ィキリーダー」とは、インターネット百科事典“ウィキペディア”専用の小型端末であり、
ネットワークとの接続なしでウィキペディアを参照できる製品を指す５６。 
 
③ その他の設備 
 館内には図書館利用者が利用できる形ではトイレが設置されていない。児童部門におい
ては乳幼児の排泄物の世話なども行っていたが、それらの活動によって生じる廃棄物の処
理などは不明である。 
ここでネパールのトイレ事情について簡単に説明しておくと、ネパール全国のトイレ普
及率は約 62%である。これは隣国インドの約 47%と比較すれば比較的高い水準にあると言
える。またムスタン郡に限って言えば、トイレ普及率は約 64%である。地域別に見ると、
山岳地域で約 60%、丘陵地域で約 75%の家庭にトイレが設置されている。特に西部丘陵地
域のカスキ郡は最も普及率が高く、普及率は約 99%となっている。一方で、インド系住民
の多いネパール南部のタライ地域は相対的にトイレ普及率が低く、50%を下回る。特に東
部タライ地域のサプタリ郡では普及率が約 20%と最も低い。 
図書館内部の壁面には各種掲示物が貼られている。掲示物は大きく４つのグループに分
けられる。第一に図書館の基本的な情報に関する掲示物、第二に主な設置資金提供者であ
る READについての掲示物、第三に教育用の掲示物である。第一と第三のグループの掲示
物は英語とネパール語によって書かれており、第二のグループについては英語のみであっ
た。一方で、チベット語によって書かれたものは存在しなかった。 
 
3.1.3 サービス 
（１） 図書館部門 
 図書館部門では、蔵書の貸し出し、コンピュータ及び電話の貸し出し、ウィキリーダー
の貸し出しが行われている。以下にその詳細を記す。なお、ウィキリーダーについては機
器自体を確認できず、貸し出しサービスの利用者もなかったため、説明は行わない。 
 
① 蔵書の貸出及び返却 
 プータン・コミュニティ・ライブラリーの蔵書については、71%をネパール語資料、20%
を英語資料、9%をヒンドゥ語資料が占める。資料全体でみた場合、ネパール語の文学作品
（小説含む）が 32%を占めている。また、蔵書の分類は、デューイ十進分類法に従って分
56 
 
類されている。なお、蔵書構成の詳細については、下記の「表 20 ：プータン・コミュニ
ティ・ライブラリーにおける蔵書構成」に示した。 
 
表 20 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーにおける蔵書構成 
ネパール語 
  
 英語    
分類番号 主題 
蔵書 
冊数 
割合 
（%） 
 分類番号 主題 
蔵書 
冊数 
割合 
（%） 
000-099 総記 74 3.3   000-099 総記 47  2.1  
100-199 哲学 52 2.4   100-199 哲学 21  1.0  
200-299 宗教 54 2.4   200-299 宗教 25  1.1  
300-399 社会科学 338 15.3   300-399 社会科学 48  2.2  
400-499 言語 27 1.2   400-499 言語 36  1.6  
500-599 純粋科学 18 0.8   500-599 純粋科学 35  1.6  
600-699 技術 117 5.3   600-699 技術 87  3.9  
700-799 芸術 32 1.4   700-799 芸術 5  0.2  
800-899 文学 724 32.7   800-899 文学 67  3.0  
900-999 歴史と地理 152 6.9   900-999 歴史と地理 68  3.1  
合計 
 
1,588 71.6   合計  439 19.8  
    
     
ヒンドゥ語 
  
 
分類番号 主題 
蔵書 
冊数 
割合 
（%） 
 
000-099 総記 0  0.0   
100-199 哲学 38  1.7   
200-299 宗教 14  0.6   
300-399 社会科学 60  2.7   
400-499 言語 1  0.1   
500-599 純粋科学 0  0.0   
600-699 技術 14  0.6   
700-799 芸術 2  0.1   
800-899 文学 39  1.8   
900-999 歴史と地理 22  1.0   
合計    8.6   
 
出典：プータン・コミュニティ・ライブラリー内の掲示物を元に筆者作成 
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② コンピュータ及び電話の貸出 
館内に設置された４台のコンピュータは、図書館利用者に無料で開放されており、図書
館外壁にはインターネット・Eメールサービスを提供している旨が記されている。しかし、
図書館員の話によれば、少なくとも２年前からコンピュータはインターネットに接続され
ておらず、インターネットとメールは現状では利用できない状態である。なお、滞在中に
コンピュータ及びウィキリーダーの貸出サービスの利用者は確認できなかった。 
また、「3.1.2 所在と内部構造及び設備」でも述べたことであるが、館内に設置されて
いるのは、電源への接続が必要なデスクトップ型のコンピュータである。しかし、ネパー
ルの電力供給は不安定であり、停電も頻発する。自家発電機によって電気自体は確保でき
るものの、電源の切り替えと発電機の起動にある程度の時間を要する。このため、デスク
トップ型のコンピュータの運用には問題があると言える。 
 一方で、電話については滞在中に何度か使用されている。しかし、利用者はもっぱら図
書館関係者であり、ジョムソン村の住民が電話の利用を目的として来館する場面は確認で
きなかった。図書館自体の住民からの認知度の低さと共に、ネパールでは携帯電話の普及
が進んでおり、図書館で電話を借りる必要性が低いことも、その一因であると思われる。 
 
③ 各種プログラム 
 図書館内の壁面に掲示されたポスターによれば、プータン・コミュニティ・ライブラリ
ーでは、教育に関する活動、社会的な活動、経済に関する活動及び情報通信技術に関する
活動を行っている。活動内容については下に示した「表 21 ：プータンコミュニティライ
ブラリーで行われている活動」に詳細をまとめた。また、「図 19 ：プータン・コミュニ
ティ・ライブラリーの活動内容を記した掲示物」は、プータン・コミュニティ・ライブラ
リーが行っている活動について記された掲示物の写真である。 
 
表 21 ：プータンコミュニティライブラリーで行われている活動 
教育に関する活動 
基本的な図書館業務、子供図書館、プータン・コミュニティ CLC の運営、貧しく真
面目な学生に対する奨学金の支給、識字活動の運営、各種記念日におけるイベント開
催（識字の日、教育の日、子供の日、図書館の日など）、教育的なコンペティション
の企画（エッセイ、スピーチ、絵、ディベートなど） 
社会的な活動 
週次開催の衛生部門の運営、植林、女性の意識向上プログラム（カウンセリング、職
業訓練）、国際婦人デーの祝賀、女性フェスティバルの祝賀、健康キャンプの運営（目、
生殖保健学、鼻、耳に関するもの） 
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経済 
地元の人への就業機会の提供、持続可能な施設運営に関するプログラム 
ICT 
Eメール及びインターネットサービスの提供、コンピュータトレーニング、電話の提
供、ウィキリーダーの提供 
 
出典：館内の掲示物を参考に筆者作成 
 
 
図 19 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの活動内容を記した掲示物 
筆者撮影 
 
 上の表に挙げられている活動のうち、基本的な図書館業務と子供図書館、地元の人への
就業機会の提供、持続可能な施設運営に関するプログラム及び電話の提供に関してはその
実施を確認できた。一方で、それ以外のプログラムについては 10 日間の滞在中には実施
を確認できなかった。 
 「E メール及びインターネットサービスの提供」については、調査を行った時点では図
書館のコンピュータはインターネットに接続されていなかったため、行われていないこと
が判明している。また「植林（reforestation）」については、図書館員に尋ねたところ、
その言葉の意味を把握していなかった。このことから、現在のところ実施されてはいない
と考えられる。 
毎週開催されているとされている衛生教室についても、滞在期間中に実施を確認できな
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かった。しかし、ジョムソン村に居住する医師の話によれば、ジョムソン村内にある病院
において、健康や衛生に関する講習が実施されたことはあるという。これがプータン・コ
ミュニティ・ライブラリーの企画・運営で行われたものであるかは断定できないが、図書
館内で行われていないからといって、即ち実施されていないとは断言できない。 
また、実態としては不明であるが、年に一回開催されるコンピュータ部門は人気があり、
沢山の人が参加すると図書館員は説明していた。しかし、滞在期間中にコンピュータの使
用は確認することはできなかった。「3.3 インタビュー調査結果」で後述するが、インタ
ビュー回答者の中には図書館でコンピュータが利用可能であることを知らない回答者もい
た。 
「教育的なコンペティションの企画」については、識字・作文コンペティションの優
秀作品が壁面にかけられていた。しかし、日光の当たらない場所であるにも関わらず紙が
劣化していたことから、優秀作品の掲示といった活動は長く行われていないことが推測さ
れる。一方で、児童部門の子供が書いたと思われる絵や折紙、工作作品などは比較的新し
いものであるように見受けられた。下に示した「図 20：展示された絵と折紙作品（左）
と粘土・木工作品（右）作品」は、図書館内に展示されていた絵、折紙作品と木工及び粘
土作品の写真である。 
 
  
図 20：展示された絵と折紙作品（左）と粘土・木工作品（右）作品 
筆者撮影 
 
（２） 児童部門 
 プータン・コミュニティ・ライブラリーの二階部分には、図書館部門と共に Children 
Section（以下児童部門と表記）と呼ばれる部屋が設置されている。主に託児施設として活
動しており、図書館員は基本的に児童部門に滞在している。調査期間中は最年少の乳児か
ら最年長の 10歳の児童まで、常に５～10 名程度の様々な年齢層の子供が預けられていた。
預けられる子供は、開館後に親が図書館まで連れてくる場合と、開館時に図書館員と共に
来館する場合がある。なお、調査中に確認できた男性の来館者は全て、児童部門に子供を
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預けることのみを目的としていた。児童部門では預かった子供を対象に、英語の数字の数
え方など簡単な英語教育を行っている。 
 児童部門には図書館部門とは別に担当者が任命されており、開館時間内は少なくともど
ちらか一方が館内に滞在していた。この児童部門の担当者に直接確認したところ、プータ
ン・コミュニティ・ライブラリーの正規の職員ではなく、身分はあくまで利用者であると
のことであった。 
 児童部門内には乳幼児用のベッドや、子供用のぬいぐるみ、図書などが置かれており、
子供がそれらを自由に使用できるようになっていた。また、図書館関係者による英語教育
も行われており、英語での数の数え方やアルファベットなどについて教えていた。 
 
3.2 カトマンズ、バンディプルの図書館 
3.2.1 カトマンズの READセンター 
 カトマンズの READ センターは、READ Nepal によって 2010 年に設置された。「2.2.3  
NGOによる図書館」で述べたように、この READセンターはカトマンズ中央市街の北部、
大使館などが多く立地する地域にあり、周囲は高級住宅街である。READ センターの中で
もモデルセンターという位置づけにあり、ネパールにおけるリソースセンターのモデルと
して作られた。下に示した「図 21 ：カトマンズの READセンター」はその外観である。 
 
 
図 21 ：カトマンズの READセンター 
筆者撮影 
 
 館内には英語やヒンドゥ語はもちろん、マルファ語やタカリ語といったネパール国内で
用いられているいくつかの言語の書籍による多言語資料を収蔵・提供している。なお、ネ
パール国内の諸言語については、健康や衛生についての簡単な冊子状のもののみである。
新着図書としては 1970 年代から 2009 年まで、幅広い刊行年のものが並べられており、必
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ずしも新刊の図書が新着図書として購入されているわけではない。 
 
 
図 22 ：カトマンズの READセンター（館内の様子） 
筆者撮影 
 
 また、館内には４台のコンピュータが置かれ、利用者に提供されている。なお、設置さ
れていた４台は薄型画面のものであった。少なくとも 2013 年の訪問時にはインターネッ
トに接続されており、来館者が使用していた。CD や DVD といった視聴覚資料も置かれ
ていたが、どのような内容なのかは確認できなかった。上に示した「図 22 ：カトマンズ
の READ センター（館内の様子）」は館内を写真に撮ったものである。また、下に示した
「図 23 ：カトマンズの READセンター（コンピュータ周辺）」は、センター内に設置さ
れたコンピュータ及びその利用者の写真である。「図 24 ：カトマンズの READセンター
（視聴覚資料」は、同センターに収蔵されていた視聴覚資料の写真である。 
 
  
左）図 23 ：カトマンズの READセンター（コンピュータ周辺） 
右）図 24 ：カトマンズの READセンター（視聴覚資料） 
共に筆者撮影 
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 センター内には図書館部門、視聴覚部門、コンピュータ部門の他に児童部門も設置され
ており、子供向けの図書の他に、教育用のポスターなどが壁面に張られていた。また、同
じ部屋では成人向けの識字あるいは衛生などについての部門が開かれており、参加者の顔
写真と出席表が壁面に張られていた。 
 図書館に訪問した際にはコンピュータ部門に４名、児童部門に１名の利用者を確認でき
た。利用者は全て女性であったが、年齢層は比較的多彩であり、コンピュータ部門には 20
代から 30 代と見られる利用者が、児童部門には 50代と見られる利用者が確認できた。 
 なお、カトマンズの READセンターを訪問する際にはタクシーを利用した。その際、３
名のタクシー運転手に READセンターに行くよう依頼したが、全員その存在を知らなかっ
た。比較的街に詳しいと思われるタクシー運転手が図書館の存在を把握していなかったこ
とから、カトマンズの READセンターが、市内の誰にでも知られている施設という地位に
は至っていないことが推察される。 
 
3.2.2 バンディプルの地域図書館 
 今回の調査においては、ジョムソン村のプータン・コミュニティ・ライブラリーの他に、
バンディプル村の地域図書館についても簡単に調査を行った。調査は 2014 年４月４日か
ら４月７日の４日間行った。本項においては、バンディプル村と同村に設置された図書館
について説明を行う。 
 まず、バンディプル村について簡単に説明を行う。バンディプル村は、カトマンズから
西に約 80km、ポカラからは東に約 20km 離れた、西部丘陵地域ラムジュン郡にある山村
である。ネパールにおいては古くから景勝地として知られていたが、外国人向けに大々的
に観光化が進んだのは比較的近年の話であり、村人の多くは現在でも農業を営んでいる。
また、元々はマガール族が居住していた土地であるが、18 世紀頃から多くのネワール族が
移り住んだ。マガール族とは、もともとはネパール中西部のアンナプルナ山の南嶺に居住
するモンゴロイド系の出自を持つ民族である。バンディプル村がある地域は、先に述べた
とおり地形区分としては丘陵地域であり、標高自体も山岳地域にあるジョムソン村と比較
すると標高の低い地域にある。しかし、最寄りの街道から車で 20 分ほど山道を登ったと
ころにあり、村自体も山の斜面に沿う形で広がっている。 
 村は山に沿って大きく３つの層に分けられ、最上層は伝統的な建築が立ち並び、近年増
えつつある外国人向けの宿泊施設などもこの層に多い。また、学校や本項で扱う図書館も
この層にある。第２層には村の住民向けの商店などが多いが、一部の比較的高級な宿泊施
設も存在する。この２つの層では、道が石で舗装されており、また車両の乗り入れが禁止
されている。そして最も低い位置にある層には伝統建築ではない、コンクリートなどで作
られた住居が多く、道は未舗装である。また、田畑の大部分はこの第３層より下に広がっ
ている。なお、ここで言う３つの層は、本稿において便宜的に名付けているだけであり、
実際に明確な線引きが為されているわけではない。 
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 バンディプル村の図書館は「キタカナ」と呼ばれており、外観は下に示した「図 25 ：
バンディプルの図書館の外観」の通りである。キタカナとは、ネパール語で「書庫」を示
す。村の中央通りの真ん中に建つ２階建ての建物であり、１階部分は物置として使われて
おり、２階部分が図書館となっている。１階部分は常に施錠されており２階からはアクセ
スできない。２階の図書館には外壁に取り付けられた階段を用いて行き来する構造となっ
ている。開館時間は 16 時から 17時にかけて１時間から２時間程度であり、土曜部が休館
日である。図書館の運営は村に住む２人の女性によって行われている。なお、館内には土
足で入ることができる。 
 
 
図 25 ：バンディプルの図書館の外観 
筆者撮影 
 
 蔵書に関しては、比較的新しい資料も収蔵されており、確認できた中で最新の資料とし
ては、2004年に刊行された資料があった。ドイツ語やフランス語といったネパール語以外
の言語の図書の多くには奥付などに手書きで署名がされていた。このことから、ネパール
語以外の蔵書は寄贈されたものも多く含まれていると考えられる。館内にカウンターなど
は設置されておらず、蔵書に貸し出しカードなども備えられていなかったため、蔵書利用
は館内のみであると思われる。 
 内部の構造は以下に示した「図 26 ：バンディプルの図書館の内部構造」の様になって
いる。入ってすぐのところは壁際にベンチが置かれているだけであり、左手に書架が並ん
でいる。また壁面には明かり取りの窓があるものの、館内に照明器具は設置されていない。
書架は全部で７個あり、言語や図書の種別によって分類されている。 
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図 26 ：バンディプルの図書館の内部構造 
調査を元に筆者作成 
 
 訪問した際には館内に５～６名の利用者と運営している女性の１人が滞在していた。書
架の間の窓際に座って読書をしていた女性１名を除いた他の利用者は、入ってすぐのベン
チが置いてあるスペースに座り、雑談などに興じていた。利用者は男女同数程度であり、
プータン・コミュニティ・ライブラリーに見られたようなジェンダーによる偏りは見受け
られなかった。利用者を年齢から見ると、読書をしていた女性が 10 代後半、運営者の女
性を含めたその他の利用者は、20 代から 30 代前半と見られ、子供や高齢者は見られなか
った。 
 また、訪問中に３名の村民に図書館について尋ねた。第３層に住む 11 歳の少年とその
45 歳の父親、そして最高層の図書館の正面で営業している商店の男性店員の３名である。
その結果、３名とも図書館の存在自体は認識していたが、開館時間などを知っていたのは
商店の男性店員のみであった。また、第３層の少年とその父親については、図書館の存在
は知っていたものの利用したことはないという。 
 
3.3 インタビュー調査結果 
 本研究では、プータン・コミュニティ・ライブラリーの関係者２名、利用者５名及び非
利用者３名に対してインタニュー調査を行った。インタビューに際しては、ネパール語及
65 
 
び英語で質問を記した用紙を渡した上で、質問文を英語で読み上げた。回答方法は筆記あ
るいは口述により、使用言語は回答者の任意でネパール語あるいは英語が用いられた。ま
た、英語の読み書きができない回答者とのインタビューにおいては、英語とネパール語の
二語話者である通訳を介してインタビューを行った。 
 インタビュー内容としては、はじめに居住地域、使用言語に関する質問、次に図書館利
用者、関係者、非利用者別に利用目的や図書館への要望などに関する質問、最後に回答者
の年齢や学校教育経験、カーストなどの個人情報に関する質問を行った。詳細なインタビ
ュー内容については、付録資料にその全文を添付した。また、インタビュー調査の諸条件
については、「表 22 ：インタビュー調査の実施条件」に示した。 
 
表 22 ：インタビュー調査の実施条件 
回答者 性別 区分 実施場所 
回答に使用 
した言語 
母語 
回答 
方法 
備考 
V 男性 非利用者 
回答者の職場 
（宿泊施設） 
英語 ネパール語 筆記 
回答は一部
口述 
M 女性 利用者 
回答者の職場 
（宿泊施設） 
ネパール語 チベット語 筆記   
Sa 女性 関係者 図書館内 ネパール語 ネパール語 口述   
Su 女性 利用者 図書館内 英語 ネパール語 口述   
D 女性 関係者 図書館内 英語 ネパール語 口述   
T 男性 非利用者 
回答者の職場 
（宿泊施設） 
ネパール語 
英語 
チベット語 口述   
L 女性 利用者 図書館内 英語 ネパール語 口述   
N 女性 利用者 図書館内 英語 
ネパール語 
タカリ語 
口述   
E 女性 利用者 図書館内 英語 ネパール語 口述   
B 男性 非利用者 
回答者住居近
くの食堂 
ネパール語 ネパール語 口述 
通訳を介し
て質問 
 
出典：インタビュー結果をもとに筆者作成 
 
3.3.1 図書館関係者 
（１） 関係者 D 
 関係者 D は、プータン・コミュニティ・ライブラリーの図書館員を勤める 23 歳の女性
である。所属するカーストはネパーリである。なお、ネパーリと呼ばれるカーストについ
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ては詳細不明であり、どのような位置付けであるか不明である。しかし、ムスタン郡にお
いて「タマン・タカリー」と呼ばれる人々が、居住地外では、「グルン」「タカリ」「ネパー
リ」と言った名称や、より上位のカーストの姓を名乗ることがある５７という。関係者 D
の場合も、これにあてはまる可能性がある。インタビューを実施したのはムスタン群内で
あるが、外部の人間である筆者に対してこのように名乗ったとも考えられる。下に示した
「図 27 ：関係者 D」は、回答者の写真である。また、インタビューはネパール語と英語
によって質問を記した紙を渡した上で、英語によって行い、関係者 Dの回答は英語によっ
て行われた。なお、関係者 Dに対するインタビューに関する諸条件の詳細は、下記の「表 
23 ：関係者 Dに対するインタビュー」に示した。 
 
   表 23 ：関係者 D に対するインタビュー 
回答者 関係者 D 
性別 女性 
区分 図書館関係者 
実施日時 2014/3/24  09:25-09:40 
実施場所 図書館内 
母語 ネパール語 
使用 
言語 
質問者 英語 
回答者 英語 
回答方法 口述 
 
 
 
 
    図 27 ：関係者 D 
 
 関係者 Dはジョムソン村在住で、プータン・コミュニティ・ライブラリー & インフォ
メーションセンターの正規のスタッフとして勤務している。家族との会話ではネパール語
を使用し、読み書きについても、公的文書を読み、手紙やメールを作成できるレベルのリ
テラシーを持っている。ネパール語の他にはヒンドゥ語と英語を使用できる。英語につい
ては「多少使える」といった回答をしているが、質問に対しては英語で問題なく回答でき
ていた。タカリ語やチベット語など、国内・近隣で用いられているその他の言語について
は使用できないとのことであった。 
 就学状況としては、学士課程を修了しており、現在は在学していない。また学校外教育
として、READ Nepal による図書館員教育を受けている。 
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 図書館員としては２年前からプータン・コミュニティ・ライブラリーに勤めており、現
在、図書館員以外の仕事はしていない。また、給与は日給制で支払われている。インタビ
ュー調査においては、正規の図書館員であるかを尋ねた際にはそれを否定し、給与が日給
制で支払われている旨を回答した。その後、主としている職業について尋ねた際には、専
業の図書館員であると回答した。このことから、関係者 Dは、日給制の雇用形態での就業
している自身を、正規の職員として認識していないと考えられる。また、関係者 Dが図書
館員として就業する以前は、図書館員の業務が村内で順次交代しながら行われていたとの
ことである。このことからも、プータン・コミュニティ・ライブラリーの図書館員は、正
規職員とは認識されていないと思われる。 
関係者 D は、開館時には出勤していない場合が多く、12 時前後に図書館に現れる場合
が多かった。なお、図書館の解錠は主に、後述する児童部門責任者の関係者 Sが行ってい
た。また、勤務中は基本的に児童部門にて子供の世話をしており、調査期間中に図書館部
門での業務を見ることはできなかった。図書館運営においては、E メール・インターネッ
トサービスの再開及び新しい書籍の提供について必要を感じており、実際に利用者からも
それらの要望は寄せられている。しかしながら、財政的な問題から現在のところサービス
再開のめどは立っていない。なお、回答者が図書館員となった２年前の時点で既にインタ
ーネットには接続されていなかった。 
 インタビュー外での関係者 D との会話で明らかになったことであるが、関係者 D は図
書館で実施しているプログラムについて、その内容を正確に把握しているとは考えにくい。
例えば、館内壁面に貼られた掲示物には、プータン・コミュニティ・ライブラリーでは植
林を行っている旨が書かれていたが、関係者 D はこの語の意味を理解しておらず、またそ
の活動内容を把握していなかった。これらの点から、回答者が図書館員になってから開催
されていないプログラムが存在すると考えられる。 
 
（２） 関係者 Su 
 関係者 Su は、プータン・コミュニティ・ライブラリーの児童部門を担当する 20 歳の女
性である。所属するカーストはパリヤルである。パリヤルというカーストについては、詳
細不明である。しかし、ネパールと国境を接するインド北部のウッタル・プラデーシュ州
に同名の町があり、また関係者 Su がモンゴロイド系ではなく、ヒンドゥ系であることか
ら、ヒンドゥ系諸カーストの一つであると考えられる。下に示した「図 28 ：関係者 S」
は、回答者の写真である。また、インタビューはネパール語と英語によって質問を記した
紙を渡した上で、英語によって行い、関係者 Su の回答はネパール語によって行われた。
なお、関係者 Su に対するインタビューに関する実施条件の詳細は、下記の「表 24 ：関
係者 Su に対するインタビュー」に示した。 
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  表 24 ：関係者 Su に対するインタビュー 
回答者 関係者 Su 
性別 女性 
区分 図書館関係者 
実施日時 2014/03/23 08:00-08:15 
実施場所 図書館内 
母語 ネパール語 
使用 
言語 
質問者 英語 
回答者 ネパール語 
回答方法 口述 
 
 
 
 
    図 28 ：関係者 S 
 
 回答者はジョムソン村第５区の空港に住んでいる。自宅での使用言語はネパール語であ
り、インタビューの回答によれば、公的文書の読み取りや手紙・メールの作成が可能なレ
ベルのリテラシーを持っている。その他の言語としては、ヒンドゥ語と英語を挙げている。
回答に寄れば、両言語共に「少し話せる程度」とのことであるが、英語については、筆者
との会話において問題がないレベルであった。また、児童部門においては子供に対する英
語教育の担当も勤めている。ヒンドゥ語については実際に使用している場面を見ていない
ため、実際にどの程度使えるのかは不明である。 
 回答者の就学状況としては、初等教育と前期中等教育は修了している。中期中等教育（高
等学校）の修了試験である SLC を通過し、現在は日本における高等学校の３年次にあた
る 12 年生の課程にいると回答している。学校外教育の経験の有無については、１週間の
料理研修を受けたと答えているが、プログラムの詳細は不明である。 
 図書館利用について事前に確認したところ、児童部門の担当者ではあるがあくまでも図
書館利用者であるとの回答を得たため、図書館員向けのインタビューではなく、図書館利
用者に対するインタビューを行った。まず、利用頻度については「週に一回、本を一冊読
む程度」と回答している。実際、児童部門の担当者としてほぼ毎日図書館に来館していた
が、図書館施設を利用していたのは 10 日間の滞在中で、友人が来た１日のみであった。
家族や友人の図書館利用については、共に利用しており、特に新しい本が入ると読みに来
ているという。特に友人については、図書館部門だけでなく、児童部門の本も読んでいる
と回答している。次に主な利用目的としては、回答者自身とその子供の読書のために利用
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しており、インターネットが利用できていた頃は、インターネット利用も主な目的であっ
たという。同様に、最も頻繁に利用する図書館のサービスは、図書館の蔵書であると答え
ている。その理由として、知識の獲得や自身の能力の向上を目指していると回答している。
図書館への要望としては、新しい図書の充実とインターネットへの接続を挙げている。 
 回答者は、基本的に図書館の開館時から午後１時まで館内の児童部門に滞在し、預けら
れた子供の世話をしている。また、児童部門だけでなく、図書館部門の業務も行っている。 
 
3.3.2 図書館利用者 
（１） 利用者M 
 利用者Mは、高等学校に通いながらジョムソン村の本村のはずれにあるホテルに勤務す
る、16 歳の女性である。所属するカーストはボテのグルンである。「グルン」とはジョム
ソン村周辺から以南にかけて居住するモンゴロイド系の民族である。また「ボテ」とは、
本来は「チベット人」を意味するが、ネパールに居住するモンゴロイド系の住民一般を指
す用法もある５８。下に示した「図 29 ：利用者 M」は回答者の写真である。また、イン
タビューはネパール語と英語によって質問を記した紙を渡した上で、回答者のネパール語
による筆記回答によって行った。なお、関係者 Sに対するインタビューに関する諸条件の
詳細は、下記の「表 25 ：利用者Mに対するインタビュー」に示した。 
 
  表 25 ：利用者 M に対するインタビュー 
回答者 利用者M 
性別 女性 
区分 図書館利用者 
実施日時 2014/03/23 09:30-09:50 
実施場所 回答者の勤務するホテル 
母語 チベット語 
使用 
言語 
質問者 ネパール語 
回答者 ネパール語 
回答方法 筆記 
 
 
 
   図 29 ：利用者M 
 
 回答者は、ジョムソン村から道のりにして約９km のところにあるファラック村に住ん
でいる。自宅においてはチベット語を用いており、同じホテルに勤める他の従業員ともチ
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ベット語で会話している。しかし、ネパール語も不自由なく使え、ホテルの客のほとんど
に対してはネパール語を用いて会話を行っていた。インタビューにおいても、ネパール語
の読み取り能力は公的文書を読めるレベル、書き取りにおいても手紙やメールを作成でき
るレベルであると回答している。しかし、英語については簡単な単語や文章を使える程度
であり、英語しか話せない観光客への応対は基本的に行っていなかった。従って、質問へ
の回答もネパール語で行っている。質問への回答中も、質問内容の確認は専らネパール語
の文章によって行っていた。 
 回答者の就学状況は、初等教育、前期中等教育は修了しており、現在は中期中等教育（高
等学校）に通っており、主に経営について学んでいる。しかし、出席は朝のみであり、昼
前から夜にかけてはホテルや併設の雑貨屋で掃除や接客などを行っている。なお、学校外
教育を受けた経験はない。 
 図書館の利用状況については、プータン・コミュニティ・ライブラリーを１日１回利用
していると回答している。図書館利用の主な目的として「新しいことを学ぶため」と回答
しており、最も頻繁に利用する図書館のサービスとして「腰掛けるための椅子」を挙げて
いることから、主に学習スペースとして図書館を利用していることが推測される。また、
図書館に対する要望として、筆記用具やノートの提供を望んでいる。 
 回答者は、プータン・コミュニティ・ライブラリーの館外で出会った唯一の図書館利用
者である。また、インタビュー回答者の中で唯一、図書館を専ら学習スペースとして利用
していた利用者でもある。 
 
（２） 利用者 Sa 
 利用者 Saは、プータン・コミュニティ・ライブラリー内で出会った 20 歳の女性である。
所属するカーストはラグンである。ラグンというカーストについての詳細は不明であるが、
利用者 Sa の外見などから、ヒンドゥ系諸カーストの一つであると推測できる。下に示し
た「図 30 ：利用者 Sa」は、回答者の写真である。また、インタビューはネパール語と
英語によって質問を記した紙を渡した上で、ネパール語で質問を読みあげる形で行い、回
答者は英語によって回答した。なお、利用者 Sa に対するインタビューに関する諸条件の
詳細は、下記の「表 26 ：利用者 Saに対するインタビュー」に示した。 
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  表 26 ：利用者 Saに対するインタビュー 
回答者 利用者 Sa 
性別 女性 
区分 図書館利用者 
実施日時 2014/03‎/23 08:16-08:23 
実施場所 図書館内 
母語 ネパール語 
使用 
言語 
質問者 英語 
回答者 英語 
回答方法 口述 
 
 
 
 
    図 30 ：利用者 Sa 
 
 回答者はジョムソン村に居住しており、家族との会話にはネパール語を用いている。ネ
パール語については、公的文書を読み、手紙やメールの作成が可能な程度である。ネパー
ル語以外の言語としては英語とヒンドゥ語を用いることができる。英語能力については、
英語による質問のいくつかの意味が分からずにネパール語の文章を確認する程度であり、
しばしば同席していた児童部門の担当者である関係者 Su に確認を求めていた。 
 就学状況については、学士課程までの高等教育は修了しており、現在は修士課程に在籍
している。また、学校外教育としては、プータン・コミュニティ・ライブラリーにおいて
女性教育や環境教育、情報通信技術についての教育などを受けたことがある。 
 図書館の利用状況は、概ね１週間に１回程度の利用頻度であり、主に図書館で行われて
いるプログラムへの参加を目的に来館していると回答している。一方で、最も利用する図
書館のサービスは蔵書であり、知識の獲得をその主要な目標としている。 
 
（３） 利用者 L 
 利用者 Lは、プータン・コミュニティ・ライブラリーの館内で出会った、村外に居住す
る 18 歳の女性である。所属するカーストはネワールである。ネワールとは、カトマンズ
周辺の盆地地域に元来居住していた先住民であり、仏教徒とヒンドゥ教徒が混在している。
また、言語的にはチベット・ビルマ語系であり、独自のカースト体系を持っている。下に
示した「図 31 ：利用者 L」は、利用者 L の写真である。また、インタビューはネパール
語と英語によって質問を記した紙を渡した上で、ネパール語で質問を読みあげる形で行い、
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回答者は英語によって回答した。なお、利用者 L に対するインタビューに関する諸条件の
詳細は、下記の「表 27 ：利用者 Lに対するインタビュー」に示した。 
 
  表 27 ：利用者 Lに対するインタビュー 
回答者 利用者 L 
性別 女性 
区分 図書館利用者 
実施日時 2014/3/28 09:42-09:49 
実施場所 図書館内 
母語 ネパール語 
使用 
言語 
質問者 英語 
回答者 英語 
回答方法 口述 
 
 
 
 
    図 31 ：利用者 L 
 
 利用者 Lは普段ネパール語を使用しており、読みについては公的文書のレベル、書き取
りについては手紙・メールのレベルで可能であると答えている。英語による会話能力につ
いては、聞き取りや簡単な返答については問題ないが、理由の説明はやや難しい、という
程度であった。また英語とネパール語以外ではヒンドゥ語を使えるとのことだが、自身の
ヒンドゥ語能力については「ほんの少しである」と回答していた。なお、所属するカース
トはネワールであるが、ネワール語は使用できないとのことである。 
 前期中等教育は修了しており、現在は中期中等教育に在籍している。学校外教育として
は、利用者 Sa と同様にソーシャルサービスとしての教育プログラムを挙げている。 
 図書館利用については、大体１ヶ月に１度、本の貸し出しのために利用するとのこと。
筆者が滞在中に、友人と共に一度だけ来館し、ネパール語の小説と思われる本を借りてい
った。なお、関係者 Sとは懇意なようで、雑談を交わしながら本を選んでいた。 
 図書館の利用目的としては知識の習得を挙げており、主に利用するサービスは図書の貸
し出しである。図書館に対する要望としてはインターネットサービスの提供を挙げている。 
 
（４） 利用者 N 
 利用者 N は、ジョムソン村の近くにあるナガルコット村に住む、18 歳の女性である。
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プータン・コミュニティ・ライブラリー内で出会った利用者の一人であり、所属するカー
ストはタカリである。タカリとは、ジョムソン村周辺を含むカリ・ガンダギ川沿いの地域
に出自を持つモンゴロイド系の民族であり、ホテルや飲食店で多く働いている。下に示し
た「図 32 ：利用者 N」は、利用者 N の写真である。また、インタビューはネパール語と
英語によって質問を記した紙を渡した上で、ネパール語で質問を読みあげる形で行い、回
答者は英語によって回答した。なお、利用者 N に対するインタビューに関する諸条件の詳
細は、下記の「表 28 ：利用者 N に対するインタビュー」に示した。 
 
 表 28 ：利用者 N に対するインタビュー 
回答者 利用者 N 
性別 女性 
区分 図書館利用者 
実施日時 2014/3/28 09:50-09:56 
実施場所 図書館内 
母語 ネパール語 
使用 
言語 
質問者 英語 
回答者 英語 
回答方法 口述 
 
 
 
 
    図 32 ：利用者 N 
 
 利用者 N の自宅での使用言語はネパール語とタカリ語である。ネパール語については、
読みは公的文書を読める程度、書き取りは手紙やメールを作成できる程度であると回答し
ている。ネパール語以外の言語としては英語とヒンドゥ語の使用が可能であり、ヒンドゥ
語のレベルについては「少しだけ」と答えている。また英語については、インタビューへ
の回答でところどころネパール語が混ざるものの、基本的にはスムーズに話すことができ
ていた。就学状況としては、現在、前期中等教育まで修了しており、現在は中期中等教育
に在籍中である。よって職業は学生となる。 
 図書館の利用状況は、利用者 N は１ヶ月に１度程の頻度で、蔵書の利用を目的として来
館しているという。また、友人や家族の利用状況については、友人は利用者 Nと同じく１
ヶ月に１度程度、家族は利用していないという。調査中に来館した際には、関係者 Sと談
笑しながら、ネパール語小説の排架された書架周辺を歩き回っていた。 
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（５） 利用者 E 
 利用者 E はジョムソン村に住む 19 歳の女性で、プータン・コミュニティ・ライブラリ
ー館内で出会った利用者の一人である。所属するカーストはタカリ-トラズンである。タカ
リ-トラズンというカーストについては詳細不明であるが、前述の利用者 N と同様のタカ
リ族の中の分類であると思われる。下に示した「図 33 ：利用者 E」は、利用者 Eの写真
である。また、インタビューはネパール語と英語によって質問を記した紙を渡した上で、
ネパール語で質問を読みあげる形で行い、回答者は英語によって回答した。なお、利用者
Eに対するインタビューに関する諸条件の詳細は、下記の「表 29 ：利用者 Eに対するイ
ンタビュー」に示した。 
 
  表 29 ：利用者 E に対するインタビュー 
回答者 利用者 E 
性別 女性 
区分 図書館利用者 
実施日時 2014/3/28 09:58-10:54 
実施場所 図書館内 
母語 ネパール語 
使用 
言語 
質問者 英語 
回答者 英語 
回答方法 口述 
 
 
 
 
    図 33 ：利用者 E 
 
 利用者 E の普段の使用言語はネパール語であり、家庭内でもネパール語を用いている。
ネパール語のレベルについては、読みの能力は公的な文書を読める程度、書き取りの能力
は手紙やメールを作成できる程度であると答えている。英語とヒンドゥ語については、『少
しだけ』と回答しているが、少なくとも英語については、インタビューに対して遅滞なく
答えられる程度であり、充分に使えていた。 
 就学状況としては、初等教育を修了しているが、前期中等教育は終えていない。ACAPS
（Annapurna Conservation Area Partner Ship）による学校外教育を受けている。 
 利用者 Eは、１ヶ月に１回程度の頻度でプータン・コミュニティ・ライブラリーを利用
しており、現在は主に蔵書の利用を目的として来館している。また、家族や友人のプータ
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ン・コミュニティ・ライブラリーの利用状況を尋ねたところ、家族の利用はなく、友人の
利用は少しとの回答を得た。なお、プータン・コミュニティ・ライブラリー以外の図書館
に関する家族や友人の利用状況については、１ヶ月に１回程度と答えている。 
 図書館への要望としては、新しい本とインターネットへの接続を挙げている。利用者 E
は、よく利用するサービスについての質問で、蔵書とインターネットを挙げていた。しか
し、関係者 Dとの話などから、インターネットへの接続は少なくとも２年前の段階で停止
されていることが分かっている。このことから、利用者 Eは、かつてプータン・コミュニ
ティ・ライブラリーにおいてインターネットサービスを利用していたことが推察される。
また、利用できなくなって２年以上が経過するインターネットサービスを、「最も頻繁に利
用するサービスは何か」という問いに対して挙げたことから、利用者 E にとってインター
ネットサービスは比較的大きな位置を占めていたことが伺われる。 
 
3.3.3 図書館非利用者 
（１） 非利用者 V 
非利用者 Vは、本研究の対象としたプータン・コミュニティ・ライブラリーの近くに建
つゲストハウスにウェイターとして勤める 17 歳の男性である。所属するカーストはカル
キである。カルキというカーストについての詳細は不明であるが、インド北部、ネパール
と国境を接するウッタル・プラデーシュ州の「カルキ-ラージプート」に出自を持つ、チェ
トリ層のカーストの一つであると推測される。 
 
 表 30 ：非利用者 V に対するインタビュー 
回答者 非利用者 V 
性別 男性 
区分 図書館非利用者 
実施日時 2014/03/22 10:50-11:05 
実施場所 回答者の勤務するホテル 
母語 ネパール語 
使用 
言語 
質問者 英語 
回答者 英語 
回答方法 筆記（一部口述） 
 
 
 
 
    図 34 ：非利用者 V 
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 上に示した「図 34 ：非利用者 V」は、回答者の写真である。また、インタビューはネ
パール語と英語によって質問を記した紙を渡した上で、英語で質問を読みあげる形で行い、
回答者は英語の筆記によって回答した。なお、非利用者 Vに対するインタビューに関する
諸条件の詳細は、上記の「表 30 ：非利用者 V に対するインタビュー」に示した。 
 まず、回答者の基本的な情報を説明する。回答者はジョムソン村に居住しており、自宅
を含めた日常生活においてネパール語を使用している。前述のゲストハウスでのウェイタ
ー業務においても、ゲストハウスの宿泊客とネパール語、英語、ヒンドゥ語を用いて会話
している。ネパール語のリテラシーに関しては、公的文書を読み、手紙やメールの作成が
可能なレベルである。一方で英語は、会話においては観光客との簡単な日常会話を含めた
業務上のやりとりを行えるレベルであるが、書き取り能力は単語と簡単な文章にとどまる。
しかし読み取り能力は高く、質問文の英語を遅滞なく読み、ネパール語文章を確認するこ
となく質問に答えることができていた。質問への回答においても、Yes/No 式の質問や、姓
名、職業といった単語のみで回答できる問いに対しては英語の筆記による回答を行ってい
たが、理由を説明するような質問に対しては口頭での回答を行った。ヒンドゥ語について
は、読み書き能力は不明であるが、いくつかの単語を繰り返してインド人観光客とコミュ
ニケーションをはかっていた。 
 回答者の就学状況は、初等教育（小学校）を卒業しており、現在は Hindu dharma と呼
ばれる学校外教育を受けている。Hindu Dharma（直訳すれば『インドの宗教』）は、ヒ
ンドゥ教の寺院において行われる教育活動であり、ヒンドゥ教の教義やヒンドゥ語を教え
るほか、英語や基本的な計算なども教えている。なお回答者は、ゲストハウスの業務の空
き時間に自主的に学習を行っている。 
 次に、当該回答者の図書館利用に関するインタビュー結果に移る。まず、回答者は現在
プータン・コミュニティ・ライブラリーを利用していない。その理由を尋ねたところ、理
由の例示を求められた。それに対して筆者が「図書館に興味がない、充分な時間がないな
ど」といった例を挙げたところ、回答者が図書館を利用しない理由として、忙しくて行く
時間がない、という回答に至った。また、もし時間があれば利用する意志があるのか尋ね
たところ、「使ってみたい。本を読みたい」といった回答を得られた。なお、回答者の友人
や家族もプータン・コミュニティ・ライブラリーは利用していないとのことであった。 
 また、インタビューを始めるに当たってインタビューの内容や本研究の目的を説明した
際に判明したことであるが、回答者はプータン・コミュニティ・ライブラリーの存在をそ
もそも知らなかった。プータン・コミュニティ・ライブラリーの設立は 2000 年であり、
回答者がインタビュー当時（2014 年 3 月）17 歳であったことから、設立に際して行われ
た周辺住民による資材・労働力の共同出資に参加していないことは明らかである。しかし、
その後も活動を続けているはずの図書館の存在を、そのすぐ近くに勤務する就学中の人物
が知らないということは、プータン・コミュニティ・ライブラリーに対する住民の認識を
考える際に重要な点である。なお、回答者が勤務するゲストハウスのオーナー一家の女性
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は、プータン・コミュニティ・ライブラリーの存在を知っており、その設立に地元の女性
団体が関わっていることも把握していた。 
 
（２） 非利用者 T 
 非利用者 T は、ジョムソン村本村のはずれにあるホテルのコックを勤める、20 歳の男
性である。所属するカーストはラマである。ラマとは、チベット系の民族を示すカースト
である。下に示した「図 35 ：非利用者 T」は回答者の写真である。なお、本インタビュ
ーにおいては、調査者である筆者が英語で質問を読み上げ、それに対して回答者である非
利用者 T がネパール語で回答する、という形式をとっている。またインタビューは、事前
に渡した質問用紙の該当個所を指さしながら進めた。これは、回答者の英語能力を考慮し
たものである。なお、追加の質問に関しては英語での回答となった。非利用者 T に対する
インタビューに関する諸条件の詳細は、下記の「表 31 ：非利用者 Tに対するインタビュ
ー」に示した。 
 
 表 31 ：非利用者 T に対するインタビュー 
回答者 非利用者 T 
性別 男性 
区分 図書館非利用者 
実施日時 2014/03/24 18:30-18:40 
実施場所 回答者の勤務するホテル 
母語 チベット語 
使用 
言語 
質問者 英語 
回答者 ネパール語、英語 
回答方法 口述 
 
 
 
 
    図 35 ：非利用者 T 
 
 まず、非利用者 Tの自宅での利用言語はチベット語であり、職場であるホテルにおいて
も同僚との会話はチベット語で行っている。一方で、周囲の住民やネパール人の客との会
話の多くはネパール語で行っている。ネパール語に関しては、読みについては新聞を読め
る程度、書きについては自分の名前を書ける程度であると答えている。しかし、レシート
を発行する際にはネパール語での記述も行っていたため、実際に自分の名前しか書けない
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というわけではなく、手紙や E メールといった、ある程度の長さの文章をネパール語で記
述することが難しいということであろう。また、外国人観光客との会話においては、相手
に応じて英語とヒンドゥ語を用いていた。英語に関しては、業務上の会話については不自
由なくこなせる程度であるが、日常会話においては若干の語彙不足が見受けられた。また
ヒンドゥ語の能力について尋ねたところ、テレビ番組の内容がなんとなく分かる程度であ
る、との答えを得た。 
 就学状況としては、小学校を未卒で、現在も通学していない。しかし小学校自体には通
学していたことがあるとインタビューにおいて回答している。学校外教育としては、職業
訓練として椅子とベッドの作成を学んだことがあるという。 
 非利用者 T はプータン・コミュニティ・ライブラリーを現在利用しておらず、また利用
したこともない。その理由として、自身のネパール語能力の不足を挙げると共に、図書館
が好きではないとも回答している。また図書館を利用しない理由として、非利用者 Tの勤
務時間も関係していると思われる。非利用者 T はホテルに住み込みで働いており、午前 5
時前後から午後 9時程度まで、頻度の差はあれどもホテルの食堂施設や併設された雑貨屋
には来客がある。そのためホテルから長時間離れることができない。 
その他、インタビュー外の会話から、非利用者 T はプータン・コミュニティ・ライブラ
リーを有料施設であると考えていたことが分かった。また、図書館のサービスとしてコン
ピュータの提供、コンピュータ部門の開催が行われていることも知らなかった。 
なお、プータン・コミュニティ・ライブラリー以外の図書館の利用経験としては、小学
校において、毎週金曜日に Library Time という時間が設けられ、ゴータマ・ブッダに関
する物語などを読んでいたという。 
 
（３） 非利用者 B 
 非利用者 B は、ジョムソン村本村に住み農業を生業とする、55 歳の男性である。所属
するジャートはマッラである。マッラというカーストについての詳細は不明であるが、非
利用者 Bの容姿及び、チベット語系の言語であるボテ語を話せることから、モンゴロイド
系諸民族の一つであると考えられる。下に示した「図 36 ：非利用者 B」は、非利用者 B
の写真である。インタビューはネパール語と英語によって質問を記した紙を渡した上で、
英語で質問を読みあげると共に、ネパール語の通訳を介して行い、回答者はネパール語に
よって回答した。なお、非利用者 Bに対するインタビューに関する諸条件の詳細は、下記
の「表 32 ：非利用者 B に対するインタビュー」に示した。 
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 表 32 ：非利用者 B に対するインタビュー 
回答者 非利用者 B 
性別 男性 
区分 図書館非利用者 
実施日時 2014/03/30 07:22-07:31 
実施場所 回答者住居近くの食堂 
母語 ネパール語 
使用 
言語 
質問者 英語 
回答者 ネパール語 
回答方法 口述 
 
 
 
 
    図 36 ：非利用者 B 
 
 非利用者 B は普段、自宅においてネパール語を使用しており、読む能力は公的文書を読
める程度、書く能力は手紙やメールを作成できる程度であると回答している。実際、イン
タビュー前に質問用紙を見せたところ、ネパール語部分に関しては遅滞なく読むことがで
きていた。ネパール語以外の言語としてはボテ語を話すことができ、英語やヒンドゥ語は
使用できない。そのため、インタビューに際しては英語とネパール語を話せる非利用者 T
を介して依頼や事前の説明を行った。なおボテ語とは、ジョムソン村周辺地域で使用され
ている、チベット語系の言語である。 
非利用者 Bの就学状況は、初等教育を修了しておらず、現在通学もしていない。また学
校外教育等の経験もない。プータン・コミュニティ・ライブラリーの利用経験はなく、ま
た家族や友人も図書館は利用していない。自身が図書館を利用しない理由としては「学校
教育を受けたことがないから」と回答している。また、図書館を使ってみたいか、という
質問に対しては「分からない」と回答している。なお、回答者は職業についての質問に対
して「農業」と答えているが、筆者がジョムソン村に滞在している間、基本的に日中に仕
事をしている様子はなく、周囲の住民と雑談に興じていた。 
 
3.4 分析 
3.4.1 就学状況による分析 
 まず、下に示した「表 33 ：来館者帳における図書館利用者の性別・年齢グループ・教
育経験」は、館内に設置されていた来館者帳の内容を表にしたものである。 
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表 33 ：来館者帳における図書館利用者の性別・年齢グループ・教育経験 
ID
 
性別 年齢グループ 教育に関する状態 職業 
女
性 
男
性 
1
2
歳
以
下 
1
3
‐1
9
歳 
2
0
‐4
0
歳 
4
1
‐6
0
歳 
6
1
歳
以
上 
未
就
学 
多
少
の
教
育
経
験
あ
り 
初
等
教
育 
前
期
中
等
教
育 
中
期
中
等
教
育 
大
学
／
大
学
院 
学
生 
サ
ラ
リ
ー
マ
ン 
農
業 
自
営
業 
そ
の
他 
1   ○     ○             ○   ○   ○     
2 ○       ○             ○     ○       
3   ○     ○               ○ ○         
4   ○     ○             ○   ○         
5   ○     ○           ○         ○     
6 ○       ○           ○       ○       
7   ○       ○           ○           ○ 
8   ○         ○     ○           ○     
9   ○       ○         ○       ○       
10   ○       ○                 ○       
11           ○       ○         ○       
12           ○       ○         ○       
13           ○                         
14   ○     ○       ○       ○   ○       
15 ○       ○       ○   ○     ○         
16   ○       ○     ○     ○     ○       
17   ○       ○     ○           ○       
18 ○       ○       ○   ○     ○         
19   ○       ○     ○           ○       
20 ○       ○       ○           ○       
21 ○                                   
 
出典：プータン・コミュニティ・ライブラリー内の来館者帳を元に筆者作成 
 
 館内に設置された来館者名簿の記入者を見た場合、全 21 名の内、初等教育まで修了あ
るいは在籍が３名、前期中等教育まで修了あるいは在籍が５名、後期中等教育まで修了あ
るいは在籍が５名、学士・修士を合わせた高等教育まで修了あるいは在籍が２名であった。
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また、３名が多少の教育経験ありとのみ回答し、同じく３名が教育経験については未回答
だった。 
 また、「表 34 ：インタビュー回答者における図書館利用者の性別・年齢グループ・教
育経験」は、来館者帳の内容に即してインタビュー回答者を表形式にまとめたものである。
インタビューに回答した図書館利用者５名のうち、３名は後期中等教育に在籍中、１名は
前期中等教育に在籍中、そして１名が修士課程に在籍していた。また、図書館関係者の２
名は共に大学を修了していた。 
 
表 34 ：インタビュー回答者における図書館利用者の性別・年齢グループ・教育経験 
ID
 
性別 年齢グループ 教育に関する状態 職業 
女
性 
男
性 
1
2
歳
以
下 
1
3
‐1
9
歳 
2
0
‐4
0
歳 
4
1
‐6
0
歳 
6
1
歳
以
上 
未
就
学 
多
少
の
教
育
経
験
あ
り 
初
等
教
育 
前
期
中
等
教
育 
中
期
中
等
教
育 
大
学
／
大
学
院 
学
生 
サ
ラ
リ
ー
マ
ン 
農
業 
自
営
業 
そ
の
他 
M ○     ○               ○   ○         
Sa ○       ○               ○ ○         
L ○     ○               ○   ○         
N ○     ○             ○     ○         
E ○     ○             ○     ○         
 
出典：インタビュー結果を元に筆者作成 
 
これらの表を見ると、インタビュー回答者を含めて、記録にある中では未就学者の図書
館利用が確認できない。なお、「表 33 ：来館者帳における図書館利用者の性別・年齢グ
ループ・教育経験」中の通し番号 13 の来館者については、途中から筆跡が掠れており、
何度かペンでなぞった跡があった。このことから、自身の属性を明かしたくない、といっ
た理由からの未記入ではなく、単にペンのインクが切れただけであると思われる。しかし、
通し番号 21 の来館者については、自身の氏名と性別まではしっかりと記入しているもの
の、それ以降は来館者 13 のように記入しようとした痕跡もないため、意図的にその他の
属性を記入しなかったと思われる。 
 一方で、インタビューに回答した図書館非利用者３名のうち２名は初等教育を修了して
おらず、現在も教育を受けていない。残る１名は初等教育を修了しているものの、現在は
学校に在籍しておらず、学校外教育を受けている。また、図書館を利用しない理由を訪ね
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た結果、非利用者 V は時間的余裕の不足を挙げ、非利用者 T は非利用者 V と同様に時間
的余裕の不足を挙げると共に、自身のネパール語能力の不足をその理由として挙げた。一
方で非利用者Bは、学校教育を受けていないことを図書館を利用しない理由として挙げた。 
 
3.4.2 言語による分析 
 インタビュー回答者を、その家庭での使用言語によって分類すると、ネパール語７名、
ネパール語とタカリ語１名、チベット語２名となる。なお、利用者 Mは、ネパール語とタ
カリ語を家庭での使用言語として回答している。なお、今回行ったインタビュー調査にお
いては、「母語」という語の使用を避け、「普段家庭で使用する言語」という語を用いた。
これは、より日常的な語を用いることで、質問への理解を促進することを目的としたもの
である。従って、以下の文章において「母語」と記載した場合は、「普段家庭で使用する言
語」を意味する。 
 インタビュー回答者の母語を見ると、ネパール語以外の言語を母語とする住民も少なく
ないジョムソン村周辺地域において、ほぼ全員がネパール語を母語、あるいは家庭での使
用言語の一つとしている。逆に、ネパール語を母語としていないのは非利用者 T と利用者
Mであった。なお、利用者M については、母語についての質問に対して、「普段使う言語」
と回答しており、質問の意図が十分に伝わっていなかった。しかし、職場の同僚である非
利用者 T から、利用者 M がチベット語を母語としているという発言があったため、ここ
では利用者M の母語をチベット語とした。 
 一方で、プータン・コミュニティ・ライブラリーの蔵書構成を言語によって分類した場
合、ネパール語が 71.6%、ヒンドゥ語が 8.6%、英語が 19.8%であり、チベット語につい
ては、冊子が数冊、館内の机に置かれているのみである。ジョムソン村周辺地域において
は、ネパール語を読めず、かつヒンドゥ語あるいは英語を読める利用者というのは想定し
にくい。また、プータン・コミュニティ・ライブラリーはジョムソン村及び周辺地域の住
民の利用を目的として設置されている。このような蔵書における言語構成から、ネパール
語が図書館の蔵書利用における前提条件として認識されていたと考えられる。 
 このような状況に対して、チベット語を母語とする非利用者 Tは、図書館を利用しない
理由として、時間的余裕の不足と共に、自身のネパール語能力の不足を挙げている。非利
用者 T はインタビューにおいて、自身のネパール語能力を、読み取りについては新聞を読
める程度、書き取りについては自身の名前を書ける程度と回答している。新聞を読めると
回答しながらも、図書館を利用するにはネパール語能力が不足しているとも回答している
という点から、非利用者 Tは、図書館を利用するには「新聞が読める」程度のネパール語
では充分ではないと考えていると言える。 
 一方で利用者 M は、非利用者 T と同じくチベット語を母語としているが、ネパール語
についても読み書き共に不足なく行えると回答している。このことが、非利用者 T との図
書館利用状況の差に繋がっていると考えられる。しかし、その利用目的は学習場所として
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であり、最も頻繁に使用する図書館の設備については「椅子と机」と回答している。イン
タビュー回答者の中で、図書館の利用目的として蔵書利用以外を挙げたのは利用者 Mのみ
であるが、ネパール語以外の言語を母語とする利用者が、蔵書利用以外の目的を持って図
書館を利用している点は注目に値する。 
 
3.4.3 図書館の利用目的による分析 
 本節においては、インタビュー結果と現地での訪問調査及び館内に設置された来館者帳
の記入内容から、来館者におけるプータン・コミュニティ・ライブラリーの利用目的を見
ると共に、インタビュー結果から非利用者における図書館に対する認識を見る。 
 まず、インタビュー回答者におけるプータン・コミュニティ・ライブラリーの利用目的
を見てみる。利用者M はインタビューにおいて、図書館の利用目的を「学習のため」と回
答しており、最も頻繁に利用する図書館のサービスとして「椅子と机」を挙げている。利
用者 Sは、図書館で開催されるソーシャル・アクティビティを主な来館の理由として回答
した。一方で、最も頻繁に利用するサービスは蔵書の利用であり、その目的は知識の獲得
にあるという。利用者 L は利用者 Sと同様に、知識の獲得を目標とした蔵書利用が主な目
的であると回答している。利用者 N 及び E は、利用者 L と共に来館し、蔵書の利用を主
な目的として挙げたが、利用者 L とは異なり、知識の獲得については言及しなかった。 
 次に来館者帳の記入内容から利用目的を見る。来館者帳に記された 21 名の来館者のう
ち、利用したサービスを記入していたのは 18 名であった。そしてその全員が、「学習」あ
るいは「蔵書の貸出返却」の少なくとも一方を来館の目的としており、「学習」のみを目的
としているのは６名、「蔵書の貸出返却」のみを目的としているのが６名、そしてその両方
を目的としているのも同じく６名であった。来館者帳における来館目的の詳細は、下記の
「表 35 ：来館者帳における利用目的」に示した。 
 表からわかるように、来館目的を記入している来館者の全てが、学習か蔵書の貸し出し
を目的として図書館を利用している。しかしこの点については、来館者帳が図書館部門の
内部に設置されていることがその原因であると考えられる。図書館部門内部に設置されて
いることで、来館者帳に記入するのは必然的に図書館部門の利用者となるからである。従
って、これらが記入された当時においても、児童部門に子供を預けることのみを目的とし
た利用者は存在したと思われる。 
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表 35 ：来館者帳における利用目的 
ID 
利用した部門及びサービス 
女性部門 
コンピュー
タ部門 
音楽／ 
スポーツ／ 
音声資料部門 
図書館部門 児童部門 
学
習 
協
議 
談
話
／
集
会 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 
ウ
ィ
キ
リ
ー
ダ
ー 
音
楽 
娯
楽
／
視
覚
教
材 
音
声
資
料 
学
習 
図
書
の
貸
出
返
却 
新
聞
定
期
刊
行
物 
児
童
部
門 
1 
          
○ ○ 
 
2 
     
○ 
    
○ 
 
○ 
3 
     
○ 
   
○ 
   
4 
        
○ ○ ○ 
  
5 
         
○ ○ 
 
○ 
6 
         
○ 
  
○ 
7 
     
○ 
   
○ ○ 
  
8 
         
○ ○ 
  
9 
          
○ 
  
10 
          
○ 
  
11 ○ 
         
○ 
  
12 ○ 
         
○ 
  
13 
             
14 
   
○ 
     
○ 
  
○ 
15 
    
○ 
    
○ ○ 
 
○ 
16 
         
○ 
   
17 
   
○ 
     
○ 
  
○ 
18 
         
○ 
   
19 
         
○ ○ 
 
○ 
20 
    
○ 
       
○ 
21 
             
 
出典：来館者帳を参考に筆者作成 
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3.4.4 カーストによる分析 
 今回の調査においてインタビュー調査を行った利用者、非利用者及び来館者帳における
来館者をカーストという観点から横断的に見てみる。 
 まず、インタビュー回答者のカーストから見てみるとグルン、ラグン、ネワールがそれ
ぞれ１名ずつ、そしてタカリが２名である。一方で、来館者帳のにおける来館者を見てみ
ると、ダリットが４名、ジャナジャティが３名、バウン／チェトリが 10 名、マデシとム
スリムが共に０名、その他が２名である。インタビュー回答者を来館者帳におけるカース
トの分類に即して分類すれば、全員が「ジャナジャティ」あるいは「その他」に分類され
る。なお、下に示した「表 36 ：来館者帳の来館者のカースト」は来館者帳における来館
者のカーストをまとめたものであり、「表 37 ：インタビュー回答者のカースト」はイン
タビュー回答者のカーストをまとめたものである。 
 
表 36 ：来館者帳の来館者のカースト   表 37 ：インタビュー回答者のカースト 
民族／カースト 人数  区分 民族／カースト 人数 
ダリット 4  
図書館 
利用者 
グルン 1 
ジャナジャティ 3  ラグン 1 
バウン／チェトリ 10  ネワール 1 
マデシ 0  タカリ 2 
ムスリム 0  
図書館 
非利用者 
カルキ 1 
その他 2  ラマ 1 
  
 マッラ 1 
出典：来館者帳を参考に筆者作成 
                   出典：来館者帳を参考に筆者作成 
 
 来館者帳におけるカーストを見ると、やはり「バウン／チェトリ」が目立つ。一方で、
今回の調査においてはバウン／チェトリは一人もいない。また、最下層のカーストである
ダリットについても、今回の調査においては確認できなかった。非利用者の３名について
見てみると、チベット系の民族である「ラマ」と「マッラ」、ヒンドゥ系の「カルキ」がそ
れぞれ１名ずつである。チベット系のカーストは今回のインタビューにおいては利用者の
中には見られなかった。なお、「ジャナジャティ」及び「その他」の内訳が分からないため、
来館者帳との比較は困難である。 
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4 考察 
 本章においては、文献調査及びジョムソン村において行ったインタビュー調査と訪問調
査の結果から、プータン・コミュニティ・ライブラリーの現状と課題を考察する。また、
これらの内容を踏まえて、途上国における教育開発支援のあり方についても言及する。 
 
4.1 利用目的 
 今回の調査で実施したインタビュー調査と訪問調査においては、図書館利用者における
図書館の来館目的や、図書館非利用者における図書館に対する認識という面において注目
すべき点が見受けられた。まず、図書館利用者の来館目的についてであるが、調査中に図
書館内で遭遇しインタビューを実施できた４名については、全員が蔵書利用を目的として
来館していた。１週間に１回程度の頻度で利用している利用者 S及び、１ヶ月に１回程度
の頻度で利用している利用者 L、N は、新しい知識の習得を利用の目的として挙げている
が、最も頻繁に利用するサービスとしては蔵書の貸出を挙げている。このことから、プー
タン・コミュニティ・ライブラリーで開催される各種プログラムを目的として来館してい
るわけではないことが読みとれる。実際に、利用者 S、L、N が滞在中にプログラムは実
施されていなかった。また館外で出会った利用者 Mについては、専ら学習を目的として図
書館を利用しているとの回答を得たが、実際に図書館を利用している姿を確認することは
できなかった。 
一方で来館者帳においては、21名中６名が新聞定期刊行物を含む蔵書利用及び学習を目
的として来館していた。未記入の２名を除いた残りの 13 名は、図書館部門の利用に合わ
せて、視聴覚資料やコンピュータ、幼児部門及び女性部門の利用も目的としていた。来館
者帳が図書館部門の内部に設置されているため、図書館部門を利用しない来館者の数につ
いては不明である。下に示した「表 38 ：過去の来館者の利用目的」は、来館者帳に記入
された、来館者が利用したサービスについてまとめたものである。 
 
表 38 ：過去の来館者の利用目的 
利用した部門及びサービス 
利用者数（人） 
（複数回答含む） 
女性部門 
学習 2 
協議 0 
談話／集会 0 
コンピュータ部門 
コンピュータ 2 
インターネット 2 
ウィキリーダー 3 
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利用した教室及びサービス 
利用者数（人） 
（複数回答含む） 
音楽／スポーツ／ 
音声資料部門 
音楽 0 
娯楽／視覚教材 0 
音声資料 1 
図書館部門 
学習 12 
図書の貸出返却 12 
新聞定期刊行物 1 
児童部門 児童部門 8 
 
出典：プータン・コミュニティ・ライブラリーの来館者帳を元に筆者作成 
 
 表中では、複数の部門の利用を目的とする来館者が確認できる。しかし、図書館部門と
その他の部門を合わせて利用する来館者というのは、今回の調査においては確認できなか
った。この原因として、今回の調査においては、コンピュータがインターネットに接続さ
れておらず、また各種プログラムが実施されていなかったためであると考えられる。調査
期間中、実質的に機能していたのは、図書館部門及び児童部門のみであった。 
 
4.2 図書館への認識 
4.2.1 学校教育経験と図書館利用 
 非利用者における図書館への認識に注目すると、非利用者 Tは図書館を利用しない理由
として、自身のネパール語能力の不足を挙げていた。一方で非利用者 B は、学校教育を受
けた経験がないことを理由として、図書館を利用しないと語っていた。 
 ここで学校教育を受けていないことを理由に図書館を利用しないと回答した非利用者 B
に注目する。非利用者Bはネパール語を母語とし、読み書き共に充分な能力を持っており、
読み取りについては公的文書が読める程度、書き取りについては手紙などが書ける程度と
答えている。実際に、インタビュー内容をネパール語で記したものを遅滞なく読み、意味
を理解することができていた。また、職業は農業と答えているものの、日中は基本的に通
りに面したベンチなどで雑談などに興じており、図書館利用に関して時間的問題も抱えて
いない。これらの点から、非利用者 Bは、能力的には図書館の蔵書をはじめとした各種サ
ービスは問題なく利用できると思われる。しかし実際には図書館を利用しておらず、図書
館を利用してみたいか、という質問に対しても「分からない」と答えている。これらの点
から、非利用者 Bは、図書館とは学校教育を受けた、あるいは受けている人のための施設
であると認識していると言える。また、学校教育を現在受けていない、また受けたことが
ない非利用者 Bにとっては、図書館を利用するという行動が日常生活における選択肢に入
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っていないとも推測できる。 
 一方で、図書館を利用しない理由として時間的余裕とネパール語能力の不足を挙げた非
利用者 T について見てみると、非利用者 Tは、初等教育は修了しており、在籍中には図書
館を利用していたと語っている。小学校においては、毎週「図書館の時間」が設定されて
おり、ブッダについての本などを読んでいたという。非利用者 Tに対して、もし時間的余
裕とネパール語能力が充分にあったら図書館を使ってみたいかと尋ねたところ、「使ってみ
たい」という回答を得た。なお、非利用者 T は特にコンピュータの貸し出しに対して興味
を持っていた。 
 学校教育を受けた経験のない回答者が非利用者 Bの１名のみということもあり、断定的
に論ずることはできない。しかし、図書館利用に際して、学校教育経験の有無という要因
はある程度の影響力を持っていると言えるだろう。ネパールにおいては、私立学校の学校
図書館や大学の附属図書館、Room to Read 等による学校図書館を除くと、図書館という
施設そのものが稀であり、一般に定着しているとは言い難い。結果として、図書館利用の
前提として学校教育が挙げられるという状況が生まれたのではないかと推測される。特に、
学校教育を受けておらず、それに伴って図書館を利用した経験もない場合、図書館利用に
学校教育経験が必要である、という認識が変わる契機もない。その結果、学校教育を受け
た経験のない非利用者 B にとって、図書館という施設そのものが日常的な生活とは関係の
ない施設となったと推測される。学校教育経験と図書館利用に関しては、和気によるデン
マークの公共図書館におけるイスラーム系移民を対象とした研究においても、イスラーム
系移民が「図書館は学校に行っている人のためのもの」と語っている５９。 
 以上で挙げたインタビュー回答者の回答及びネパールにおける図書館の現状から、ジョ
ムソン村において学校教育経験の有無が図書館利用の一つの条件として認識されていると
いう推察は、妥当性があると言える。 
 
4.2.2 ネパール語能力と図書館利用 
 一方で、ネパール語の能力の不足を理由に図書館を利用しないとする非利用者 T の語り
については、プータン・コミュニティ・ライブラリーの蔵書構成がその原因になっている
と考えられる。先に述べたように、プータン・コミュニティ・ライブラリーの蔵書構成は
大まかに言って、ネパール語が７割、英語が２割、ヒンドゥ語が１割の他には、机の上に
置かれた数冊のチベット語の冊子があるだけである。このことから、ネパール語の読み取
り能力が実質的な利用の前提条件となっていると言える。ネパール語の読みとり能力が充
分でない場合に、娯楽目的で図書館を使用することは考えにくい。そして、非利用者 T は
プータン・コミュニティ・ライブラリーがコンピュータの貸し出しを行っていることを知
らず、またプータン・コミュニティ・ライブラリーを有料施設だと考えていたなど、プー
タン・コミュニティ・ライブラリーの機能を正しく理解していたとは言い難い。これらの
ことから結果的に、非利用者 T は図書館とネパール語能力を結びつけて考えるに至ったと
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考えられる。 
 図書館利用とネパール語能力が結びつけられる理由として、ネパール語以外の、英語、
ヒンドゥ語などの外国語を除いたネパール国内で使用されている言語によって記された本
がほとんど存在しない点が挙げられる。これはプータン・コミュニティ・ライブラリーに
限った話ではなく、そもそもネパールで使用される言語のうち、書き文字を持つ言語はネ
パール語をはじめとした２～３言語のみである。結果として、ネパール語以外の言語では、
書籍という形式をとることができない場合が多い。 
その結果、プータン・コミュニティ・ライブラリーの図書館部門における主要な機能で
ある蔵書の利用には、ネパール語の読みとり能力が不可欠となる。また、ネパール語以外
の言語を母語とする者にとっては、図書館とは非母語言語の施設であり、利用には一定の
困難さが伴う。このことから、図書館の利用には必然的にネパール語能力が必要となる。
また、蔵書利用以外の図書館の機能については、広く認知されてはいない。結果として、
利用者の多くはネパール語話者となるということが推察される。 
また、「3.1.2 所在と内部構造及び設備」においても述べたことであるが、プータン・
コミュニティ・ライブラリーの外壁には、英語及び英語の音のみをネパール語の書き文字
であるデヴァナガリ文字に翻字した看板及び案内しか設置されていない。このことは、ネ
パール語のみしか使用できない人にとって、また、ネパール語及び英語の読み取り能力が
充分でない人にとっては図書館を利用する際の障壁となることが予想される。 
 
4.2.3 図書館の役割 
 また、非利用者 Tと V は共に、図書館を利用しない理由として、仕事による時間的余裕
の不足を挙げていた。確かに図書館の開館時間である 10時から 16時は勤務時間内であり、
長時間の利用は困難である。しかし、蔵書の貸し出しや参照といった短時間利用ならば可
能なはずである。このことから、少なくとも宿泊施設での接客業に従事する非利用者 V と
T にとっては、図書館は仕事の一環として利用する施設ではない。即ち、プータン・コミ
ュニティ・ライブラリーは、非利用者 Vや非利用者 T、あるいはその雇用者から、その業
務に有用な情報やサービスを提供しているとは認識されていないと言える。 
更に、非利用者 V に関しては、そもそも図書館の存在自体を認識しておらず、当然、利
用した経験もなかった。非利用者 Tがプータン・コミュニティ・ライブラリーを有料の施
設だと認識しており、またその活動内容を把握していなかったことと併せて考えると、プ
ータン・コミュニティ・ライブラリーは、ジョムソン村において、無料で公開されている
地域図書館として広く認識されているわけではないことが推察される。 
 
4.2.4 調査結果の考察 
 本節においては、プータン・コミュニティ・ライブラリーに関する調査結果を踏まえて、
そのまとめを行う。 
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まず、来館者の利用目的については、調査期間中に確認できた５名の図書館利用者のう
ち、４名が蔵書利用を目的として来館していた。また、そのうち３名は、読書を通じた新
たな知識の獲得を、特にその目標として挙げていた。それぞれ１ヶ月ないしは１週間に１
回程度の頻度でプータン・コミュニティ・ライブラリーを利用しているという彼女らは、
各種プログラムへの参加を主な目的として挙げていない。この点から、プータン・コミュ
ニティ・ライブラリーで実施されているプログラムは、彼女らの目的に合致していない、
あるいは実施されていないのではないかと考えられる。事実、訪問調査中にプログラムの
実施は確認できず、また図書館員がプログラムの内容を正確に把握していなかった点から、
実施されていない可能性が高い。一方で、蔵書利用を目的としていなかった１名は、図書
館の利用目的を学習のためと回答しており、最も頻繁に利用するサービスとして、「椅子と
机」を挙げている。また、図書館への要求として、「ノートや鉛筆の提供」と回答している。 
 学校教育の経験と図書館利用については、非利用者 B が、図書館を利用しない理由とし
て、学校教育を受けていないことを挙げている。また、図書館を利用したいかという質問
に対しても「わからない」と回答するなど、図書館との距離感が感じられた。その背景に
は「図書館は学校教育を受けた・受けている人のもの」という認識があると推測される。
ネパールにおいて、図書館とは、READセンターを除けば、そのほとんどが Room to Read
による学校図書館や一部の私立学校の学校図書館、大学図書館となる。結果として、学校
教育と図書館という二つの要素が結びついたと考えられる。 
 ネパール語の能力と図書館利用については、非利用者 T が、図書館を利用しない理由と
して、ネパール語能力の不足を挙げている。実際に、プータン・コミュニティ・ライブラ
リーの蔵書の７割はネパール語の書籍であり、非利用者 T の母語であるチベット語の書籍
は、数冊の冊子を除いて存在しない。また、プータン・コミュニティ・ライブラリーの図
書館部門においては、蔵書の貸し出し以外のサービスは確認できなかった。そのため、ネ
パール語の読解能力が充分でない場合、図書館を利用することは難しく、また利用する目
的を見出すことも難しい。また、プータン・コミュニティ・ライブラリーの外壁に設置さ
れた看板などは全て、英語と英語の音のみをネパール語の文字に翻字したものであり、ネ
パール語の読解能力に関わらず、多くのネパール人にとって親しみやすいとは言えないだ
ろう。 
 
4.3 ネパール農村地域の図書館が抱える課題 
 以上の調査結果を踏まえて、本節ではネパール農村地域の図書館が抱える課題を学校教
育、カースト制度、ジェンダーなどの論点から考察する。 
 
4.3.1 学校教育と図書館の在り方 
 ネパールの農村地域で図書館がより広く利用されるためには、図書館を学校とは異なる
学習の場として確立する必要があるだろう。なぜならネパールにおける図書館は、一部の
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私立学校に附属した学校図書館と大学図書館、東部地域などに見られる私立図書館、そし
て Room to Read や READといった NGOによる図書館が主である。このうち、Room to 
Read による 3,176 の図書館・図書室は、主に公立学校の学校図書館・図書室を対象とし
たものである。また、ネパールに約 800ある６０といわれる私立図書館についても、「2.2.2 
公立図書館及び私立図書館」で述べたように、誰もが使える施設であるとは考えにくい。
以上の理由から、学校図書館がネパールにおける最も典型的な図書館であるといえる。イ
ンタビューに回答した非利用者 T も、唯一使ったことのある図書館として、小学校におけ
る学校図書館を挙げていた。 
ジョムソン村におけるインタビュー調査においては、非利用者 B が学校教育経験を図書
館利用の前提条件として認識していた。同時に、学校教育をはじめとした教育や学習とい
ったものは、高カーストの人々のものという認識が低カースト層の人々の間に存在する６１。
これは、学校教育における低カースト層の人々への差別や、学校教育を受けても職業選択
の幅が広がらないことが影響していると思われる。また、学習（勉強）は子供がすること、
という認識も、学校外教育、ひいては図書館から人々を遠ざけている一因であろう。しか
し、図書館を通じた学校外教育は、現在学校教育を受けていない、また過去に学校教育を
受けたことがない人にこそ必要であろう。ネパールにおいて主に格差の下層に所属するの
は、カースト制度や地理的条件から学校教育を受けられなかった人々である。これらの人々
に学習の機会を提供し、基礎教育の意義と効果を普及することが、教育を受けない負の連
鎖を断ち切ることに繋がる。 
 そのためには、図書館を学校教育との繋がり以外の側面から人々に認識させる必要があ
る。たとえば、簡単な医療・健康情報の提供や、ネパール語や英語の習得によるビジネス
チャンスの獲得など、識字をはじめとした基礎的なリテラシ学習の実利的な効果を明示し
たり、共同体の問題解決における情報提供機関としての役割を強めるといったことが考え
られる。もちろん、学校教育の補完も図書館の重要な機能の一つである。しかし、経済的
な発展を含む総合的な地域発展に寄与することを考えた場合に、学校教育から離れた状況
に置かれた人々に対するサービスの提供は、ネパール農村部の図書館において重要な要素
であろう。 
 
4.3.2 地域の特徴と図書館サービス 
 次にネパール社会における地域の特質と図書館サービスの関係について検討する。ネパ
ールは地域ごとに、また地域内のカースト、民族、言語集団ごとに多様な状況を抱えてお
り、その要求もまた一様ではない。そのため、ネパール全体に対する均質な対応ではなく、
図書館が置かれる各地域ごとの多様な状況にきめ細やかに対応しながら図書館サービスを
展開する必要がある。 
 たとえばジョムソン村には、丘陵地域に出自を持ち、主にネパール語を母語とする集団
と、山岳地域に出自を持ち、主にチベット語系の言語を母語とする集団がいる。これら２
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つの集団のうち、チベット語系の集団に対して蔵書を提供する場合には、ネパール語の書
籍のみでは不充分であろう。 
 地域の状況と図書館サービスの乖離は、利用者の情報収集にも関しても同様の状況にあ
る。今回の調査において、プータン・コミュニティ・ライブラリー内部に、来館者の年齢
や職業、カーストを記入するノートが設置されているのを確認した。本項においては来館
者帳と呼称していたものである。来館者帳によって利用者の数や構成を把握することは、
図書館の利用状況を知ることに繋がり、より地域の状況に即したサービスの提供を目指す
ことができる。しかし、来館者帳におけるカーストに関する項目については、ジョムソン
村の状況を反映したものであるとは言えない。 
 「3.1 ジョムソン村の図書館に関する調査結果」で示したように、プータン・コミュニ
ティ・ライブラリーの来館者帳において、カーストの分類は「ダリット」「ジャナジャティ」
「チェトリ／ブラーマン」「ムスリム」「マデシ」「その他」となっている。しかし、この分
類では充分な利用者情報が得られるとは考えられない。このカースト区分は、確かにネパ
ールのカーストのほとんど全てを包括するものであるが、複数のカーストを同じ区分に押
し込めるものでもある。「その他」はもちろん、「ダリット」や「ジャナジャティ」という
区分にも多様なカーストが含まれ、それぞれのカースト集団は、多くの場合で異なる言語
を用いている。 
 たとえばジョムソン村においては、中カースト層のモンゴロイド系諸民族が、区別され
ることなく「その他」あるいは「ジャナジャティ」の区分に含まれてしまうという事態が
考えられる。利用者のカースト自体は、姓名から推測することが可能であり、従って来館
者帳からは、ある程度詳細な利用者構成を読みとることができるものの、来館者帳の構成
が地域性を反映しているとは言い難い。 
 
4.3.3 カーストに焦点を当てた図書館の設置とサービスの展開 
 以上のような地域的な観点に着目して図書館サービスを展開するに当たっては、カース
トに焦点を当てる必要がある。ネパールのカースト制度は、高カースト層によってのみ維
持されているものではない。本来カースト制度を持たないモンゴロイド系中カースト層の
人々も、低カースト層に対しては高カースト同様の振る舞いをし、また低カースト層の人々
も、自らをカースト制度に則った位置に置くことで、ネパール社会における位置づけを確
保している。従って、本来はカースト制度とは無関係であるはずの READや Room to Read
といった国際的な NGO が図書館を設置した場合においても、利用者の持つカーストに対
する意識により、図書館はカースト制度に取り込まれてしまう。そしてその結果、利用者
は限定されてしまう。 
 このような状況において、より多くの人に図書館の効果を及ぼすためには、“誰もが利用
できる図書館”を作るのではなく、“誰もが図書館のどれかを利用できる”という環境を作
る段階から始める必要があるだろう。そのために必要なのは、各カーストのための個別の
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図書館である。 
 図書館とカーストの対応関係を作ることは、人々のカースト意識の固定化を招く危険性
がある。しかし一方で、図書館をカースト制度という視点抜きに運営すれば、社会的に優
位な立場にある高位カースト層に効果が偏ることになるだろう。たとえばネパールにおい
ては、高カースト層の住居への進入規制が低カースト層に対して課される。また学校にお
いては、低カースト層への差別的な待遇や、登校自体を非難されるといった例が見られる
６２。これらの事例からも、現在のネパールにおけるカースト制度の影響が窺える。このよ
うな状況においては、最終的にはカーストによる差別の解消を目指すという条件で、その
過渡期においては社会におけるカースト制度の影響力を考慮した上での図書館運営も必要
である。またカースト意識の緩和は、現状では主に都市部を中心としたもので、農村地域
においては多様な場面において現時点でもカースト制度がより強く作用している。従って、
農村地域においてはカースト制度の影響力をより一層意識して活動する必要がある。 
 図書館におけるカーストによる差別について記した文献は確認できなかったが、そもそ
もネパールの図書館についての研究がほとんど存在せず、READや Room to Read のウェ
ブサイトにおいても図書館とカーストという関係性には触れられていない。訪問調査にお
いても低カースト層の図書館利用者を確認することはできなかったために、図書館におけ
る直接的なカーストの影響について断定的に語ることはできない。しかし、学校教育や住
居への侵入などにおける低カースト層への差別は報告されている。これらの点を鑑みると、
文献の欠如をもって図書館におけるカーストによる差別を否定する根拠とすることはでき
ないのではないだろうか。 
 また、意識的に図書館とカーストの対応関係を作ることで、将来的・段階的にその関係
を解消する際、より円滑に行えると考えられる。現在のネパールにおいては、カースト制
度を視野に入れずに図書館運営を行うことは困難である。図書館設置者側がカースト制度
にとらわれない図書館を目指したとしても、利用者の持つカースト意識により、図書館は
カースト制度の影響を間接的に受けてしまう。また、ネパール社会がカースト制度を内包
する以上、図書館の中においてのみカースト制度への意識を変化させることは困難であろ
う。このような状況でカースト制度を考慮せずに図書館を運営することは、図書館におけ
るカーストの影響を不可視化し、図書館サービスから排除された人々をも不可視化する可
能性がある。 
 全ての利用者を包摂する図書館サービスを実現するためには、先に述べたように、まず
はカースト制度を考慮したかたちで図書館を展開し、カースト制度と図書館の関係性を見
極めた上で、段階的なカースト意識の緩和と、図書館の共有を目指していく必要がある。 
 カースト制度を考慮した図書館の展開を通じて、図書館の利用目的や図書館に対する要
求をカーストごとに把握し、それぞれに適したサービスの提供など、きめ細やかな対応が
可能となる。特に低カースト層における図書館利用の普及においては、利用者の要求に即
した図書館運営、サービス提供が重要となる。また、カーストごとの図書館への認識・ア
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プローチを把握することで、図書館利用の普及における問題点を明らかにできる可能性が
ある。 
 段階的なカースト意識の緩和においては、カースト意識の緩和そのものを直接的な目的
としたプログラムではなく、複数のカーストに属する利用者が参加して、図書館や日常生
活に関する問題を共有するといった、カースト間の距離感や差別の間接的な縮小・解消を
目指すプログラムが適していると考えられる。こうしたプログラムへの参加を通じて、利
用者における内発的なカースト意識の変化を期待するものでもある。 
 図書館の共有を目指すにあたっては、当然ながら各カーストが図書館を利用しているこ
とが前提条件となる。その上で、同一施設の利用から同一施設の同時利用といった段階を
経て、最終的には、図書館がカースト制度に関係しない場として認識されることが望まし
い。また、図書館の共有の主な目的は、カースト意識の緩和や解消そのものではなく、カ
ーストによる図書館利用の格差を解消することにある。図書館利用におけるカースト間の
格差を解消することができれば、学習の機会や情報へのアクセスの格差を埋め、低カース
ト層の社会的な位置づけの上昇に寄与することができる。 
 そのためには、より小規模な図書館・図書室を一つの市や村に複数設置し、各カースト
にとって利用しやすい状態を作る必要がある。また、図書館の運営も各カーストによって
行われることが望ましい。なお、設置する地区やスタッフの選定によって利用者となるカ
ーストは限定されることが予想されるため、図書館ごとに利用者として想定するカースト
を明示する必要はない。図書館が小規模であることで、１館当たりの設置費用を抑えるこ
とができる。これは、経済的に貧しく、政府による図書館政策も実施されていないネパー
ルにおいては重要な点である。一方で、それらの小規模図書館の運営が軌道に乗ったとこ
ろで各図書館を統括し、将来的にカーストと図書館の間にある対応関係の緩和・解消を図
るプログラムと、それを策定、実施するシステムが不可欠である。ネパールにおける図書
館設置支援を主に担っている READと Room to Read においては、現在のところ上記に述
べてきたようなネパール社会におけるカースト制度の影響を考慮した図書館活動は見られ
ない。 
 
4.3.4 女性支援におけるカーストという視点 
 READが重視する女性支援の分野においても、カーストという視点は不可欠である。ネ
パール社会において女性はマイノリティに属している。しかし、女性という集団の中にも、
カースト制度によるマイノリティが存在することを看過してはならない。この中で、ジェ
ンダーにのみ注目して支援を行うことは、図書館サービスと同様に偏りを生み出し、支援
が低カースト層の女性に届かない危険性がある。 
 プータン・コミュニティ・ライブラリーにおいては確認できなかったものの、READは
女性の支援（エンパワメント）を重視しており、女性の社会進出や経済的自立を目指して、
育児相談や家計管理支援など、主に女性を対象としたプログラムを実施している。しかし
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これらのプログラムを行う場合に、支援対象である女性を、一様に“女性”として捉え、
カーストによる関係性を無視することは、上記のような支援効果の偏りを生む危険性があ
る。一定の場所に集まり、基礎的な教育や育児、教育、家計、衛生・健康などについての
話し合いや実践を行うとすれば、学校におけるカーストによる差別と同様の事態が発生す
る可能性を考慮し、低カースト層の人々が参加しやすい実施方法を採る必要がある。 
この場合も、図書館と同様にカースト毎でのプログラムの実施が手段として挙げられる。
また、家事に加えて農作業などの仕事も行う女性に配慮し、短時間でも参加が可能で、生
活上の問題に即した内容を設定することも重要である。 
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5 おわりに 
 本研究は、ジョムソン村のプータン・コミュニティ・ライブラリーを対象として、訪問
調査、インタビュー調査及び文献調査を通じて、NGO によって設立された地域図書館の
現状と課題を明らかにすることを目的として行った。 
 「1 序論」においては、研究の背景、目的、対象、及び方法を記すと共に、先行研究
をまとめ、また本稿において重要な意味を持つ単語の定義を明確化することで、研究にお
いて必要な背景的知識の整理を行った。先行研究としては、ネパールの公共図書館の歴史
に関する研究、カースト・ジェンダーと教育格差に関する研究、途上国に対する教育支援
に関する研究を挙げた。 
 「2 ネパールとネパールの図書館」においては、文献調査及び過去の調査によって明
らかになった、ネパール及びネパールの図書館の現状について説明を行った。ネパールに
ついての記述においては、日本やその他の先進国とは大きく異なるネパールの社会状況及
び文化的特徴を説明することで、ネパールにおける図書館に対する理解を深めることを目
的とした。特に、ネパール社会の大きな特徴であるヒンドゥ教に基づくカースト制度が、
ネパール人の生活においてどのような影響をもたらしているのかについては、その歴史、
概要を説明すると共に、カースト制度に対する人々の意識の変容など、いくつかの面から
説明を試みた。また、ネパールの図書館についての記述においては、国立図書館とその分
館、図書館設置を主な活動とする NGOである READと Room to Read についての説明を
行うことで、ネパールにおける図書館一般についての理解を深めることを目的とした。 
 「3 ネパールの図書館に関する調査結果」においては、ジョムソン村の「プータン・
コミュニティ・ライブラリー」、バンディプル村の地域図書館「キタカナ」、カトマンズの
地域図書館である READ センターについて説明すると共に、ジョムソン村で実施したイン
タビュー調査の結果を記した。特にジョムソン村のプータン・コミュニティ・ライブラリ
ーについては、立地や内部構造などについても詳細に説明を行った。また、インタビュー
については図書館関係者２名、図書館利用者５名、図書館非利用者３名に対して行ったイ
ンタビュー調査の結果を記し、その結果に対して３つの側面から横断的に分析を加えた。
分析においては、インタビュー回答者と共に、プータン・コミュニティ・ライブラリー内
部に設置されていた来館者帳の記入者の情報も用い、第一に就学状況による分析、第二に
言語による分析、第三に図書館の利用目的による分析を行った。 
 「4 考察」では、文献調査、訪問調査及びインタビュー調査の結果から、ジョムソン
村におけるプータン・コミュニティ・ライブラリーの現状を考察した。特に、インタビュ
ー調査と訪問調査から得られた情報から、図書館利用者の来館目的についての考察と、図
書館利用者、図書館関係者及び図書館非利用者におけるプータン・コミュニティ・ライブ
ラリーに対する認識についての考察を行った。 
 本稿では、図書館関係者２名、図書館利用者５名、図書館非利用者３名の合計 10 名の
ネパール人に対してインタビューを行い、その結果を用いて分析・考察を行った。利用者
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５名に関しては、滞在期間中に確認できた全ての利用者である。また、関係者２名につい
ても、現在、プータン・コミュニティ・ライブラリーを運営する全ての関係者である。非
利用者３名については、図書館外で関わりを持つことができたネパール人に対して無作為
にインタビュー調査を行った結果である。 
 この 10 名というインタビュー回答者の数は、ジョムソン VDC の人口 1,370名、あるい
は READが掲げているプータン・コミュニティ・ライブラリーの利用圏域人口 3,289 名と
比較して非常に少なく、統計的な処理に耐える値ではない。したがって、この 10 名への
インタビューをもって、ジョムソン村における図書館利用者について一般化することも困
難である。 
 しかしその中でも、非利用者の語りにおいて、READによるウェブサイトや報告書には
見ることのできない、図書館に対する距離感を発見することができた。すなわち、自身の
言語能力や教育経験の不足が、図書館利用の障壁であると考えている人々が存在するとい
う点である。 
 筆者は、ネパールにおける NGOによる地域図書館に現在期待されている大きな役割は、
基礎的なリテラシー教育やネパール語、英語を学習する機会を提供することで、経済的格
差の是正に貢献することであると考えている。しかし、学校教育経験の不足や言語的な差
異そのものが図書館利用の障壁となっているとすれば、その達成は困難である。 
 この問題を解決するためにも、人々の図書館に対する認識について、さらなる調査を行
う必要がある。特に、上で述べた学校教育経験や言語的差異、そして、これらの要素に深
く関わるカーストとジェンダーに焦点を当て、より広い範囲で聞き取り調査を行う必要が
あるだろう。特に今回の調査において、プータン・コミュニティ・ライブラリーに設置さ
れた来館者帳には、ダリットに所属する４名の利用者が確認できた。来館者帳の記述のみ
を根拠としてダリット層における図書館利用を論じることは困難であるため、考察におい
て低カースト層の利用について断定的な結果を示すことはしなかった。しかし、本研究に
おける現地調査を通じてダリット層が図書館サービスから完全に疎外されるわけではない
ことが示された。こうしたグループに所属する住民の利用の経緯や利用目的、その後の利
用状況を調査することができれば、今後のネパールにおける学校外教育、成人教育の場と
しての図書館の普及において必要なアプローチを探り、より効果的な図書館支援の在り方
を模索することに繋がるだろう。 
 また、ネパールにおける図書館が、経済発展や女性支援のためのプログラムに偏ってい
るという点には問題点もあると筆者は考えている。もちろん、現在のネパールにおいて、
女性の社会参画や自立に対する支援、そして経済的な発展を促すためのプログラムは必要
であり、これらはネパールが抱える重要な課題でもある。しかし、ネパールをはじめとす
る多言語・多民族国家においては、公共図書館に期待される役割として、学校外教育や成
人識字教育の場としての機能の他に、言語や習俗、民話といった文化の記録・保存という
機能もある。民族・文化的な自意識を育てると共に、国民としての連帯感を醸成すること
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が、国家の安定と発展において重要であろう。そのための施設として、公共図書館をはじ
めとした文化施設には、各民族の自意識の確立と融和に向けた取り組みを行うことも必要
であろう。 
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http://www.ritsumei.ac.jp/acd/re/k-rsc/hss/book/pdf/jinbunken91-05.pdf,（参照 
2014-12-05）. 
 
[Z] 
・在ネパール日本国大使館. “図説 ネパール経済 2013”. 在ネパール日本国大使館. 
http://www.np.emb-japan.go.jp/jp/pdf/economy2013.pdf,（参照 2014-08-27）.  
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付録資料 1 ：ネパールの諸カースト／民族の概要 
カテゴリ カースト 民族 
タガダリ （聖紐を身につけた者） 
ウパディヤ・ブラーマン 中間山地のブラーマン   
ラージプート（タクリ） 中間山地のチェットリ   
ジャイシ・ブラーマン 
（ブラーマンの非嫡出子） 
中間山地のブラーマン   
チェットリ（クシャトリヤ） 
中間山地のチェットリ 
タライのチェットリ 
  
デオバジュ 
（ネワールのブラーマン） 
  
ネワール（タライ）、ネワール
（中間山地） 
インドのブラーマン タライのブラーマン   
苦行者のセクト 中間山地のブラーマン   
「低位」ジャイシ 中間山地のブラーマン   
ネワール諸カースト   ネワール（中間山地） 
奴隷化不可能なマトワリ （酒を飲む者）   
マガル   マガル（中間山地） 
グルン   グルン（中間山地） 
スンワル   スンワルとジレン（中間山地） 
他のネワール諸カースト   ネワール（中間山地） 
奴隷化可能なマトワリ     
ボディヤ 
（本来「チベット人」を表す） 
  
タマン、タカリー、パンチガオ
ンレ（中間山地）、シェルパ、
ロミ、ツダムとトプケ・ゴーラ
の人々、オランチュンの人々、
ムスタンのローパ、バーラガオ
ンレ、ドルポの人々、マナンパ、
ラルケとシアールの人々 
チェパン   チェパン（中間山地） 
クマル（壺作り） タライの職業カースト その他（中間山地） 
ハユ     
タルー   タルー（タライ） 
（その他）   
ダスワール、マジ、ダライ、ラ
ジバンシ、サタール、ディマー
ル、ボド、ダンガル（タライ）、
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ライ、リンブー、ラウテ（中間
山地） 
ガルディ（解放奴隷の子孫）     
水を与えられないが可触のカースト   
カサイ（ネワールの肉屋）   ネワール（中間山地） 
クスレ（ネワールの楽士）   ネワール（中間山地） 
ヒンドゥのドビ 
（ネワールの洗濯屋） 
  ネワール（中間山地） 
クル（ネワールのなめし工）   ネワール（中間山地） 
ムサルマン（ムスリム）   ムサルマン（タライ） 
ムレッチャ 
（「外人」。ヨーロッパ人を指
す） 
    
水を与えられず不可触のカースト 
カミ（鉄鍛冶） 中間山地の職業カースト   
サルキ（なめし工、カミと同格） 中間山地の職業カースト   
カダラ 
（カミとサルキの婚姻による
子孫） 
中間山地の職業カースト   
ダマイ（仕立屋、楽士） 中間山地の職業カースト   
ガイネ（吟遊詩人） 中間山地の職業カースト   
バディ（楽士） 
中間山地の職業カースト 
タライの職業カースト 
  
ポレ（ネワールの皮剥ぎ人、漁
師） 
  ネワール 
チャメ（ネワールの掃除人）   ネワール 
出典：石井溥. 暮らしがわかるアジア読本: ネパール. 河出書房, 1997, 334p. 
図１ 1854年ムルキ・アインにおけるジャートの区分とヒエラルキー 
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付録資料 2 ：ネパールの諸民族 
中間山地および盆地に住む人々   
ブラーマン・チェットリ・職業カー
スト 
中間山地のほぼ全域にわたり居住。ネパール語を母語
とする。 
ネワール 
カトマンドゥ盆地を中心に分布。独自のカースト体系
を持つ。 
ネランティ 東ネパールに住むいくつかの民族の総称。 
ライ 
東ネパール、アルン川以西に住む。多くの部族に分か
れる。 
リンブー 
東ネパール、ライの東側に住む。多くの部族にわかれ
る。 
タマン 主にカトマンドゥ盆地をとりまく高い山地に住む。 
マガル 
中央ネパール、ガンダギ水系一帯に住む。グルカ兵を
輩出した。 
スンワルとジレル 東ネパール、ライの西側に住む。 
グルン 
中央ネパール、マガルの北側に住む。グルカ兵を輩出
した。 
タカリー 
中央ネパール、カリ・ガンダキ川流域に住む。商業民
として有名 
パンチガオンレ 中央ネパール、タカリーのすぐ北側に住む。 
チェパン 中央ネパール、タマンの南側に住む 
ラウテ 西ネパールに住む。狩猟採集民族。 
タライに住む人々   
ブラーマン・チェットリ・職業カー
スト 
タライ全域に居住。 
タルー 
中部、西部を中心にタライ全域に住む。タライ最大の
民族集団。 
ダヌワール、マジ、ダライ タライ東部から中部に住む。 
ラジバンジ タライ東部に住む。 
サタール 
タライ東部に住む。インドのサンタールと同一民族と
される。 
ディマール、ボド 
タライ東部に住む。サタール、ラジバンジ、タルーと
近接。 
ダンガル タライ東部、ディマールなどより西側に住む。 
ムサルマン ムスリム。ネパール各地に散在する。 
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ヒマラヤ山地の人々   
シェルパ 東ネパール、ライの北側に住む。 
ロミ 東ネパール、シェルパの東側に住む。 
ツダムとトプケ・ゴーラの人びと 東ネパール、ロミの東側に住む。 
オランチュンの人びと 東ネパール、ツダムの東、リンブーの北側に住む。 
ムスタンのローパ 中央ネパール、カリ・ガンダキ川上流域に住む。 
バーラガオンレ 
中央ネパール、ローパとパンチガオンレ、タカリーの
中間に住む。 
ドルポの人びと 
中央ネパール、タカリーなどの西側、ダウラギリの北
側に住む。 
マナンバ※ 
中央ネパール、タカリーなどの東側、アンナプルナの
北側に住む。 
ラルケとシアールの人びと マナンの東の二つの谷筋に住む。 
出典：石井溥編. 暮らしがわかるアジア読本: ネパール. 河出書房, 1997, 334p. 
p48, 表 1 ネパールの諸「民族」 
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付録資料 3 ：インタビュー調査質問内容 
     
ネパール訪問調査_質問内容 
नेपाल भ्रमण  सर्वेक्षण  प्रश्नार्वली 
 
はじめにआरम्भमा 
Hello. My name is Banri Morikawa. I’m from the University of Tsukuba in Japan. 
नमस्कार। मेरो नाम बंरी मोररकार्वा हो। म जापानको चुकुबा  वर्वश्ववर्वद्यालबाट आएको हुँ। 
I’m asking people what they think about library in this village. 
म गाउुँका पुस्तकालयको बारेमा मावनसहरुको सोचाइ कस्तो रहकेो छ भन्ने प्रश्न  उनीहरुलाई गर्दछु। 
I have a few questions that will take about 10-15 minutes. All questions are optional. 
म संग १० र्वेि १५ वमनेट सम्म लाग्ने केही प्रश्नहरु छन्। प्रश्नहरु सबै ऐवछछक हन्। 
As thanks, you will get some Japanese sundries. 
आभारको रुपमा तपाईंलाई जापानी सामानहरु दर्इने छ। 
Would you like to participate? 
तपाईं सहभागी हन चाहानहुन्छ? 
 
A : 導入 सुरुवात 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 Are you resident of this village? [Yes / No] 
 तपाईं यस गाउुँको र्वावसन्र्ा हनुहन्छ?(हो /होइन) 
 1' : No の場合 ＞ どこの村に住んでいますか 
    If you will not mind, please tell me where do you live in? 
      यदर् तपाईंलाई समस्या नभए  भन्नोस् दक तपाईं कहाुँ बस्नहुन्छ? 
 1'' : 住んでいるところを教えてくれた場合 र्वासस्थान बताइदर्एमा 
  ＞ そこからここに来るのにどのくらいの時間がかかりますか？ 
  How long does it take to come here from ***? 
  त्यस ठाउुँबाट यहा सम्म आउन कवत समय लाग्छ? 
 
2 : 言語 भाषा 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 What is language you use at your home usually? 
 तपाईंले आफ्नो घरमा प्रायजसो  प्रयोग गने भाषा के हो? 
 2-1’ : 第一言語がネパール語以外の場合 ＞ ネパール語を話せますか？ 
  Can you speak Nepali? [Yes / No] 
  तपाईं नपेाली भाषा बोल्न सकु्नहन्छ?(सक्छु /सवक्र्न) 
 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
Can you read Nepali? [Yes / No] 
तपाईं नपेाली भाषा पढ्न सकु्नहन्छ?(सक्छु /सवक्र्न) 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
  Please choose your level of reading. 
    कुन स्तर सम्मको   र्वाक्य पढ्न सकु्नहन्छ? 
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  You can read...     तपाईंले पढ्न सके्न 
- your name तपाईंको नाम 
- package सरसामान 
- letter or e-mail पत्रहरु तथा  इ मेल 
- newspaper समाचारपत्र 
- official document औपचाररक  पत्रहरु 
 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 Can you write Nepali? [Yes / No] 
 तपाईं नपेाली भाषा लेख्न सकु्नहन्छ?(सक्छु /सवक्र्न) 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
  Please choose your level of writing. 
  कुन स्तर सम्मको र्वाक्य लेख्न सकु्नहन्छ? 
  You can write... तपाईंले लेख्न सके्न 
- your name तपाईंको नाम 
- letter or e-mail पत्रहरु अथर्वा इ मेल  
 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
 Can you read, write or speak any other languages? 
  Such as English, Newali, Hindi or some other languages. 
  पढ्न  लेख्न  तथा बोल्न सके्न अन्य कुनै भाषा छ? 
  उर्ाहरणको लावग अंग्रजेी नेर्वारी वहन्र्ी र्वा अन्य कुन ै
 
B：図書館利用者向けの質問 पुस्तकालय  प्रयोग गरे्नहरुका लागग प्रश्र्न 
1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 How often do you visit this library? 
 तपाईं पुस्तकालयको उपयोग कवत  पटक गनुदहन्छ? 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
 How do your families or friends use this library? 
 तपाईंको पररर्वार तथा साथीभाइहरु पुस्तकालयको उपयोग कवतको गनुदहन्छ? 
 
3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 What is your main purpose of using library? 
 तपाईं के का लावग पुस्तकालयको उपयोग गनुदहन्छ? 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  What kind of services do you use the most frequently? 
     पुस्तकालयमा धेरै जसो कुन सुवर्वधाको उपयोग गनुदहन्छ?   
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 Do you have any request for this library? 
 पुस्तकालयमा भइदर्ए हन््यो भन्ने कुनै सरे्वाको चाहाना छ? 
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C : 図書館員向けの質問 पुस्तकालयमा काम गरे्नहरुका लागग प्रश्र्न 
1 : あなたはいつからこの図書館で働いていますか？ 
 How long have you worked at this library? 
 तपाईं कवहले र्िेी यस पुस्तकालयमा काम गर् ैहनुहन्छ? 
 
2 : あなたは司書養成課程を卒業しましたか？ 
 Have you graduated library school? [Yes / No] 
 तपाईंले लाइब्रेररयन सम्बवन्ध पढाइ गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 2' : Yes の場合 ＞ どこでその教育を受けましたか？ 
  Where did you get that education? 
  कहाुँ बाट त्यसको पढाइ गनुदभएको हो? 
 
3 : あなたはこの図書館の正規の職員ですか？ 
 Are you full-time staff or part-time worker? 
 तपाईं यस पुस्तकालयको औपचाररक कामदचारी हनहुन्छ? 
 3' : No の場合 ＞ あなたの本業は何ですか？ 
  Could you tell me what is your main occupation? 
   तपाईंको प्रमूि  पेशा के हो बताइदर्नुहन्छ? 
 
4 : この図書館ではどのようなサービスを提供していますか？ 
 What kind of services do you provide in this library? 
 यस पुस्तकालयमा कस्तो सेर्वा उपलब्ध गराउनहुन्छ? 
 
5 : 提供の必要を感じているサービスはありますか？ 
 Are there any services which you find necessity? [Yes / No] 
 तपाईंको वबचारमा उपलब्ध गराउन आर्वश्यक  कुनै सेर्वा छ?(छ /छैन) 
 5' : Yes の場合 ＞ そのサービスはなんですか？ 
  Please tell me what is that service? 
  त्यो कुन सेर्वा हो? 
 5’’ : なぜそのサービスを提供しないのですか？ 
  Then, could you tell me the reason why you don't provide it? 
  दकन त्यस सेर्वाको उपलब्ध हनसकेको  छैन? 
  The reason why you can’t provide that service is shortage of… 
  त्यस सेर्वाको उपलब्ध हन नसकेको  कारण  चावह 
- Staff कमदचारी 
- Facilities सुवर्वधा 
- Fund कोष 
- Knowledge ज्ञान 
- Time समय 
- Other factors अन्य 
 
6 : 図書館員としての今後の目標などはありますか？ 
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 What is your future plan as a librarian? 
 पुस्तकालय कमदचारीको  रुपमा भवर्वष्यको  कुनै उद्देश्य रहकेो छ? 
 
D : 利用していない人向けの質問 उपयोग र्नगरेकाहरुका लागग प्रश्र्न 
1 : あなたはなぜ図書館を利用しないのですか？ 
 Could you tell me the reason why you don't use this library? 
 तपाईं के कारणले पुस्तकालयको प्रयोग गनुदहन्न? 
 
2 : 図書館を使ってみたいと思っていますか？ 
 Would you like to use library? 
 पुस्तकालयको उपयोग गरौं भवन सोछनुहन्छ? 
 
3 : あなたの家族や友人は図書館を使っていますか？ 
 How do your families or friends use this library? 
 तपाईंको पररर्वार तथा साथीभाइहरु पुस्तकालयको उपयोग गनुदहन्छ? 
 
E : 基本情報 आधारभूत सुचर्नाहरु 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 Could you tell me your name? 
 तपाईंको नाम के हो? 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 Could you tell me your job? 
 तपाईंको पेशा के हो? 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 Have you graduated from elementary school? [Yes / No] 
 तपाईंले प्राथवमक वशक्षा परुा गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  Then, have you graduated from junior high school? [Yes / No] 
  अवन माध्यावमक वशक्षा पुरा गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  Then, have you graduated from high school? [Yes / No] 
  अवन उच्च माध्यावमक वशक्षा पुरा गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 3''' : はい の場合 ＞ 大学は卒業しましたか？ 
  Have you graduated from university or college? [Yes / No] 
   वर्वश्ववर्वद्यालयको वशक्षा परुा गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 3'''' : はい の場合 ＞ 大学院は卒業しましたか？ 
  Have you finished curriculum of the graduate school? [Yes / No] 
   मास्टरको पढाइ परुा गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 Have you received some kind of education not only school education? 
  तपाईंले वर्वद्यालय वशक्षा बाहके अन्य कुनै तावलम र्वा वशक्षा प्राप्त गनुदभएको छ? 
  Such as vocational training or some other non-formal education. 
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  उर्ाहरणको लावग प्रावर्ववधक तावलम र्वा अन्य कुनै  अनौपचाररक  वशक्षा 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  Could you tell me what kind of education it is. 
   त्यो कस्तो िालको  वशक्षा वथयो बताइदर्न सकु्नहन्छ? 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 Could you tell me your age? 
 तपाईंको उमरे कवत हो? 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 If you will not mind, could you tell me your ethnicity and caste? 
 यदर् तपाईंलाई समस्या छैन भने तपाईंको कुन जावत र थरको हनहुन्छ बताउनहुोला। 
 
おわりに अन्त्यमा 
Thank you for answering my questions. 
जर्वाफका लावग धन्यर्वार्। 
Please accept this as a small token of my gratitude. You can choose whichever you like. 
आभारको रुपमा यहाबाट कुनै एक सामान वलनहुोला। आफूलाई मनपने कुनै एक छान्नोस्। 
Thanks again! धन्यर्वार्। 
 
付録資料 4 ：インタビュー結果 非利用者 V 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.22 13:20-13:35 
 回答者の性別 … 男 
 インタビュータイプ … 非利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
 英語 
 補足：読み書き会話可能 
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D : 図書館を利用していない人向けの質問 
1 : あなたはなぜ図書館を利用しないのですか？ 
補足 ： 筆記での説明が難しいとのことだったため、口頭での回答に切り替え 
  以下、Oが被調査者、Rが調査者 
 O; 私は図書館に行きません。なぜなら……なんて言えばいいんでしょうか 
R; えーっと、たとえば“充分な時間が無いから”とか、“図書館に対して全く興味が
無いから”、“とても忙しいから”とか……こんな感じですか？ 
O; あぁ、そうですね。私は図書館に行かない理由は、現在とても忙しくて、行く
時間が無いからです。 
 
2 : 図書館を使ってみたいと思っていますか？ 
R; では、もしあなたに充分な時間があって、忙しくなかったとしたら、あなたは
図書館を使ってみたいですか？ 
O; それなら使います。本を……読書をしたいです 
 R; あぁ。本を読みたい。 
 O; はい。 
 
3 : あなたの家族や友人は図書館を使っていますか？ 
 いいえ 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 V 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 ウェイター 
補足 ： ジョムソン村の Neeru Guest Houseに勤務。Neeru G.H.は図書館のす
ぐ隣の建物。ゲストハウスのオーナーの家族ではない。 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
Hindu dharma 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 17歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Karki 
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付録資料 5 ：インタビュー結果 利用者M 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.23 9:30-9:50 
 回答者の性別 … 女 
 インタビュータイプ … 図書館利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー内容 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 いいえ 
 1' : No の場合 ＞ どこの村に住んでいますか 
  ファラック村 
 1'' : 住んでいるところを教えてくれた場合 
  ＞ そこからここに来るのにどのくらいの時間がかかりますか？ 
  2時間程度 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 家では大体自分の母国語を使います。（原文直訳） 
 2-1’ : 第一言語がネパール語以外の場合 ＞ ネパール語を話せますか？ 
  はい 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
 他の言葉。（原文直訳） 
 補足：わずかに英語が使用可能だが、業務に使えるレベルではない 
 
B：図書館利用者向けの質問 
1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 1日 1回 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
 1日 1回 
 
3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 新しいことを学ぶため 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  腰掛けるための椅子 
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 ノートや鉛筆の提供 
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E : 基本情報 आधारभूत सुचर्नाहरु 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 M 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 学制 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 いいえ 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 16歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Boteの Gurung 
 
付録資料 6 ：インタビュー結果 関係者 S 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.23 13:20-13:35 
 回答者の性別 … 女 
 インタビュータイプ … 利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
119 
 
 英語、ヒンドゥ語 
 
B：図書館利用者向けの質問 
1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 週に一回、本を一冊読むくらいなので、「時々」です。（訳文ママ） 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
利用しています。彼らは新しい本が入ると読みに来ています、友達も利用してい
ます。こことは別のスタッフのいる子供向けセクションがありますが、友達はど
ちらの本も読んでいます。（訳文ママ） 
 
3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
本を読むことです。以前インターネットがあった時にはそれを使うためにも来て
いました。また、子供に本を読ませるためにも使っています。（訳文ママ） 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
本を読んで、自分の知識を高め、そして賢くなるため、というところで
しょうか。（訳文ママ） 
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
まず、新しい本を入れてほしいと思います。それと、またインターネットが使え
るようになるとよいと思います。希望はそのくらいです。図書館は全般的に良い
ところだと思います。お母さん達も使いますし、スタッフも使うので、良く利用
されています。その他は問題ないです。（訳文ママ） 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 S 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
この図書館の子供向けセクションで子供たちに教えています。10 時から 1 時まで
です。（訳文ママ） 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 初等教育は、この空港にあるスリー・ナムナ小学校です。（訳文ママ） 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  中等教育はスリー・ジャナアヨダヤ中学校です。（訳文ママ） 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
そして高等学校については、今私は 12 年生です、S.L.C を卒業して 12
年生の勉強をしています。（訳文ママ） 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  7日間の料理研修を受けました。（訳文ママ） 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 20歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
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 Pariyal 
 
付録資料 7 ：インタビュー結果 利用者 S 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.12:30-12:45 
 回答者の性別 … 女 
 インタビュータイプ … 利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
 英語、ヒンドゥ語 
 
B：図書館利用者向けの質問 
1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 １週間に１回程度 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
 利用なし 
 
3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 ソーシャル・アクティビティに参加するため 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  蔵書貸出 
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 特になし 
 
E : 基本情報 आधारभूत सुचर्नाहरु 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 S 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
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 学生 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3''' : はい の場合 ＞ 大学は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'''' : はい の場合 ＞ 大学院は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  はい、社会や女性支援、あと森や ICTについてです。（訳文ママ） 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 20歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Ragun 
 
付録資料 8 ：インタビュー結果 関係者 D 
  
（１）基本情報 
実施日時 … 2014.03.24 13:40-14:00 
回答者の性別 … 女 
インタビュータイプ … 図書館関係者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
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 ヒンドゥ語、英語 
 
C : 図書館員向けの質問 
1 : あなたはいつからこの図書館で働いていますか？ 
 2年前から 
 
2 : あなたは司書養成課程を卒業しましたか？ 
 いいえ 
 
3 : あなたはこの図書館の正規の職員ですか？ 
 はい 
補足：正規の職員だが、給与は日給制で支払われている。他の職業には就いてい
ないため主な生業は図書館員だが、関係者 D 自身は正規の図書館員だとは考えて
いない様子 
 
4 : この図書館ではどのようなサービスを提供していますか？ 
 蔵書の提供 
 補足：インタビューにおいては“reading”と回答している 
 
5 : 提供の必要を感じているサービスはありますか？ 
 はい 
 5' : Yes の場合 ＞ そのサービスはなんですか？ 
  Eメール、インターネット、新たな蔵書 
 5’’ : なぜそのサービスを提供しないのですか？ 
資金の不足 
 
6 : 図書館員としての今後の目標などはありますか？ 
 図書館利用者に対する教育 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 D 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
図書館員 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3''' : はい の場合 ＞ 大学は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'''' : はい の場合 ＞ 大学院は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
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 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  READネパールによる図書館員教育 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 23歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Nepali 
 
付録資料 9 ：インタビュー結果 非利用者 T 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.24  21:20-21:40 
 回答者の性別 … 男 
 インタビュータイプ … 非利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 チベット語 
 2-1’ : 第一言語がネパール語以外の場合 ＞ ネパール語を話せますか？ 
  はい 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
新聞 
 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
あなたの名前 
補足：但し、レシートなどは業務に支障のないレベルで書けているので、
本当に名前だけというわけではない 
 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
 チベット語 
 補足：ヒンドゥ語も多少使える 
 
D : 図書館を利用していない人向けの質問 
1 : あなたはなぜ図書館を利用しないのですか？ 
 ネパール語を充分に使えないので 
 
2 : 図書館を使ってみたいと思っていますか？ 
 いいえ 
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 追加質問 : なぜ使ってみたいと思わないのですか？ 
  私は図書館が好きではありません 
 
3 : あなたの家族や友人は図書館を使っていますか？ 
 役に立つ、知識や情報を得られるといった理由で利用します。 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 T 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 宿泊施設の厨房係 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  椅子とベッドを作りました。 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 20歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Lama 
 
追加インタビュー 
 質問者（以下“Q”）：どこの図書館を使ったことがあるんですか？ 
 回答者（以下“R”）：学校にいたころに 
 Q：学校にいたころ？ 
R：はい。私達は……金曜日に、私達は図書館の時間がありました。ゴータマ・ブ
ッダに関するいくつかの物語の本などを読みました 
Q：ゴータマ・ブッダ？ 
R：はい 
Q：ゴータマ・ブッダの学校？ 
R：いいえ 
Q：あぁ、ゴータマ・ブッダに関する本ですね 
R：そう。（手元のノートを手に取りながら）こういった本を。学校に行っていた
ころは、図書館を使いました。でも今は、図書館に行く時間がありません。料理
をしなきゃならないので 
Q：そうですね 
R：あなたや、他の人たちに料理を提供しなくちゃいけないんです 
Q：なるほど。では、あなたが使ったことがあるのは、学校の図書館だけですか？ 
R：そうです。学校の図書館だけです。 
Q：では、もしあなたに充分な時間があったら…… 
R：えぇ。 
Q：図書館を使いたいと思いますか？ 本を読んだり、コンピュータの使い方を学
ぶために。 
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R：はい。 
補足：回答者は図書館を有料の施設だと思っており、またコンピュータの利用が
可能であることを知らなかった。 
 
付録資料 10 ：インタビュー結果 利用者 L 
  
（１）基本情報 
実施日時 … 2014.03.28 14:00-14:15 
 回答者の性別 … 女 
 インタビュータイプ … 利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 いいえ 
 1' : No の場合 ＞ どこの村に住んでいますか 
  Nawalparasi 
 1'' : 住んでいるところを教えてくれた場合 
  ＞ そこからここに来るのにどのくらいの時間がかかりますか？ 
  バスで 8日 
補足：Nawalparasi は西部テライ地域の郡名であるが、Nawalparasi 郡
からジョムソン村まではバスでも８日はかからない。また、ジョムソン
村までの間にはネパール第２の都市ポカラもあるため、図書館を使うた
めだけにジョムソン村を訪問するとも考えにくい。このことから、回答
者は質問の意図を取り違えている可能性がある。 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
 ヒンドゥ語、英語 
 
B：図書館利用者向けの質問 
1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 １ヶ月に１回程度 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
 友人が１ヶ月に１回程度利用する 
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3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 知識を得るために利用する 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  蔵書の貸出 
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 インターネットへの接続 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 L 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 学生 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3''' : はい の場合 ＞ 大学は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  図書館の社会教育プログラム 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 18歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Newali 
 
付録資料 11 ：インタビュー結果 利用者 N 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.28 14:15-14:30 
 回答者の性別 … 女 
 インタビュータイプ … 利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 いいえ 
 1' : No の場合 ＞ どこの村に住んでいますか 
  Nagalkhot 
127 
 
 1'' : 住んでいるところを教えてくれた場合 
  ＞ そこからここに来るのにどのくらいの時間がかかりますか？ 
  バスで 1時間半程度 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語とタカリ語 
 2-1’ : 第一言語がネパール語以外の場合 ＞ ネパール語を話せますか？ 
  はい 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
 英語、ヒンドゥ語 
 
B：図書館利用者向けの質問 
1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 1ヶ月に 1回程度 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
 友人は 1ヶ月に１回程度、家族の利用はなし 
 
3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 読書 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  蔵書の利用 
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 特になし 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 N 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 学生 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  いいえ 
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4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 いいえ 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 18歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Gouzan takhali 
 
付録資料 12 ：インタビュー結果 利用者 E 
  
（１）基本情報 
実施日時 … 2014.03.28 14:30-14:40 
回答者の性別 … 女 
インタビュータイプ … 利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
 ヒンドゥ語、英語 
 補足：共に読み書き可能 
 
B：図書館利用者向けの質問 
1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 1ヶ月に１回程度 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
 家族の利用はなく、友人は多少利用する 
補足：プータン・コミュニティ・ライブラリー以外の図書館については、１ヶ月
に１回程度、時々利用することもあるという。 
 
3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 読書のために利用 
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 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  蔵書貸出とインターネット 
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 新しい図書とインターネット接続 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 E 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 学生 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  ACASによる社会教育プログラム 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 19歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
Takhali Trazun 
 
付録資料 13 ：インタビュー結果 非利用者 B 
  
（１）基本情報 
実施日時 … 2014.03.30 11:30-11:45 
回答者の性別 … 男 
インタビュータイプ … 非利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
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公的文書 
 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
ネパール語だけ、他は出来ません。英語は出来ません。ヒンディー語も出来ませ
ん。ボテ語なら出来ます。ネパール語だけで英語は出来ません。（訳文ママ） 
 
D : 利用していない人向けの質問 
1 : あなたはなぜ図書館を利用しないのですか？ 
教育を受けていませんので。（訳文ママ） 
 
2 : 図書館を使ってみたいと思っていますか？ 
 わかりません 
 
3 : あなたの家族や友人は図書館を使っていますか？ 
 利用していません 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 B 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 農業 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 いいえ 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 55歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Marra 
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付録資料 14 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの来館者帳 
 
